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このたびはメルセデス・ベンツをお買い上げいた
だき、ありがとうございます。
この取扱説明書は、車の取り扱い方法をはじめ、
機能を十分に発揮させるための情報や、危険な状
況を回避するための情報、万一のときの処置など
を記載しています。車をお使いになる前に、本書
を必ずお読みください。

・取扱説明書は、いつでも読めるように必ず車内
に保管してください。

・この取扱説明書には、日本仕様とは異なる記述
やイラスト、操作方法などが含まれている場合
があります。

・装備や仕様の違いなどにより、一部の記述やイ
ラストが、お買い上げいただいた車とは異なる
ことがあります。また、スイッチなどの形状や
装備、操作方法、マルチファンクションディス
プレイの表示などは予告なく変更されることが
あります。

・オーディオに関しては、別冊の「マルチファン
クションコントローラー」の取扱説明書をお読
みください。

・車を次のオーナーにお譲りになる場合は、車と
一緒にすべての取扱説明書と整備手帳をお渡し
ください。

・オプションや仕様により異なる装備には＊マー
クがついています。

・関連する内容が他のページにもある場合は、該
当ページを（4-28）のようなかたちで示してい
ます。

・操作手順などは、文頭に番号を記しています。
・ご不明な点は、お買い上げの販売店または指定
サービス工場におたずねください。

表記や記載方法について

A 環境保護のためのアドバイスや守っていただ
きたいことを記載しています。

ダイムラー・クライスラー日本株式会社

注　意 !
けがや事故、車の損傷を未然に防ぐため、必ず守っ
ていただきたいことです。

知　識

知っていると便利なことや、知っておいていただ
きたいことです。

?警　告

重大事故や命にかかわるけがを未然に防ぐために
必ず守っていただきたいことです。

お客様へ
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ダイムラー・クライスラー社では、大気汚染の抑
制、資源の有効利用をはじめとする環境保護対策
に取り組んでいます。環境保護のために、お車を
お使いになるときは以下の点にご協力ください。

・タイヤの空気圧が適正であることを確認してく
ださい。

・停車したままの暖機運転は必要ありません。
・急発進や急加速は避けてください。
・エンジン回転数がその車の許容限度の2/3（許
容限度が6,000回転のときは約4,000回転）を
超えないように運転してください。

・不必要な荷物を載せたままにしないでください。
・スキーラックやルーフラックが必要でないとき
は、車から取り外してください。

・長時間の停車時は、エンジンを停止してください。
・指定サービス工場で適切な時期に点検整備を受
けてください。

A ダイムラー・クライスラー社は、資源を有効
活用するため、リサイクル部品を積極的に導
入しています。

環境保護について ?警　告

車両には警告ラベルが貼付されています。これら
の警告ラベルには危険な状況を回避するための情
報をはじめ、車を安全に使用するための情報が記
されています。

警告ラベルは絶対にはがさないでください。
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ダッシュボード

8

9 1310 11

1 4 5 632 7

12

※装備や仕様、ハンドル位置の違いにより、スイッチ位置などが異なることがあります。

左ハンドル車
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ダッシュボード

シート調整スイッチ
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ポジションスイッチ・・・・・・・・・・・3-9､12

ドアミラー調整スイッチ
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ドアミラー選択ボタン ・・・・・・・・3-48、50

ドアウインドウスイッチ
セーフティスイッチ ・・・・・・・・・・・・3-40

ダッシュボードの小物入れ ・・・・・・・・5-38

グローブボックスオープナーボタン

グローブボックスキーシリンダー ・・・・5-37

助手席エアバッグ ・・・・・・・・・・・・・・・2-8

グローブボックス ・・・・・・・・・・・・・・5-37

シート調整スイッチ
メモリースイッチ
ポジションスイッチ・・・・・・・・・・・3-9､12

トランクオープナースイッチ ・・・・・・・3-27

灰皿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5-31

走行モード選択スイッチ ・・・・・・・・・4-6､7

セレクターレバー・・・・・・・・・・・・・・・・4-5

ドアウインドウスイッチ・・・・・・・・・・3-40
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インストルメントパネル

1 2 3 4

14 19 2021 24 2523221815 16 1713

5 6 7 8 9 10 1211

左ハンドル車

※装備や仕様の違いにより、スイッチ位置などが異なることがあります。
※スイッチ類のデザインや文字表記が実際の車両と異なることがあります。
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インストルメントパネル

ランプスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・4-19

コンビネーションスイッチ
(ヘッドランプ / 方向指示 / ワイパー)
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4-21､23､25

クルーズコントロール / 
可変スピードリミッターレバー・・・4-46､51

ステアリング・・・・・・・・・・・・・・3-51､60

メーターパネル ・・・・・・・・・・・・・・・3-53

マルチファンクションディスプレイ・・・3-59

ボイスコントロールレバー ・・・・・・・（別冊）

エンジンスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・4-2

エアコンディショナー
コントロールパネル・・・・・・・・・・・5-5､16

非常点滅灯スイッチ ・・・・・・・・・・・・4-24

助手席エアバッグオフ表示灯 ・・・・・・・2-17

マルチファンクションコントローラー ・・(別冊)

パーキングブレーキペダル ・・・・・・・・4-28

ボンネットロック解除レバー ・・・・・・・3-33

パーキングブレーキ解除ハンドル ・・・・4-28

ヘッドランプウォッシャースイッチ・・・4-27

ステアリング調整 / 
ステアリングヒーターレバー＊ ・・・3-51､52

ホーン / 運転席エアバッグ ・・・・・・・・・2-8

シートヒータースイッチ＊ ・・・・・・・・3-15

リアブラインドスイッチ ・・・・・・・・・・5-41

ヘッドレスト格納スイッチ ・・・・・・・・3-19

CDチェンジャーカバー開閉ボタン・・・・5-42

ドアロックスイッチ ・・・・・・・・・・・・3-24

ESPオフスイッチ・・・・・・・・・・・・・・4-39

シートヒータースイッチ＊ ・・・・・・・・3-15

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

?警　告
チャイルドセーフティシート検知システム非装備
車にセンサー付き純正チャイルドセーフティシー
トを装着したとき、助手席エアバッグオフ表示灯
が点灯することがありますが、助手席エアバッグ
の機能は解除されません。詳しくは(2-16)を

ご覧ください。
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室内

1

16 17 18 19 20 21 22
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室内

リアヘッドレスト ・・・・・・・・・・・・・・3-19

分割可倒式リアシート＊・・・・・・・・・・3-16

シートベルト・・・・・・・・・・・・・・・・・・2-3

アシストグリップ / コートフック・・・・5-44

リアアンビエントランプ・・・・・・・・・・5-27

リアルームランプ ・・・・・・・・・・・・・・5-27

ウインドウバッグ ・・・・・・・・・・・・・・・2-8

スライディングルーフ＊ / 
サンシェード＊・・・・・・・・・・・・・3-42､44

バニティミラー照明 ・・・・・・・・・・・・5-30

スライディングルーフ＊操作部 ・・・・・・3-42

フロントルームランプ ・・・・・・・・・・・5-25

フロントアンビエントランプ ・・・・・・・5-25

ルームミラー・・・・・・・・・・・・・・・・・3-47

バニティミラー ・・・・・・・・・・・・・・・5-30

サンバイザー・・・・・・・・・・・・・・・・・5-30

リアアームレスト ・・・・・・・・・・・・・・5-35

リアサイドバッグ ・・・・・・・・・・・・・・・2-8

フロントヘッドレスト ・・・・・・・・・・・・3-9

フロントサイドバッグ ・・・・・・・・・・・・2-8

フロントアームレスト ・・・・・・・・・・・5-34

フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・・3-9

収納ネット＊・・・・・・・・・・・・・・・・・5-41

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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エンジンルーム

ウォッシャー液リザーブタンク ・・・・・7-11

エンジンオイルレベルゲージ ・・・・・・・・7-6

ブレーキ液リザーブタンク ・・・・・・・・・7-9

冷却水リザーブタンク ・・・・・・・・・・・・7-4

エンジンオイルフィラーキャップ(補給口)
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7-7

の上にはカバーがあります。

ウォッシャー液リザーブタンク ・・・・・7-11

エンジンオイルレベルゲージ ・・・・・・・・7-6

ブレーキ液リザーブタンク ・・・・・・・・・7-9

冷却水リザーブタンク ・・・・・・・・・・・・7-4

エンジンオイルフィラーキャップ(補給口)
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7-7

の上にはカバーがあります。

右ハンドル車の の位置はエンジンルーム向かっ

て右側、 の位置は向かって左側です。

3 2 1

45

E 280

※仕様により、部品の形状などがイラストと異なる場合があります。

321

45

E 350（左ハンドル車） / E 350 4MATIC



エンジンルーム

ウォッシャー液リザーブタンク ・・・・・7-11

ブレーキ液リザーブタンク ・・・・・・・・・7-9

エンジンオイルフィラーキャップ(補給口)
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7-7

冷却水リザーブタンク ・・・・・・・・・・・・7-4

の上にはカバーがあります。
右ハンドル車の の位置はエンジンルーム向かっ
て右側、 の位置は向かって左側です。

ウォッシャー液リザーブタンク ・・・・・7-11

ブレーキ液リザーブタンク ・・・・・・・・・7-9

エンジンオイルフィラーキャップ(補給口)
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7-7

冷却水リザーブタンク ・・・・・・・・・・・・7-4

の上にはカバーがあります。
右ハンドル車の の位置はエンジンルーム向かっ
て右側、 の位置は向かって左側です。

1

2

4

3

E 55 AMG(左ハンドル車)

※仕様により、部品の形状などがイラストと異なる場合があります。
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1

2

4
3

E 500(左ハンドル車)
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トランクルーム

ヒューズボックス・・・・・・・・・・・6-29､8-6

リアシートリリースハンドル＊ ・・・・・3-16

車載工具 / ジャッキ / 輪止め・・・・・・6-5、6

トランクマット ・・・・・・・・・・・・・・・3-29

ラゲッジトレイ＊ ・・・・・・・・・・・・・・3-30

フック ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3-29

応急用スペアタイヤ＊ ・・・・・・・・・・・・6-7

バッテリー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・6-25

リアシートリリースハンドル＊ ・・・・・3-16

1 2 3 5 7 8 964

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500

※E 55 AMGについては3-30､6-6､6-25をご覧ください。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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点検と整備
日常点検や定期点検は、使用者自身の責任におい
て実施することが法律で義務付けられています。
これらの点検項目については、別冊の「整備手帳」
をお読みください。

夏季の取り扱い
・夏を迎える前にエアコンディショナーの冷媒に不
足がないか、指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

・オーバーヒートの予防策として、いつもより頻繁
に冷却水量を点検してください。

日ごろの状態と異なるとき
エンジンをかけたとき、いつもと異なる音やにお
いを感じたり、駐車していた場所に水やオイルの
跡が残っているときは、すみやかに指定サービス
工場で点検を受けてください。

ドアを開くと
ドアを開くと、一部の装置が自動的に動き始め、
作動音などが聞こえることがありますが、異常で
はありません。

タイヤの点検
タイヤの空気圧や溝の深さが十分あり、タイヤに
損傷や異常な摩耗がないことを点検してください。
タイヤの空気圧が低かったり、損傷したタイヤで
走行すると、タイヤが破裂したり、火災が発生す
るなど、事故を起こすおそれがあります。

シートベルトは必ず着用
走行を開始する前に、すべての乗員がシートベル
トを着用してください。

運転席足元に注意
・運転席の足元には、物を置かないでください。
ブレーキペダルやアクセルペダルの下に物が入
ると、ペダルを操作できなくなるおそれがあり
ます。

・フロアマットは純正品のみを正しく使用してく
ださい。車に合ったものを使用しないと、ペダ
ル操作ができなくなるおそれがあります。

車庫内では
車庫などの換気の悪い場所ではエンジンを停止し
てください。排気ガスに含まれる一酸化炭素を吸
い込むと、一酸化炭素中毒を起こしたり、死亡す
るおそれがあります。
一酸化炭素は、無色無臭のため気が付かないうち
に吸い込んでいるおそれがあります。

走行する前に

走行する前に
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ウォーミングアップ（暖機運転）
エンジンが冷えているときでも、停車したままで
の暖機運転は必要ありません。エンジンの始動後
は、急加速を避けて車をウォーミングアップして
ください。

燃料の給油
・燃料は無鉛プレミアムガソリンを使用してくだ
さい。有鉛ガソリンや粗悪なガソリン、指定以
外の燃料(高濃度アルコール含有燃料など)を使用
したり、添加剤などを混入すると、エンジンな
どを損傷するおそれがあります。

・目的地まで余裕を持って走れるように、十分な
量を補給してください。

・燃料給油口には、純正品以外のキャップを使用
しないでください。

・セルフ式のガソリンスタンドなどで給油すると
きは必ず以下の点を守り、安全に十分注意して
作業を行なってください。身体に静電気を帯び
ていると、放電による火花で燃料に引火したり、
火傷をするおそれがあります。
◇エンジンを停止して、ドアやドアウインドウ
などを閉じる
◇燃料給油口を開くことからはじまる一連の給
油作業は、必ずひとりで行なう
◇給油作業をする人は、作業の前に金属部分
に触れるなどして身体の静電気を除去する

◇作業中は車内に戻らない（帯電するおそれが
あります）

◇キャップの開閉（3-36）は確実に行ない、火
気を近づけないようにする

◇ガソリンを垂らさないように注意する（塗装
面を損傷するおそれがあります）
◇気化した燃料を吸い込まないように注意する
◇給油作業をする人以外は燃料給油口に近づか
ない
◇ガソリンスタンド内に掲示されている注意事
項を守る

荷物を積むとき
・荷物はできるだけトランクに積み込んでください。
・車内に荷物を積むときは、動かないように確実
に固定してください。固定できていないと、急
ブレーキ時などに荷物が放り出され、乗員がけ
がをするおそれがあります。

・リアヘッドレスト後方のスペースに荷物を置か
ないでください。急ブレーキ時などに荷物が放
り出され、乗員がけがをするおそれがあります。

・鋭い角のあるものは、角の部分に必ずカバーを
してください。

・荷物をシートのバックレストより高く積み上げ
ないでください。

燃えるものは積まない
燃料を入れた容器や可燃性のスプレー缶などを積
まないでください。万一のときに引火や爆発のお
それがあります。
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子供を乗せるとき

子供にも必ずシートベルトを着用
・子供であっても、シートベルトを正しく着用し
て、シートやヘッドレストが正しい位置になっ
ていることを大人が確認してください。正しく
シートベルトが着用できない小さな子供は、チ
ャイルドセーフティシートを使用してください。

・乳児や子供を抱いたり、ひざの上に乗せて走行
しないでください。急ブレーキ時や事故のとき、
大人と車の間に挟まれて重大なけがをするおそ
れがあります。

小さな子供にはチャイルドセーフティシート
6歳未満の子供にはチャイルドセーフティシート
(2-14)を使用することが法律で義務付けられてい
ます。

子供は後席に
・子供はできるだけ後席に乗せてください。助手
席では、子供の動きが気になったり、子供が運
転装置をさわるなど、運転の妨げになることが
あります。

・チャイルドセーフティシートは、必ず後席の左
右いずれかに装着してください。やむを得ず助
手席に装着するときは、車の進行方向に向けて
チャイルドセーフティシートを装着し、助手席シ
ートを最後部に移動してください。

・子供を助手席に座らせるときは、助手席シート
を最後部にし、正しく座らせてください。エアバ
ッグの作動時に大きな衝撃を受けるおそれがあ
ります。

子供には操作させない
・ドアやドアウインドウは大人が開閉してくださ
い。子供が操作すると、身体を挟んだり、けが
をするおそれがあります。

・リアドアのチャイルドプルーフロック（3-25）、
パワーウインドウのセーフティスイッチ（3-41）
を活用してください。

ドアウインドウやスライディングルーフ＊の開口
部から身体を出さない
子供がドアウインドウやスライディングルーフの
開口部から身体を出さないように注意してくださ
い。けがをするおそれがあります。

車から離れるとき
子供だけを車内に残して車から離れないでくださ
い。運転装置に触れてけがをしたり、事故の原因
になることがあります。
また、炎天下では車内が高温になり、熱中症を起
こすおそれがあります。

子供を乗せるとき

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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新車の場合、エンジンなどの機械部分が馴染むま
で「慣らし運転」することをお勧めします。
新車時に十分な慣らし運転を行なうことにより、
将来にわたって安定した性能を維持することがで
きます。

最初の1,500kmまでは以下の注意事項を守ってく
ださい。
・エンジン回転数が許容限度の2/3（許容限度が
6,000回転のときは約4,000回転）を超えない
ように運転してください。

・エンジンに大きな負担のかかる運転は避けてく
ださい。

・いつも一定のエンジン回転数で走行するのでは
なく、負担のかからない範囲で回転数と速度を
変えてください。

・キックダウンや過度のエンジンブレーキは避け
てください。

・ティップシフト位置d、c、bは山道など
を低速で走行するときだけ使用してください。

・できるだけ、走行モードをCモードにして走行し
てください。

走行距離が1,500kmを超えたら、エンジン回転数
を徐々に高回転まで上げてください。

知　識

新車時の高速走行後など、エンジンルームからわ
ずかに白煙が出たり、独特の臭いがすることがあ
ります。これは防錆保護ワックスが加熱されて発
生するもので、故障や異常ではありません。走行
距離が増すと臭いはなくなります。

慣らし運転

慣らし運転

知　識

・E 55 AMGは最初の1,500kmまでは、走行速
度が140km/hを超えないように、またエンジ
ン回転数が4,500回転を超えないようにして
ください。

・エンジンや駆動系部品の分解や交換をした後
も、慣らし運転を行なってください。

・キックダウン：走行中にアクセルペダルをいっ
ぱいに踏み込むと、自動的に低速ギアに切り替
わり、エンジンの回転数が上がって素早く加速
します。これをキックダウンといいます。

・エンジンブレーキ：走行中にアクセルペダルを
戻したときに発生するエンジン内部の抵抗を利
用した減速をエンジンブレーキといいます。低
速ギアのときほど効きが強くなります。
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アクセルペダルはおだやかに操作
・発進や加速するときは、タイヤを空転させない
ようにおだやかにアクセルペダルを操作してく
ださい。タイヤを空転させると、タイヤだけで
なくトランスミッション、駆動系部品を損傷す
るおそれがあります。

・車間距離を十分に確保し、不要な急発進や急加
速、急ブレーキを避けてください。

横風が強いとき
横風が強く、車が横方向に流されそうなときは、
ステアリングをしっかりと握り、いつもより速度
を下げて進路を保ってください。

トンネルの通過
トンネルに進入するときは、ヘッドランプを点灯
してください。内部照明が暗いトンネルでは、進
入直後に視界が悪くなることがありますので、十
分注意してください。

エンジンブレーキの活用
下り坂が続くときは、エンジンブレーキを活用し
てください。ブレーキペダルを長時間踏み続ける
と、ブレーキディスクが過熱してブレーキの効き
が悪くなるおそれがあります。

エンジンブレーキ：走行中にアクセルペダルを戻
したときに発生するエンジン内部の抵抗を利用し
た減速をエンジンブレーキといいます。低速ギア
のときほど効きが強くなります。

自動車電話、携帯電話
運転者は、走行中に自動車電話や携帯電話を使用
しないでください。道路交通法違反になります。
なお、ハンズフリー機能は使用できますが、注意
力が散漫になり事故の原因になるおそれがありま
す。安全な場所に停車してから使用してください。

滑りやすい路面
滑りやすい路面で、シフトダウン操作による急激
なエンジンブレーキを効かせないでください。

水たまりの通過後
水たまりの通過後や洗車直後は、ブレーキの効き
が遅れたり、悪くなることがあります。このとき
は、後続車に注意しながら低速で走行し、ブレー
キの効きが回復するまでブレーキペダルを数回軽
く踏んでください。

走行するとき

走行するとき
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走行するとき / 走行中に異常を感じたら

スタック（立ち往生）したとき
・ぬかるみなどでタイヤが空転したり脱輪した状
態から脱出するときは、タイヤを高速で空転さ
せないでください。脱出直後に車が急発進し、
事故を起こすおそれがあります。
また、タイヤを高速で空転させると異常な過熱
が起こり、タイヤの破裂や火災などの事故が起
きたり、トランスミッションを損傷するおそれ
があります。

・スタックした状態から脱出するときは、タイヤ
前後の土や雪などを取り除いたり、タイヤの下
に板や石などをあてがうと効果的です。

道路冠水や車が水没したとき
・豪雨などで道路が冠水し、マフラーに水が入っ
たときは決してエンジンを始動しないでくださ
い。そのままエンジンを始動すると、エンジン
に重大な損傷を与えるおそれがあります。

・車が水没した場合は、水が引いた後でもエンジ
ンを始動せずに、指定サービス工場に連絡して
ください。

警告灯が点灯したとき
ただちに安全な場所に停車してエンジンを停止し、
本書に従い対処してください。それでも警告灯が
消灯しないときは、指定サービス工場に連絡して
ください。警告灯が点灯したまま走行を続けると、
事故を起こしたり、車に重大な損傷を与えるおそ
れがあります。

ボディ下部に強い衝撃を受けたとき
ただちに安全な場所に停車してボディの下部を点
検し、ブレーキ液や燃料などが漏れていないか確
認してください。漏れやボディ下部に損傷を見つ
けたときは、運転を中止して指定サービス工場に
連絡してください。そのまま走行を続けると、事
故を起こすおそれがあります。

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂したとき
あわてずにしっかりステアリングを支えながら、
徐々に減速して安全な場所に停車してください。
急ブレーキや急ハンドル操作をすると、車のコン
トロールを失い、事故を起こすおそれがあります。

走行中に異常を感じたら
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駐車するときの注意事項
・マフラーは非常に高温になります。周囲に枯れ
草や紙くず、油など燃えやすいものがある場所
には駐停車しないでください。

・同乗者がドアを開くときは、周囲に危険がない
ことを運転者が確認してください。

・見通しの悪い場所や暗い場所には駐車しないで
ください。

・炎天下での駐車時には、車内各部の温度が非常
に高くなります。ステアリングやセレクターレ
バー、シートなどに触れると、火傷をするおそれ
があります。

・炎天下に駐車するときは、フロントウインドウ
にカバーをしたり、ステアリングやセレクター
レバー、シートなどにカバーやタオルをかけて、
温度の上昇を抑えてください。

・炎天下に駐車した後は、乗車する前に換気をす
るなどして、車内各部の温度を下げてください。

雪が降っているときは
車の周囲が雪で覆われているときは、雪を取り除
いてからエンジンを始動してください。積雪によ
りマフラーがふさがれ、排気ガスが車内に侵入す
るおそれがあります。

急な坂道では
急な坂道で駐車するときは、セレクターレバーを

hに入れ、パーキングブレーキを確実に効かせて
ください。さらに輪止めをしてください。

仮眠するとき
やむを得ず車内で仮眠するときは、安全な場所に
駐車して必ずエンジンを停止してください。無意
識のうちにセレクターレバーを動かしたり、アク
セルペダルを踏み込むと、車が動き出し、事故を
起こすおそれがあります。
また、アクセルペダルを踏み続けると、エンジン
やマフラーが異常過熱して火災の原因になるおそ
れがあります。

後退するとき
後方視界が十分に確保できないときは、車から降
りて後方の安全を確認してください。

駐停車するとき

駐停車するとき
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雨降りや濃霧時の注意事項
雨が降っていたり、濃霧が発生しているときは、
路面が濡れて滑りやすく視界も悪くなります。以
下の点に注意し、いつもより慎重に運転してくだ
さい。
・路面が滑りやすいので、タイヤの接地力が大き
く低下し、通常より制動距離も長くなります。
また、見通しが悪いので歩行者や障害物の発見
が遅れがちになります。いつもより速度を下げ、
車間距離を十分に確保してください。

・濡れた路面では急激なエンジンブレーキを効か
せないでください。滑りやすい路面で急激なエ
ンジンブレーキを効かせると、スリップして車
のコントロールを失い、事故を起こすおそれが
あります。

・路面が濡れているときは、SBCホールドやクル
ーズコントロールを使用しないでください。

・水たまりの通過後や激しい雨の中で長時間ブレ
ーキを使用しないで走行した後は、ブレーキの
効きが悪くなることがあります。このときは、
後続車に注意しながら低速で走行し、ブレーキの
効きが回復するまでブレーキペダルを数回軽く
踏んでください。

・安全な視界を確保するため、必要に応じてデフ
ロスターやリアデフォッガーを作動させてくだ
さい。またはエアコンディショナーを作動させ
て車内を除湿してください。

・雨降りや濃霧時は、自分の車の存在を周囲に知
らせるため、ヘッドランプやフォグランプを点
灯してください。ただし、ヘッドランプを上向
きにすると、雨や濃霧に反射して視界を損なっ
たり、対向車を眩惑するので、下向きで点灯し
てください。

・濃霧のときはフォグランプを点灯し、速度を落
として走行してください。危険を感じるときは、
霧が晴れるまで安全な場所に停車してください。

雨降りや濃霧時の運転

雨降りや濃霧時の運転



[1-10]

運転する前に、オートマチック車の特性や操作上
の注意を理解し、正しく操作してください。「オー
トマチック車の運転」もあわせてお読みください
（4-14）。

オートマチック車の特性

クリープ現象：エンジンがかかっているとき、セ
レクターレバーがh、g以外に入っていると、
動力がつながった状態になり、アクセルペダルを
踏み込まなくても車がゆっくり動き出します。これ
をクリープ現象といいます。

キックダウン：走行中にアクセルペダルをいっぱ
いまで踏み込むと、自動的に低速ギアに切り替わ
り、エンジンの回転数が上がって素早く加速しま
す。これをキックダウンといいます。

エンジンの始動前
・ブレーキペダルは必ず右足で操作してください。
不慣れな左足で操作すると、事故を起こすおそ
れがあります。

・ブレーキペダルを踏み込み、踏みしろや踏み込
んだときにペダルが一定のところで停止するこ
とを確認してください。

エンジンの始動
セレクターレバーがhに入っていることを確認
し、ブレーキペダルを確実に踏んでエンジンを始動
します。アクセルペダルを踏む必要はありません。

発進
・エンジンが適正なアイドリング回転数になって
いることを確認してください。

・セレクターレバーをf、iに入れるときは、
必ずブレーキペダルを十分に踏み込んでくだ
さい。

・アクセルペダルを踏んだまま、セレクターレバー
を動かさないでください。車が急発進するおそ
れがあります。

・急な上り坂で発進するときは、パーキングブレ
ーキを効かせたままアクセルペダルを静かに踏
み込み、車がわずかに動き出すのを確認してか
らパーキングブレーキを解除して発進してくだ
さい。

走行中
・走行中はセレクターレバーをgに入れないでく
ださい。エンジンブレーキがまったく効かない
ため事故につながったり、トランスミッション
を損傷するおそれがあります。

・滑りやすい路面で急激なエンジンブレーキを効
かせると、スリップして車のコントロールを失
い、事故を起こすおそれがあります。

オートマチック車の取り扱い

オートマチック車の取り扱い
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停車
・停車中はエンジンの空ぶかしをしないでくださ
い。万一、セレクターレバーが走行位置に入る
と、車が急発進して事故を起こすおそれがあり
ます。

・急な上り坂での停車時、後退しようとする車を、
アクセルペダルを踏むことにより停止状態に保
たないでください。トランスミッションを損傷
するおそれがあります。

・完全に停車する前に、セレクターレバーをhに
入れないでください。トランスミッションを損
傷するおそれがあります。

駐車
・駐車時や車から離れるときは、必ずセレクター
レバーをhに入れ、パーキングブレーキを確実
に効かせて、エンジンを停止してください。

・後退した後は、すぐにセレクターレバーをh
かgに戻すように心がけてください。iに
入っていることを忘れてアクセルペダルを踏み
込むと、車が後退して事故を起こすおそれがあ
ります。

オートマチック車の取り扱い
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運転するときの注意事項
・服用後の運転が禁止されている薬や、酒類を飲
んだ後は絶対に運転しないでください。

・ライターを車内に放置しないでください。炎天
下の車内は非常に高温になるため、ライターが
発火したり爆発するおそれがあります。

・ペダル操作の妨げになるような靴（厚底靴など）
やサンダル履きで運転しないでください。

・ウインドウなどに吸盤を貼り付けないでくださ
い。吸盤がレンズの働きをして、火災が発生す
るおそれがあります。

違法改造はしない
・違法改造はしないでください。違法改造や純正
でない部品の使用は、保証の適用外になるだけ
でなく、事故の原因になります。
定期交換部品などは純正品だけを使用し、燃料
や油脂類などは指定品を使用してください。

・燃料やオイルの添加剤などは一切使用しないでく
ださい。故障の原因になることがあります。

・無線機や、オーディオなどの電装品を取り付け
たり取り外すときは、指定サービス工場におた
ずねください。

ナビゲーションシステムの操作
ナビゲーションシステムの操作は、できるだけ走
行中を避け、安全な場所に停車してから操作して
ください。走行中に画面を見るときは、必要最小
限（約1秒以内）にとどめてください。

きびしい条件下での運転
発進、停止を繰り返す市街地走行、山間部や路面
の悪い道路などきびしい条件下での走行が多いと
きは、タイヤやエアクリーナー、オイル、フィル
ター類の点検整備や交換を、定期的な交換時期よ
りも早く行なうことが必要になります。

こんなことにも注意

こんなことにも注意
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正しい運転姿勢 2-  2

シートベルト 2-  3

SRSエアバッグ 2-  8

チャイルドセーフティシート 2-14

2. 安全装備
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正しい運転姿勢

正しい運転姿勢になるように上記の点に注意して
シートを調整してください。

正しい運転姿勢

ヘッドレストの中央がヘッドレストの中央が 
目の高さにくる目の高さにくる 

背中はバック背中はバック 
レストに密着レストに密着 

バックレストはバックレストは 
できるだけ垂直できるだけ垂直 

シートベルトがシートベルトが 
正しく着用できる正しく着用できる 

ステアリングがステアリングが 
楽に操作できる楽に操作できる 

ペダルが十分にペダルが十分に 
踏み込める踏み込める 

ヘッドレストの中央がヘッドレストの中央が 
目の高さにくる目の高さにくる 

背中はバック背中はバック 
レストに密着レストに密着 
させるさせる 

バックレストはバックレストは 
できるだけ垂直にするできるだけ垂直にする 

シートベルトがシートベルトが 
正しく着用できる正しく着用できる 

ステアリングがステアリングが 
楽に操作できる楽に操作できる 

ペダルが十分にペダルが十分に 
踏み込める踏み込める 

ヘッドレストの中央が 
目の高さにくる 

背中はバック 
レストに密着 
させる 

バックレストは 
できるだけ垂直にする 

シートベルトが 
正しく着用できる 

ステアリングが 
楽に操作できる 

ペダルが十分に 
踏み込める 

 

・運転席の乗員は必ず運転前に自分の運転姿勢に
合った正しいシート位置に調整してください。
運転中に調整すると、車のコントロールを失い、
事故を起こすおそれがあります。
・バックレストと背中の間に物を挟まないでくだ
さい。事故のとき、けがをするおそれがあります。

・シートのバックレストを大きく傾けた状態で走
行しないでください。急ブレーキ時や衝突時な
どに身体がシートベルトの下を抜けてベルトの
力が腹部や首にかかり、致命的なけがをするお
それがあります。

?警　告

注　意 !
・シ－トを調整しているときは、シ－トの下や横
に身体を入れたり、作動部に触れないでくださ
い。挟まれてけがをするおそれがあります。
・シートの一部が身体や物に当たったときは、そ
れ以上操作しないでください。
・誤ってシート調整スイッチに触れるとシートが
動き、乗員がけがをするおそれがあります。子
供を乗せているときは十分注意してください。

[2-2]※車種や仕様によりシートの形状などは異なります。
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シートベルト

シートベルトは、万一の衝突時などに乗員が受け
るけがの被害を軽減させる乗員保護装置であり、
急ブレーキや衝撃などを感知するとシートベルト

をロックして乗員がシートから放り出されないよ
うに拘束します。
シートベルトの効果を十分に発揮させるためには、
走行前に正しく着用し、正しく取り扱うことが必
要です。

腰骨のできるだけ低い位置 
を通っている 

ねじれがない 
 
ねじれがない 

首に当たったり、 
肩から外れないように 
高さを調節する 
 

肩の中央にかかっている 肩の中央にかかっている 

腰骨のできるだけ低い位置 
を通っている 

首に当たったり、 
肩から外れないように 
高さを調節する 
 

バックルに正しく 
差し込まれている 
バックルに正しく 
差し込まれている 

ベルトを急に引き出して 
ロックする 
ベルトを急に引き出して 
ロックする 

シートベルト
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※車種や仕様によりシートの形状などは異なります。
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シートベルト

注　意 !
・シートベルトを正しく機能させ、損傷を防ぐた
めに以下の点に注意してください。
◇ドアに挟んだり、鋭利な部分に当てない
◇たばこの火や熱いものを近づけない
◇バックル部分に異物を入れない
◇着用時は胸ポケットにペンや眼鏡などを入れ
ない

◇分解や改造などをしない
・衝突後やシートベルトが大きな衝撃を受けたと
きは、指定サービス工場で新品と交換し、関連
部品の点検を受けてください。

・純正部品以外のシートベルトは使用しないでく
ださい。

・妊娠中の方やけがの治療中の方は、医師に相談
の上、シートベルトを着用してください。

・シートベルトの強度が低下し、乗員保護機能が
損なわれるので清掃するときは以下の点に注意
してください。
◇強い酸性やアルカリ性洗剤、有機溶剤などを
使用しない

◇乾燥時にドライヤーや直射日光を当てない
◇シートベルトを漂白したり、染色しない

・全員がシートベルトを着用してください。シー
トベルトを着用していないと、急ブレーキ時や
衝突時などに頭や身体を車内に激しくぶつけた
り、車外に放り出されて致命的なけがをするお
それがあります。

・シートベルトの機能が十分発揮できるように、
以下の点に注意して正しく着用してください。
◇バックレストを大きく傾けないでください。
◇コートなどの厚手の衣類は着用しないでくだ
さい。
◇シートに深く腰かけてください。
◇肩を通るベルトを脇の下に通さないでくださ
い。上体を固定できず、衝突したときなどに
頭や首、肋骨や腹部に衝撃を受けます。

◇腰を通るベルトは腰骨のできるだけ低い位置
にかけてください。腹部にかけると衝突した
ときなどに腹部が強く圧迫されます。

◇シートベルトがねじれた状態で着用しないで
ください。衝撃を分散できなくなります。

◇1本のシートベルトを2人以上で共用したり、
シートベルトと身体の間にバッグなどを挟み
込まないでください。

◇シートベルトクリップなどを使ってシートベ
ルトにたるみをつけないでください。

◇子供が着用するときは、着用状態を運転者が
確認してください。また、正しく着用できな
い体格の子供は適切なチャイルドセーフティ
シートを使用してください。

◇着用前に、シートベルトに損傷がないか確認
してください。

?警　告
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シートベルトの着用
1 プレートを持ってシートベルトをゆっくり引き
出します。シートベルトがロックして引き出せ
ないときは、シートベルトを少し戻してから、
再びゆっくり引き出します。

2 シートベルトにねじれがないことを確認し、プ
レートの先端をバックルに差し込みます。

3 腰を通るベルトが腰骨のできるだけ低い位置に
かかるようにして、ベルトにたるみがないよう
に身体に密着させます。

4 肩を通るベルトが肩の中央を通ることを確認し
ます。

シートベルトを外すときは、手でプレートを持ち、
バックルの解除ボタンを押して、シートベルトを
ゆっくり巻き取らせます。

S
シートベルト警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し、数秒後に消灯します。点灯しないときは警
告灯の異常ですので、すみやかに指定サービス工
場で点検を受けてください。

シートベルト警告音
運転席の乗員がシートベルトを着用せずにエンジ
ンスイッチを2の位置にするかエンジンを始動す
ると、警告音が数秒間鳴り、シートベルトの着用
を促します。

走行中のシートベルト警告
運転席または助手席の乗員がシートベルトを着用
しないまま走行を開始して速度が約25km/h以上
になるか、走行中にシートベルトを外したときは、
シートベルト警告灯が点滅して、断続的な警告音
も鳴ります。
そのままの状態で約60秒間走行するか、または停
車したときは、警告灯は点灯に変わり、警告音も
鳴り止みますが、シートベルトを着用しないまま
再び走行を始めて速度が約25km/h以上になると、
この警告は繰り返し行なわれます。

シートベルト

プレート プレート 

バックル バックル 

解除ボタン 解除ボタン 
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知　識

助手席に重い荷物などを積んでいると、エンジン
がかかっているときにシートベルト警告が行なわ
れることがあります。
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フロントシートベルトの高さ調整
シートベルトが首にかかったり、肩から外れたり
しないように高さを調整します。
高さは4段階に調整できます。
上げるときは、アンカー部を持ちそのまま押し上
げます。
下げるときは、解除ボタンを押したまま下げます。
調整後は確実にロックしていることを確認してく
ださい。

シートベルトテンショナー
シートベルトテンショナーは、車の前後方向から
大きな衝撃を受けたときにシートベルトを引き込
み、シートベルトの効果を高める装置です。
また、車が横転したときもシートベルトテンショ
ナーは作動することがあります。
フロントのシートベルトテンショナーは、シート
ベルトがバックルに差し込まれているときに作動
します。
助手席には乗員検知機能を装備しており、助手席
に乗員がいないと判断したときは助手席のシート
ベルトテンショナーは作動しないことがあります。

ベルトフォースリミッター
ベルトフォースリミッターはシートベルトに一定
以上の荷重がかかったときに作動し、乗員の胸に
かかる力を軽減します。

シートベルト

アンカー アンカー 

解除ボタン 解除ボタン 
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シートベルト

注　意 !
・シートベルトテンショナーが作動すると、シ
ートベルトに強く締め付けられることがあり
ます。

・シートベルトが強く締め付けられている状態で
シートベルトを外すときは、シートベルトのプ
レートを確実につかみながらバックルの解除ボ
タンを押してください。シートベルトの張力に
より、解除したプレートが跳ね返り、けがをす
るおそれがあります。

・バックル部分に作動の妨げになるようなものが
ないことを確認してください。

・作動したシートベルトテンショナーは、必ず指
定サービス工場で新品と交換してください。

知　識

・シートベルトテンショナーの作動時にわずかな
がら白煙が発生することがありますが、火災の
心配はありません。
また、ぜんそくなどの呼吸疾患のある方は一時
的に呼吸障害を起こすおそれがありますので、
安全を確認のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ
インドウを開き換気を行なってください。
・シートベルトテンショナーの作動時に爆発音が
聞こえますが、通常では聴力への影響はありま
せん。

・シートベルトテンショナーが作動すると、エア
バッグシステム警告灯が点灯します。

・助手席に重い荷物などを積んで、シートベルト
をバックルに差し込んでいるときは、助手席シ
ートベルトテンショナーが作動することがあり
ます。

・ドアロックスイッチや車速感応ドアロックなど
により車が施錠されていても、シートベルトテ
ンショナーやエアバッグが作動すると、ドアは
自動的に解錠されます。

・未作動のシートベルトテンショナーを廃棄する
ときは、廃棄専用の処置が必要です。指定サー
ビス工場、または専門業者に依頼してください。
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エアバッグの収納場所

運転席エアバッグ
ステアリングのパッド部

助手席エアバッグ
助手席ダッシュボードパネル部

フロントサイドバッグ
運転席 / 助手席シートのバックレスト側面

リアサイドバッグ
左右のリアドアの内張り部

ウインドウバッグ
フロントピラーからリアピラー間のルーフライニ
ング部

SRSエアバッグ

知　識

SRSはSupplemental Restraint System（乗
員保護補助装置）の略です。

SRSエアバッグ

運転席エアバッグ運転席エアバッグ

助手席エアバッグ助手席エアバッグ助手席エアバッグ

運転席エアバッグ

フロントサイドバッグフロントサイドバッグ
リアサイドバッグリアサイドバッグリアサイドバッグ

フロントサイドバッグ

ウインドウバッグウインドウバッグウインドウバッグ

左ハンドル車
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エアバッグの作動
エアバッグは、シートベルトの効果を補助する装
置です。
エアバッグの効果を発揮させるためには、シート
ベルトの正しい着用が条件となります。
衝突時のように車が強い衝撃を受けると、収納さ
れているエアバッグが瞬時にふくらんで乗員の前
面や周囲にエアクッションを作り、乗員への衝撃
を分散・軽減します。
衝撃を受ける状況によって、作動するエアバッグ
が異なります。

運転席 / 助手席エアバッグ
前方からの強い衝撃を受けると作動し、乗員の頭
部や胸部への衝撃を分散・軽減します。
運転席 / 助手席エアバッグは、シートベルトを着
用しているときに作動します。
ただし、衝撃の強さにより、シートベルトを着用
していないときも作動することがあります。
助手席には乗員検知機能を装備しており、助手席
に乗員がいないと判断したときは助手席エアバッ
グは作動しません。

フロント / リアサイドバッグ
横方向からの強い衝撃を受けると、衝撃を受けた
側のサイドバッグが作動し、上体への衝撃を軽減
します。
助手席には乗員検知機能を装備しており、助手席
に乗員がいないと判断したときは助手席側のフロ
ントサイドバッグは作動しません。

ウインドウバッグ
横方向からの強い衝撃を受けると、衝撃を受けた
側のウインドウバッグが作動し、頭部などへの衝
撃を軽減します。
また、車が横転したときもウインドウバッグは作
動します。



SRSエアバッグ
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F
エアバッグシステム警告灯
エンジンスイッチを1の位置にすると数秒

間点灯します。また、2の位置にすると点灯し、
エンジン始動後に消灯します。
点灯しないときや点灯後に消灯しないとき、走行
中に点灯したときはエアバッグシステムやシート
ベルトテンショナー、助手席乗員検知機能 / チャ
イルドセーフティシート検知システム＊の故障で
す。ただちに指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

・エンジン始動後もエアバッグシステム警告灯が
点灯するときは、事故などの衝撃があってもエ
アバッグやシートベルトテンショナーが作動し
ないことがあります。また、不意に作動するこ
ともあります。すみやかに指定サービス工場で
点検を受けてください。

・運転席シートは正しい位置に調整し、助手席
シートはできるだけ後部に動かし、エアバッグ
との間隔を確保してください。間隔が狭すぎる
と、エアバッグが作動する衝撃でけがをするお
それがあります。

・運転中はステアリングのパッド部を持ったり、
身体をステアリングやダッシュボードにのせな
いでください。

?警　告

・ウインドウやピラーの周囲にアクセサリーなど
を取り付けないでください。

・アシストグリップやコートフックに固い物や鋭
利な物をかけないでください。

・ステアリングのパッド部やエアバッグ収納部
に、バッジ、ステッカー、リモコンなどを貼付し
たり、市販のカップホルダーやアクセサリーな
どを取り付けないでください。

・フロントシートにカバーをするときは、必ずフ
ロントサイドバッグ用のスリットが入った専用
のシートカバーを使用してください。市販のカ
バーを使用すると、フロントサイドバッグの作
動が妨げられるおそれがあります。

・エアバッグ収納部やその近くに物を置かないで
ください。

・膝の上に物を抱えるなど、エアバッグと乗員
との間に物を置かないでください。

・ルームミラーに市販のワイドミラーなどを取り
付けないでください。

・ドアなどの内張りに寄りかからないでください。
・衣服のポケットなどに重い物や鋭利な物を入れ
ないでください。



SRSエアバッグ
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注　意 !
・エアバッグは高温のガスによりふくらむため、
すり傷や火傷、打撲などをすることがあります。

・エアバッグの作動後はエアバッグや関連部品に
身体を触れないでください。部品が熱くなって
おり、火傷をするおそれがあります。

・エアバッグが作動した後は、必ず指定サービス
工場で新品と交換してください。

・エアバッグを取り外したり、関連部品や配線な
どを改造しないでください。誤作動でけがをし
たり、正しく作動しなくなります。

・エアバッグが作動すると、エアバッグシステム
警告灯が点灯します。

・エアバッグが作動すると、非常点滅灯が自動
的に点滅します。自動的に点滅した非常点滅
灯を解除するときは、非常点滅灯スイッチを
押します。

・エアバッグの作動時にわずかながら白煙が発生
することがありますが、火災の心配はありま
せん。
また、ぜんそくなどの呼吸疾患のある方は一時
的に呼吸障害を起こすおそれがありますので、
安全を確認のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ
インドウを開き換気を行なってください。

・エアバッグの作動時に爆発音が聞こえますが、
通常では聴力への影響はありません。

・ボディの部位によって受けた衝撃を吸収する度
合いが異なるので、損傷の大きさとエアバッグ
の作動は必ずしも一致しません。

・未作動のエアバッグを廃棄するときは、廃棄専
用の処置が必要です。指定サービス工場、また
は専門業者に依頼してください。

知　識

・車の前方からの衝撃が弱いときはシートベルト
テンショナーだけが作動し、エアバッグは作動
しないことがあります。

・助手席に重い荷物などを積んで、シートベルト
をバックルに差し込んでいるときは、助手席エ
アバッグが作動することがあります。

・運転席 / 助手席エアバッグおよびフロント /
リアサイドバッグは、車が横転したときに作動
することがあります。

・ドアロックスイッチや車速感応ドアロックなど
により車が施錠されていても、エアバッグや
シートベルトテンショナーが作動すると、ドア
は自動的に解錠されます。

安
全
の
た
め
に

運
転
す
る

前
に

運
転
す
る

と
き

快
適
・

室
内
装
備

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

安
全
装
備

こ
ん
な
と
き
は

点
検
と
整
備



[2-12]

SRSエアバッグ

運転席 / 助手席エアバッグが作動するとき

いずれかのエアバッグが作動する場合があるとき

サイドバッグ / ウインドウバッグが作動するとき

約30° 

作動範囲 

約30° 

　固いコンクリートの壁 
　などに正面衝突したとき 
 

約30° 

作動範囲 

約30° 

正面衝突など車の前方左右 
約30度以内の方向から強 
い衝撃を受けたとき 
 

正面衝突など車の前方左右 
約30度以内の方向から強 
い衝撃を受けたとき 
 

　固いコンクリートの壁 
　などに正面衝突したとき 
 

後ろから衝突されたとき 
 

客室部分に横方向から強い衝撃を受けたとき 客室部分に横方向から強い衝撃を受けたとき 

 
 

横転したとき 

 

横転したとき　 横転したとき 
　 

深い穴や溝に落ちたとき 
 

中央分離帯や縁石などに 
衝突したとき 
 

中央分離帯や縁石などに 
衝突したとき 
 

深い穴や溝に落ちたとき 
 

床下に強い衝撃を 
受けたとき 
 

床下に強い衝撃を 
受けたとき 
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SRSエアバッグ

運転席 / 助手席エアバッグが作動しないとき

運転席 / 助手席エアバッグが作動しない場合があるとき

後ろから衝突されたとき 
 
後ろから衝突されたとき 
 

横方向から衝突されたとき 横方向から衝突されたとき 

立木や電柱への衝突のとき 
 

トラックの下に潜り込ん 
だとき 
 

斜め前方への衝突のとき 立木や電柱への衝突のとき 
 

トラックの下に潜り込ん 
だとき 
 

斜め前方への衝突のとき 

サイドバッグ / ウインドウバッグが作動しない場合があるとき

客室以外の側面に衝撃を受けたとき 客室以外の側面に衝撃を受けたとき  斜め方向から衝撃を受けたとき 
 
 斜め方向から衝撃を受けたとき 
 

安
全
の
た
め
に

運
転
す
る

前
に

運
転
す
る

と
き

快
適
・

室
内
装
備

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

安
全
装
備

こ
ん
な
と
き
は

点
検
と
整
備



シートベルトは身長150cm以上の人が使用する
ことを前提にしています。シートベルトが正しく
着用できない体格の子供などは、適切なチャイル
ドセーフティシートを使用してください。
チャイルドセーフティシートの取り扱いや取り付
け方法については、製品に添付されている「取扱
説明書」をお読みください。
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チャイルドセーフティシート

・6歳未満の子供を乗せるときは、チャイルドセ
ーフティシートを使用することが法律で義務付
けられています。
・6歳以上の子供でも、シートベルトが正しく着
用できない子供は、チャイルドセーフティシー
トを使用してください。
・身長150cm未満の子供はチャイルドセーフテ
ィシートを使用して確実に身体を固定してくだ
さい。
・チャイルドセーフティシートを使用しないと、
急ブレーキ時や衝突時などに身体を車内に激し
くぶつけたり、車外に放り出されて致命的なけ
がをするおそれがあります。

?警　告

チャイルドセーフティシート ・子供の体格に適合したチャイルドセーフティシ
ートを使用し、子供を正しい姿勢で座らせ、身
体をシートベルトで確実に固定してください。
・シートベルトが正しく着用できない体格の子供
が、そのままシートベルトを着用すると、首を
締め付けたり、腹部を強く圧迫したりして致命
的なけがをするおそれがあります。
・チャイルドセーフティシートは、後席に装着し
てください。
・やむを得ず助手席に装着するときは、前向きに
装着し、助手席シートの位置をもっとも後ろに
下げてください。
・後向きに装着するタイプのチャイルドセーフテ
ィシートは助手席に装着しないでください。ま
た、タイプにかかわらずチャイルドセーフティ
シートを後向きに装着しないでください。エア
バッグが作動する衝撃で致命的なけがをするお
それがあります。
・チャイルドセーフティシートが損傷していると
きは新品と交換してください。大きな衝撃を受
けたり、損傷したものは子供を保護できません。
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純正チャイルドセーフティシート
ダイムラー・クライスラー社の純正チャイルドセー
フティシートには、チャイルドセーフティシート検
知システム装備車の助手席に装着すると、助手席エ
アバッグの作動を解除する、センサー付きシート
（ベビーセーフ、デュオ、キッド）があります。

純正チャイルドセーフティシートには、以下のタ
イプがあります。詳しくは指定サービス工場にお
たずねください。

選択の目安

※ チャイルドセーフティシートの種類や名称は予
告なく変更されることがあります。詳しくは販
売店におたずねください。

チャイルドセーフティシート

・チャイルドセーフティシートを使用しないとき
は、車から取り外すか、確実にシートに装着し
てください。急ブレーキ時などに、チャイルド
セーフティシートが放り出されて乗員がけがを
するおそれがあります。
・チャイルドセーフティシートの下にクッション
などを置かないでください。チャイルドセーフ
ティシートが確実に装着されないおそれがあり
ます。
・チャイルドセーフティシートは直射日光に当て
ないでください。炎天下では車内に置いたチャ
イルドセーフティシートが高温になり、子供が
火傷をするおそれがあります。
・子供だけを車内に残して車から離れないでくだ
さい。運転装置に触れてけがをしたり、事故の
原因になることがあります。また、炎天下では
車内が高温になり、熱中症を起こすおそれがあ
ります。

?警　告

注　意 !
分割可倒式リアシート＊にチャイルドセーフティ
シートを装着するときは、バックレストを起こし
て、シートクッションとバックレストを確実にロッ
クしてください。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

体　重 年　齢

10kg以下 生後9ヵ月位まで

9～18kg 生後8ヵ月～4歳位

15～36kg 4歳～12歳位

ベビーセーフ

デュオ

キッド

シート名
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チャイルドセーフティシート検知システム＊
(E 55 AMG)
助手席シートの座面に検知システムが装備されて
おり、センサー付き純正チャイルドセーフティシ
ートとの間で自動的に信号の発信 / 受信を行ない、
チャイルドセーフティシートの有無を判断し、助
手席エアバッグの機能を解除するシステムです。
助手席エアバッグの機能が解除されると、助手席
エアバッグオフ表示灯が点灯します。
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チャイルドセーフティシート

チャイルドセーフティシート検知システム非装備
車にセンサー付き純正チャイルドセーフティシー
トを装着したとき、助手席エアバッグオフ表示灯
が点灯することがありますが、助手席エアバッグ
の機能は解除されません。
必ず以下の点に注意してください。
・純正チャイルドセーフティシートであっても、
必ず後席に装着してください。
・やむを得ず助手席に装着するときは、必ず前向
きに装着し、助手席シートの位置をもっとも後
ろに下げてください。
・後向きに装着するタイプの純正チャイルドセー
フティシートは助手席に装着しないでくださ
い。エアバッグが作動する衝撃で致命的なけが
をするおそれがあります。

?警　告

注　意 !
助手席のシート座面とセンサー付き純正チャイル
ドセーフティシートの間に物を入れないでくださ
い。チャイルドセーフティシートを検知できなく
なるおそれがあります。

知　識

・センサー付き純正チャイルドセーフティシート
を助手席に装着して、助手席エアバッグオフ表
示灯が点灯しても、サイドバッグ、ウインドウ
バッグ、シートベルトテンショナーの機能は解
除されません。
・純正チャイルドセーフティシートには、チャイ
ルドセーフティシート検知システムに対応して
いないタイプがあります。詳しくは販売店にお
たずねください。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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チャイルドセーフティシート

助手席エアバッグオフ表示灯（E 55 AMG）
センサー付き純正チャイルドセーフティシートを
助手席に装着しているときにエンジンスイッチを
1か2の位置にすると、助手席エアバッグオフ表示
灯が点灯し、助手席エアバッグの機能が解除され
ます。
点灯しないときは、チャイルドセーフティシート
検知システムが故障しています。助手席でチャイ
ルドセーフティシートを使用せずに、すみやかに
指定サービス工場で点検を受けてください。

※スイッチ類のデザインや文字表記が実際の車両
と異なることがあります。

注　意 !
センサー付き純正チャイルドセーフティシートを
助手席に装着していないときは、エンジンスイッ
チを1か2の位置にすると、助手席エアバッグオ
フ表示灯が点灯し、数秒後に消灯します。
点灯しないときや点灯後に消灯しないときは、シ
ステムの故障です。すみやかに指定サービス工場
で点検を受けてください。

助手席エアバッグオフ表示灯助手席エアバッグオフ表示灯助手席エアバッグオフ表示灯
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センサー付き純正チャイルドセーフティシートを
装着するときは、以下の点に注意して正しく使用
してください。
・チャイルドセーフティシート検知システム非装
備車の場合（E 55 AMG以外）
◇純正チャイルドセーフティシートは後席に装
着してください。
◇やむを得ず助手席に装着するときは、必ず前
向きに装着し、助手席シートの位置をもっと
も後ろに下げてください。
◇後向きに装着するタイプの純正チャイルドセ
ーフティシートは助手席に装着しないでくだ
さい。エアバッグが作動する衝撃で致命的な
けがをするおそれがあります。
◇チャイルドセーフティシート検知システム非
装備車にセンサー付き純正チャイルドセーフ
ティシートを装着したとき、助手席エアバッ
グオフ表示灯が点灯することがありますが、
助手席エアバッグの機能は解除されていませ
ん。純正チャイルドセーフティシートは後席
に装着してください。

?警　告

チャイルドセーフティシート

・チャイルドセーフティシート検知システム装備
車の場合（E 55 AMG）
◇センサー付き純正チャイルドセーフティシー
トを助手席に装着したときは、必ず助手席エ
アバッグオフ表示灯が点灯することを確認し
てください。
◇助手席エアバッグオフ表示灯が点灯しないと
きは、助手席エアバッグの機能は解除されて
いません。純正チャイルドセーフティシート
は後席に装着してください。また、すみやか
に指定サービス工場で点検を受けてください。
◇センサーが付いていないタイプの純正チャイ
ルドセーフティシートは後席に装着してくだ
さい。やむを得ず助手席に装着するときは、
必ず前向きに装着し、助手席シートの位置を
もっとも後ろに下げてください。
◇助手席のシート座面に、電源の入ったパソコ
ンや携帯電話などの電子機器、または磁気カ
ードやICカードなどを置かないでください。
チャイルドセーフティシート検知システムが
誤作動して、事故のときに助手席エアバッグ
が作動しないおそれがあります。
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チャイルドセーフティシート

ISO-FIX対応チャイルドセーフティシート固定装置
後席の左右に、ISO-FIX対応チャイルドセーフテ
ィシート用の固定装置を装備しています。

チャイルドセーフティシートを装着する
1 シートクッション後端のカバーを開きます。
2 固定装置にチャイルドセーフティシートを装着
します。

・この固定装置は、体重22kg以下の子供を乗せ
るときに使用してください。

・チャイルドセーフティシートは、必ず製品の
取扱説明書の指示に従い、左右の固定装置に
装着してください。装着のしかたを誤ると、
事故のとき、十分な効果が得られなかったり、
チャイルドセーフティシートが外れるおそれ
があります。

・チャイルドセーフティシートや固定装置が事故
で損傷したり強い負荷を受けた場合は、指定サ
ービス工場で新品に交換してください。

?警　告

カバーカバーカバー

固定装置固定装置固定装置

注　意 !
チャイルドセーフティシートを取り付けるとき
は、後席中央のシートベルトを挟み込まないよう
に注意してください。
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3. 運転する前に



リモコン機能付きのキーが2本付属しています。
また、それぞれのキーにはエマージェンシーキー
を収納しています。
2つのキーを見わけるためキーのストッパーの色
がそれぞれ異なります。

エンジンの始動および車の解錠 / 施錠に使用しま
す。リモコン機能では、以下の操作をすることが
できます。
・ドア、トランク、燃料給油フラップの解錠 / 施錠
・トランクを開く
・ドアウインドウとスライディングルーフ＊の開閉

?警　告
キーに重い物や必要以上に大きなキーホルダーな
どを取り付けないでください。走行中にキーホル
ダー自体の重みでキーがまわったり、キーが抜け
てしまい、エンジンが停止すると、事故を起こす
おそれがあります。

注　意 !
・キーを紛失したときは、盗難や事故を防ぐため、
ただちに指定サービス工場に連絡してください。

・キーを強い電磁波にさらすと、リモコンに障害
が発生するおそれがあります。

・キーは強い衝撃や水から避けてください。故障
の原因になります。

・キーの先端部を汚したり覆ったりしないでくだ
さい。故障や誤作動の原因になります。

知　識

新たにキーをつくる場合、従来のキーと同じ機能
を持つ“交換キー”と、メモリー機能などを持た
ない“追加キー”の2種類があります。

[3-2]

キー

施錠施錠
解錠解錠

施錠
解錠

エマージェンシーキーエマージェンシーキーエマージェンシーキー

トランクオープナートランクオープナートランクオープナー
ストッパーストッパーストッパー

発信部発信部発信部

表示灯表示灯表示灯

キー

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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キー

リモコン機能
エンジンスイッチにキーを差していないとき、ド
ア、トランク、燃料給油フラップを解錠 / 施錠で
きます。操作時に表示灯が1回点滅します。

解錠

lを押すと、ドア、トランク、燃料給油フラップ
が解錠され、非常点滅灯が1回点滅します。

施錠

mを押すと、ドア、トランク、燃料給油フラップ
が施錠され、非常点滅灯が3回点滅します。

トランクオープナー

nを押し続けると、トランクが開きます。

リモコン操作でドアウインドウとスライディング
ルーフ＊を開閉することができます。
詳しくは（3-6）をご覧ください。

注　意 !
・高圧電線や電波発信塔付近などの強電界下でリ
モコン操作を行なうと、リモコンが作動しなか
ったり、誤作動することがあります。

・リモコン操作でドアウインドウやスライディン
グルーフを閉じるときは、身体や物が挟まれな
いように注意してください。

・リモコン操作でドアウインドウを開くときは、
ウインドウに身体を寄りかけないでください。
ウインドウとドアフレームの間に身体が引き込
まれてけがをするおそれがあります。

・リモコン操作で施錠したときは、非常点滅灯が
3回点滅したこと、ドア、トランク、燃料給油
フラップが施錠されたことを確認してください。

・貴重品は絶対に車内に置いたままにしないでく
ださい。盗難のおそれがあります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



リモコン機能の設定の切り替え
リモコン操作での解錠時に、運転席ドアと燃料給
油フラップだけを解錠するように設定することも
できます。
・lとmを同時に約6秒間押し続けます。
キーの表示灯が2回点滅して、設定が切り替わ
ります。この状態では以下のように作動します。
◇lを1回押すと、運転席ドアと燃料給油フラ
ップのみが解錠されます。
◇続けて約40秒以内にlを押すと、助手席ド
ア、リアドア、トランクが解錠されます。

元の設定に戻すには、再度、lとmを同時に約
6秒間押し続けます。
キーの表示灯が2回点滅して、元の設定に戻ります。

[3-4]

知　識

・リモコン操作での解錠後約40秒以内に、以下の
いずれかの操作をしないと、再び施錠されます。
◇ドアを開く
◇トランクを開く
◇エンジンスイッチにキーを差し込む
◇ドアロックスイッチを押す

・車がバッテリーあがりを起こしたときは、リモ
コンの電池が正常でもリモコン操作での解錠 /
施錠はできません。

・リモコンの電池が消耗すると操作時に表示灯が
点灯せず、リモコン操作ができなくなりますが、
エンジンは始動できます。

・CDチェンジャーカバー（5-42）が開いている
ときにリモコン操作で施錠すると、CDチェン
ジャーカバーも閉じます。

キー
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施錠時のドアミラー格納＊
リモコン操作で施錠するときにドアミラーも併せ
て格納することができます。
格納されたドアミラーは、リモコン操作で解錠し、
フロントドアを開くと元の位置に戻ります。

この機能の設定と解除については（3-95）をご覧
ください。

ロケイターライティング
周囲が暗いときにリモコン操作で車を解錠すると、
車幅灯、フロントフォグランプ、テールランプ、
ライセンスランプが点灯します。点灯したランプ
は、運転席ドアを開いたとき、または点灯してか
ら約40秒後に消灯します。

この機能の設定と解除については（3-87）をご覧
ください。

エマージェンシーキー
キーに収納されています。
グローブボックスを施錠する（5-37）ときに使用
します。
また、リモコンが作動しないときに、運転席ドア
を解錠 / 施錠したり（3-23）、トランクを解錠す
る（3-28）ときなどに使用します。

エマージェンシーキーを使用する
ストッパーを矢印 の方向に押しながら、エマー
ジェンシーキーを矢印 の方向に抜きます。
収納するときは元の位置に差し込みます。

キー

1

2

ストッパーストッパーストッパー

エマージェンシーキーエマージェンシーキーエマージェンシーキー知　識

・ドアを開かなくても、格納されたドアミラーの
位置が少し動くことがあります。その場合は、
ドアミラー格納 / 展開スイッチ（3-50）を押
して、元の位置に戻してください。
・ドアミラー格納 / 展開スイッチでドアミラー
を格納してから施錠したときは、リモコン操
作で解錠してフロントドアを開いても、ドア
ミラーは展開しません。
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＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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キー

リモコン操作でドアウインドウとスライディング
ルーフ＊を開閉する
リモコン操作でドアウインドウとスライディング
ルーフを開閉できます。

開く
キーの発信部をフロントドアハンドルに向けて
lを押し続けます。
ドアウインドウとスライディングルーフが開きます。
lから手を放すと、作動中のドアウインドウと
スライディングルーフはその位置で止まります。

閉じる
キーの発信部をフロントドアハンドルに向けて
mを押し続けます。
ドアウインドウとスライディングルーフが閉じます。
mから手を放すと、作動中のドアウインドウと
スライディングルーフはその位置で止まります。

解錠ボタン解錠ボタン解錠ボタン解錠ボタン

施錠ボタン施錠ボタン施錠ボタン施錠ボタン

発信部発信部発信部

注　意 !
・高圧電線や電波発信塔付近などの強電界下で
リモコン操作を行なうと、リモコンが作動し
なかったり、誤作動することがあります。

・リモコン操作でドアウインドウを閉じるとき
は、開口部に異物がないことを確認してくだ
さい。

・リモコン操作でドアウインドウやスライディ
ングルーフを閉じているときに身体などが挟ま
れそうになったときは、ただちにmから手を
放し、lを押し続けて、ドアウインドウとス
ライディングルーフを開いてください。

・リモコン操作でドアウインドウを開くときは、
ドアウインドウに身体を寄りかけないでくだ
さい。ドアウインドウとドアフレームの間に
身体が引き込まれてけがをするおそれがあり
ます。

・リモコン操作で施錠したときは、車から離れる
前に、すべてのドアウインドウとスライディン
グルーフが閉じていることを確認してください。

知　識

・リモコン操作時は、キーの発信部をフロントド
アハンドルに向けて操作してください。

・エンジンスイッチにキーを差し込んでいるとき
は、リモコンでの操作はできません。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



電池の交換
リモコンの作動可能距離が短くなったり、スイッ
チを押しても作動しない場合は、電池の消耗が考
えられます。指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

電池の交換手順
1 ストッパーを矢印 の方向に押しながら、エ
マージェンシーキーを矢印 の方向に抜き取り
ます。

2 エマージェンシーキーで電池ケース脇の凹部を
押してロックを外しながら、電池ケースを矢印
の方向に引きます。知　識

リモコンのいずれかのボタンを押したときに表示
灯が1回点滅すれば電池は正常です。

[3-7]

1

2

ストッパーストッパーストッパー

エマージェンシーキーエマージェンシーキーエマージェンシーキー

表示灯表示灯表示灯

凹部凹部

電池ケース電池ケース

凹部

電池ケース

エマージェンシーキーエマージェンシーキーエマージェンシーキー
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3 電池ケースを矢印の方向へゆっくり取り出し
ます。

4 電池を外し、新しい電池と交換します。電池は
2個ともQを上にして、電極板の間に取り付け
ます。

5 電池ケースを本体の溝に合わせ、押し込んでロ
ックします。

6 エマージェンシーキーをキーに収納します。

電池の交換は指定サービス工場で行なうことをお
勧めします。

A
環境保護のため、使用済みの電池を廃棄する
ときは、新しい電池をお買い求めになった販
売店で処分をお願いしてください。

電池ケース電池ケース電池ケース

電極板電極板電極板

電池電池電池

?警　告

電池は子供の手の届かないところに保管してくだ
さい。誤って電池を飲み込むおそれがあります。
電池を飲み込んでしまったときは、ただちに医師
の診断を受けてください。

知　識

・リチウム電池（CR2025）を2個使用してい
ます。
・電池を交換するときは2個同時に交換してくだ
さい。
・電池の表面に、汚れや脂分などが付着していな
いことを確認してください。

キー
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シートの調整
エンジンスイッチが1か2の位置のとき、または調
整する側のフロントドアが開いているときに操作
できます。

・シートの高さ
矢印 の方向に操作します。

・シートの前後
矢印 の方向に操作します。
ヘッドレストの高さも連動して上下します。

・クッションの傾き
矢印 の方向に操作します。

・バックレストの傾き
矢印 の方向に操作します。

・ヘッドレストの高さ
矢印 の方向に操作して高さを調整します。
また、シートの前後調整に連動してヘッドレス
トが上下します。

3

4

2

1

5

1

2

3

4

フロントシート

フロントシート

注　意 !
・シートの調整をするときは他の乗員の身体や物
などが挟まれないように注意してください。

・シートの前後を調整したときは、ヘッドレスト
の中央が目の高さになっていることを確認して
ください。
必要に応じてヘッドレストの高さを調整してく
ださい。

左ハンドル車
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NECK PROアクティブヘッドレスト
NECK PROアクティブヘッドレストは、追突など
万一の事故のときに、フロントシートのヘッドレ
ストが前方に動くことにより、運転席と助手席の
乗員の頭部をより効果的に支持して衝撃を軽減す
るシステムです。

作動したNECK PROアクティブヘッドレストを
リセットする
事故などのときにNECK PROアクティブヘッドレ
ストが作動した場合、リセットをしないと次に後
方から衝撃を受けたときにNECK PROアクティブ
ヘッドレストが作動せず、頭部・頸部を保護する
ことができません。
このリセット作業は、指定サービス工場で行なう
ことをお勧めします。
1 ヘッドレスト上部中央にある穴に、車載のリセ
ットツールを差し込み、ロックする音が聞こえ
るまで押し下げます。

2 リセットツールを抜き、ヘッドレストを後方に
強く押し戻して確実にロックさせます。
もう一方のヘッドレストでも同様の作業を行な
ってください。

リセットツール リセットツール 
?警　告

フロントシートにカバーをするときは、必ず専用
の純正シートカバーを使用してください。市販の
カバーを使用すると、NECK PROアクティブヘッ
ドレストの作動が妨げられるおそれがあります。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

知　識

衝撃の大きさや衝撃を受けた方向によっては、
NECK PROアクティブヘッドレストが作動しな
いことがあります。

フロントシート
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ランバーサポート＊
フロントシートのバックレスト側面に、ランバー
サポートの調整レバーがあります。

サポートを増加させる
調整レバーを下方に操作します。

サポートを減少させる
調整レバーを上方に操作します。

※車種や仕様により、助手席にはランバーサポー
トがない車両があります。

調整レバー 調整レバー 

フロントシート

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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シート位置の記憶と呼び出し
シート位置をポジションスイッチに記憶させるこ
とができます。
エンジンスイッチが1か2の位置のとき、または記
憶 / 呼び出しする側のフロントドアが開いている
ときに操作できます。

シート位置を記憶させる
1 正しいシート位置に調整します。
運転席では、さらにステアリングの位置、ドア
ミラーの角度を調整します。

2 メモリースイッチを押します。
3 3秒以内にポジションスイッチ（1～3）のいず
れかを押します。そのポジションスイッチにシ
ート位置が記憶されます。

他のポジションスイッチにも同様の方法でシート
位置を記憶させることができます。何人かで運転
をするときに使い分けると便利です。

記憶させたシート位置を呼び出す
呼び出したいポジションスイッチ（1～3）を押し
続けるとシートが動きはじめ、記憶させた位置に
なると停止します。

知　識

安全のため、ポジションスイッチから手を放すと、
シートの動きが停止します。

注　意 !
バックレストを大きく後ろに傾けた位置にしてい
るときは、記憶位置を呼び出す前に、バックレス
トを起こしてください。

[3-12]

メモリースイッチ メモリースイッチ 

ポジションスイッチ ポジションスイッチ 

フロントシートのメモリー機能

フロントシートのメモリー機能

左ハンドル車
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身体を正しく支えるようにシートの位置や形状を
調整します。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに調整、使
用できます。
操作スイッチは運転席 / 助手席のシート下部にあ
ります。

ランバーサポートを調整する
腰部のサポートを調整することができます。
1 スイッチ の'または(を押して、サポー
トの位置を調整します。

2 2または3を押して、サポートの強さを調
整します。

シートクッション前部の形状を調整する
スイッチ の2または3を押します。

バックレストのサイドサポートを調整する
スイッチ を左右に操作します。
背中のサポートが増減します。

マッサージ機能
バックレストのエアクッションが膨張と収縮を繰
り返し、長時間走行などの疲労を軽減します。
マッサージ機能は約5分後に自動的に停止します。

マッサージ機能を使用する

スイッチ を押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

マッサージ機能を停止する

再度スイッチ を押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

マルチコントロールシートバック

1

3

5

4

2 

マルチコントロールシートバック＊

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



ドライビングダイナミックシート機能
カーブを曲がるときなどに、バックレストのサイ
ドサポートを自動的に増加させ、身体を効果的に
支える機能です。

ドライビングダイナミックシートを使用する

スイッチ を押します。
スイッチの表示灯が点灯します。
運転席側のスイッチを押したときは、マルチファ
ンクションディスプレイに "ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ｼｰﾄ
ｵﾝ" と表示されます。

ドライビングダイナミックシートを停止する

再度スイッチ を押します。
スイッチの表示灯が消灯します。
運転席側のスイッチを押したときは、マルチファ
ンクションディスプレイに "ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ｼｰﾄ
ｵﾌ" と表示されます。

ドライビングダイナミックシート機能のサポート
レベルを設定することができます。
この機能の設定については(3-97、98)をご覧くだ
さい。

※マルチファンクションディスプレイの表示は予
告なく変更されることがあります。
※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

[3-14]

知　識

・スイッチを押しても調整できないときは、バッ
クレストのエアタンクの圧力が低下していま
す。エンジンを始動してから再度調整してくだ
さい。

・ポジションスイッチ（3-12）を押して、記憶
させたシート位置を呼び出したときは、マッサ
ージ機能が停止することがあります。

・ドライビングダイナミックシートスイッチを押
したとき、サイドサポートがわずかに動く場合
があります。
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スイッチはセンターコンソールにあります。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに使用でき
ます。

シートヒーターを使用する
スイッチの上側を押すたびに、シートヒーターが
強・中・弱・停止の順に切り替わります。
強のときは表示灯が3つ点灯します。
中のときは表示灯が2つ点灯します。
弱のときは表示灯が1つ点灯します。
停止のときは表示灯が消灯します。

 

表示灯 表示灯 

シートヒータースイッチ シートヒータースイッチ 

知　識

・シートヒーターを強にすると、以下のように作
動が切り替わります。
◇強にしてから約5分後に自動的に中に切り替
わります。

◇中になってから約10分後に自動的に弱に切
り替わります。

◇弱になってから約20分後に自動的に停止し
ます。

・多くの電気装備を使用していたりバッテリーの
電圧が低くなると、シートヒーターが停止する
ことがあります。このときは表示灯が点滅しま
す。電圧が回復すると、再び自動的に作動し、
表示灯が点灯します。

注　意 !
・コートや厚手の衣服などを着用している状態
や、毛布などの保温性の高いものをシートにか
けた状態でシートヒーターを使用したり、シー
トヒーターを連続して使用すると、シートヒー
ターが故障したり、異常過熱により低温火傷
（紅斑、水ぶくれ）をするおそれがあります。
・以下の事項に該当する方は、熱すぎたり、低温
火傷をするおそれがありますので、十分に注意
してください。
◇乳幼児、お年寄り、病人、体が不自由な方
◇皮膚の弱い方
◇疲労の激しい方
◇眠気をさそう薬を服用された方
◇飲酒した方

・シートに凸部のある重量物を置かないでくださ
い。故障の原因になります。

シートヒーター

シートヒーター＊

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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分割可倒式リアシート

リアシートのバックレストの左右いずれか一方、
または両方を倒すことができます。

リアシートを倒す
1 リアシートクッション下にあるリリースハンド
ルを引くとロックが解除され、クッションが少
し持ち上がります。

2 クッションの後部を持ち、クッションを前方に
引き起こします。

3 トランク内にあるリリースハンドルを手前に引
いてロックを解除します。ロックが解除される
と、リアヘッドレストが後方に倒れます。

4 バックレストを前方に倒します。

リリースハンドルリリースハンドルリリースハンドル

クッションクッションクッション

バックレストバックレストバックレスト

分割可倒式リアシート＊

リリースハンドルリリースハンドルリリースハンドル

注　意 !
・バックレストを前方に倒す前に、必ずクッショ
ンを前方に引き起こしてください。シートを損
傷するおそれがあります。

・バックレストのロックを解除すると、助手席の
シート位置によっては、助手席シートが前方に
動きだします。動いているシートに身体が挟ま
れないように注意してください。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



[3-17]

リアシートを元の位置に戻す
1 バックレストを元の位置に戻し確実にロックさ
せます。ロックするとピッという音が鳴ります。

2 クッションを後方に倒し、確実にロックさせます。

3 リアヘッドレストを起こし、ロックさせます。

バックレストバックレストバックレスト

クッションクッションクッション

分割可倒式リアシート

注　意 !
・バックレストは必ずピッという音がするまで確
実にロックしてください。バックレストがロッ
クされていないと、エンジンスイッチを1か2
の位置にしたとき、マルチファンクションディ
スプレイに警告メッセージが表示されます。

・走行する前に、シートクッションが確実にロッ
クされていることを確認してください。ロック
されていないときは、シートクッションを強め
に下げてロックしてください。
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[3-18]

リアシートクッションの取り外し / 取り付け
左右のいずれか一方、または両方を取り外すこと
ができます。

取り外す
1 クッションを前方に引き起こします(3-16)。
2 クッションのハンドルを引いて取り付け部のロ
ックを外し、クッションを上方に取り外します。

取り付ける
1 リアシートクッションのハンドルのロック部を、
クッション取り付け部に合わせてロックします。

2 クッションを後方に倒してロックさせます。

分割可倒式リアシート

注　意 !
・クッション取り付け部の位置は動かさないでく
ださい。取り付け部を動かすとシートを損傷す
るおそれがあります。

・リアシートクッションを取り付けるときは、ク
ッションが確実にロックされていることを確認
してください。

クッションクッション
取り付け部取り付け部
クッション
取り付け部

クッションクッション
取り付け部取り付け部
クッション
取り付け部

ハンドルハンドルハンドル

リアシートクッションを
取り付けたり、取り外
したりするときは、リン
ケージやヒンジ(図中の×
印のところなど)に手をか
けないでください。手を
挟まれて、けがをするお
それがあります。

?警　告

ハンドルのハンドルの
ロック部ロック部
ハンドルの
ロック部

クッションクッション
取り付け部取り付け部
クッション
取り付け部
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ヘッドレストの格納
エンジンスイッチが1か2の位置のときに操作でき
ます。
ヘッドレスト格納スイッチを押すとヘッドレスト
が格納されます。
元の位置に戻すときは、ヘッドレストを手で引き
起こしてロックさせます。 角度の調整

ヘッドレストの下側を押して / 引いて調整します。

リアシートヘッドレスト

リアシートヘッドレスト

 

ヘッドレスト格納スイッチ ヘッドレスト格納スイッチ 

後席に乗車するときは、必ずヘッドレストを起こ
してください。衝突時に重大なけがをするおそれ
があります。

?警　告

知　識

空気圧によりヘッドレストを格納するため、左右
と中央のヘッドレストは同時に格納されないこと
があります。



リアヘッドレストの取り外し / 取り付け＊

取り外す
1 バックレストを少し前方に倒した状態で(3-
16)、ヘッドレストを前方に押してロックさせ
ます。

2 ロック解除ボタンを押し、ヘッドレストを取り
外します。

取り付ける
1 バックレストを少し前方に倒した状態で、リア
ヘッドレストを取り付けます。

2 バックレストを確実にロックさせます。

[3-20]

リアシートヘッドレスト

知　識

・リアヘッドレストを取り付けるときは、左右と
中央のヘッドレストを間違えないように注意し
てください。中央のリアヘッドレストの支柱の
先端には、アルファベットの "M" が打刻され
ています。

・リアヘッドレストの取り付け部が下がっている
と、ヘッドレストを正しく取り付けることがで
きません。このときは開口部に指を入れ、取り
付け部をロックするまで引き上げてください。
開口部に指を入れるときは、手袋を着用するな
ど、けがをしないように注意してください。

ロック解除ボタン ロック解除ボタン 

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



車内から開閉する
開く　：ドアレバーを矢印の方向に引きます。
閉じる：インナーグリップをもって確実に閉じ

ます。

[3-21]

ドアレバードアレバー

インナーグリップインナーグリップ

ドアレバー

インナーグリップ

?警　告

ドアは確実に閉じてください。ドアの閉じかた
が不完全（半ドア）な場合、走行中にドアが開
くおそれがあります。
ドアを開くときは、周囲の安全を十分確認して
ください。
同乗者がドアを開くときは、危険がないことを
運転者が確認してください。

注　意 !
ドアを閉じるときは、身体や物を挟まないように
注意してください。車の周りに子供がいるときは、
特に注意してください。

知　識

助手席のドアとリアドアは、開いているときに
ロックノブを押し込んでから閉じると施錠され
ます。
ドアが確実に閉じていない状態で走行すると、
マルチファンクションディスプレイに警告メッ
セージが表示されます（9-24）。
ドアロックスイッチや車速感応ドアロックなど
により車が施錠されていても、シートベルト
テンショナーやエアバッグが作動すると、ドア
は自動的に解錠されます。

ドア

ドア

左ハンドル車
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イージーエントリー機能
運転席への乗り降りを容易にするため、次のいず
れかの操作をすると、ステアリングが上方に移動
します。
エンジンスイッチからキーを抜く
エンジンスイッチが0か1の位置のときに運転席
ドアを開く

ステアリングは、ドアを閉じて次のいずれかの操
作をすると、元の位置に戻ります。
エンジンスイッチにキーを差す
エンジンスイッチが0の位置のときは1の位置に
する
エンジンスイッチが1の位置のときは2の位置に
する

この機能の設定と解除については(3-94)をご覧く
ださい。

ドアごとに解錠 / 施錠する
解錠する：ドアレバーを矢印の方向に軽く引き

ます。
ドアレバーをいっぱいに引いたときは、
ドアも開きます。

施錠する：ロックノブを矢印の方向に押し込み
ます。

注　意 !
施錠後は、ロックノブが完全に下がっているこ
とを確認してください。
ロックノブが完全に下がっていないドアがある
ときは、そのドアをいったん開き、再度閉じて
から施錠してください。

[3-22]

ドアレバードアレバー

ロックノブロックノブ

ドアレバー

ロックノブ

ドア

左ハンドル車

知　識

イージーエントリーの作動を停止するときは、
ステアリング調整レバーかシートポジションス
イッチを操作してください。

ステアリングの位置によっては、ステアリング
が上方に移動しないことがあります。
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車外から開閉する
開く　：ドアハンドルを引きます。
閉じる：ドアハンドルをもって確実に閉じます。

エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠 / 施錠
する
リモコン操作ができないときは、運転席のドアハ
ンドルのキーシリンダーにエマージェンシーキー
を差し込み、解錠 / 施錠することができます。

解錠する：前方にまわします。
施錠する：後方にまわします。

解錠 施錠 解錠 施錠 

ドア

知　識

助手席のドアにはキーシリンダーはありません。

注　意 !
・リモコン操作で施錠した後に、エマージェン
シーキーで運転席ドアを解錠して開くと、盗
難防止警報システムが作動します。警報を止
めるには、キーをエンジンスイッチに差し込
むか、キーのlかmを押します。

・エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠 / 施
錠しても、他のドア、トランク、燃料給油フラ
ップは解錠 / 施錠されません。

右ハンドル車

解錠 施錠 解錠 施錠 

左ハンドル車
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[3-24]

ドア

ドアロックスイッチ
車外から、すべてのドアとトランクをスイッチ操
作で解錠 / 施錠することができます。

解錠する：スイッチの上側を押します。
施錠する：スイッチの下側を押します。

次のような場合はドアロックスイッチで解錠 / 施
錠することはできません。
・リモコン操作で施錠しているとき
・助手席ドアが開いているとき

 

施錠 施錠 施錠 

解錠 解錠 注　意 !
ドアのロックノブが下がっていても、車内のドア
レバーを引くとドアは開きます。子供を乗せたと
きは特に注意してください。

知　識

・ドアロックスイッチで施錠してあるとき、車内
からフロントドアを開くと、他のドア、トラン
クも解錠されます。

・ドアロックスイッチで施錠しても、燃料給油フ
ラップは施錠されません。

・運転席ドアが開いているときにドアロックスイ
ッチを操作すると、運転席ドア以外のドアとト
ランクが解錠 / 施錠されます。

※ 車種や仕様により、ドアロックスイッチの施錠位置と解
錠位置が逆の場合があります。



[3-25]

ドア

車速感応ドアロック
速度が約15km/h以上になると、ドアとトランク
を自動的に施錠する機能です。

この機能の設定と解除については（3-92）をご覧
ください。

チャイルドプルーフロック（リアドア）
リアドアの車内のドアレバーを引いてもリアドア
を開くことができなくなります。
子供を乗せるときに使用してください。

チャイルドプルーフロックを設定する
チャイルドプルーフロックレバーを設定側（上）
にします。
車内のドアレバーを引いて、ドアが開かないこと
を確認してください。

チャイルドプルーフロックを解除する
チャイルドプルーフロックレバーを解除側（下）
にします。

チャイルドプルーフ 
ロックレバー 
チャイルドプルーフ 
ロックレバー 

設定 設定 
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注　意 !
・車速感応ドアロックを設定した状態で、車を押
したり、タイヤ交換などで車を持ち上げるとき
は、エンジンスイッチを0の位置にしてくださ
い。タイヤが回転すると施錠され、車外に閉め
出されるおそれがあります。

・車速感応ドアロックで施錠されたドアをドアロ
ックスイッチで解錠すると、ドアを開くかエン
ジンを再始動するまで、車速感応ドアロックは
作動しません。

知　識

車速感応ドアロックにより車が施錠されていて
も、エアバッグやシートベルトテンショナーが作
動すると自動的に解錠されます。
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トランク

トランクを開く
ハンドルを手前に引きます。
トランクが開きます。

トランクを閉じる
トランク内側の凹部に手をかけてトランクを引き
下げ、次に外側からトランクを軽く押さえます。

ハンドルハンドルハンドル

凹部 凹部 

トランク

注　意 !
・トランクが確実に閉じていることを確認してく
ださい。

・トランクが開いているときにリモコン操作で施
錠し、トランクを閉じるとトランクは施錠され
ます。キーの閉じ込みに注意してください。

知　識

トランクを開いた状態で走行すると、マルチファ
ンクションディスプレイに警告メッセージが表示
されます。
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トランク

トランクオープナースイッチ
運転席ドアにあるトランクオープナースイッチで
車内からトランクを開くことができます。

トランクオープナースイッチでトランクを開く
スイッチを引きます。
トランクが開いているときはスイッチの表示灯が
点灯します。トランクを閉じると表示灯も消灯し
ます。

表示灯 表示灯 注　意 !
・トランクオープナースイッチまたはリモコン操
作でトランクを開くときは、トランクの周りに
障害物がなく、人や物に当たるおそれがないこ
とを確認してください。

・天井の低い駐車場など、上方に空間のない場所
では、開いたトランクが天井などに当たり損傷
するおそれがあります。

・トランクオープナースイッチは、安全のため、
必ず完全に停車した状態で操作してください。

・トランクを閉じるときは、身体や物を挟まない
ように十分注意してください。車の周りに子供
がいるときは、特に注意してください。

・トランクに人を乗せないでください。事故のと
き、けがをするおそれがあります。

・子供などがトランクに閉じ込められないように
注意してください。

・雪が降っているときや強風のときにトランクを
開くと、雪の重みや強い風にあおられ、トラン
クが不意に下がることがあります。雪の日や風
の強い日は十分に注意してください。

左ハンドル車
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エマージェンシーキーでのトランクの解錠
リモコン操作でトランクを開いたり、解錠できな
いときは、エマージェンシーキーで解錠します。

1 トランクのキーシリンダーにエマージェンシーキ
ーを差し込み、解錠の位置にします。

2 ハンドルを引いてトランクを開きます。
3 エマージェンシーキーを解錠の位置から差し込
んだときの位置に戻して、キーシリンダーから
抜きます。

注　意 !
エマージェンシーキーでトランクを解錠して開く
と、盗難防止警報システムが作動します。警報を
止めるには、キーをエンジンスイッチに差し込む
か、キーのlかmを押します。

知　識

・エマージェンシーキーでトランクを解錠して
も、ドアと燃料給油フラップは解錠されません。

・エマージェンシーキーで解錠したときはトラン
クを閉じると再び施錠されます。キーをトラン
ク内に放置しているとキーを取り出せなくなり
ます。
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トランク

解錠の 
位置 
解錠の 
位置 

差し込む / 抜く 
位置 
差し込む / 抜く 
位置 

ハンドル ハンドル 



[3-29]

トランクマット下の収納スペース
トランクマット下には車載工具やジャッキ、輪止
めなどが収納されています。

収納スペースを開く
1 フックを起こし、トランクマットを引き上げます。
2 トランクマットを支えながら、フックをリアウイ
ンドウ下側のトランクの縁にかけます。

トランクランプ
左右と中央(トランク裏面)の3ヵ所にあります。
トランクを開くと点灯し、閉じると消灯します。

フック トランクマット フック トランクマット 

トランク

知　識

トランクを開いたままでもトランクランプは約
10分後に消灯します。

注　意 !
トランクマットのフックをリアウインドウ下側の
トランクの縁にかけたままトランクを閉じないで
ください。フックを損傷します。
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ラゲッジトレイ
トランクマット下のラゲッジトレイには、小物を
収納することができます。
ラゲッジトレイを取り外すときは、固定キャップ
をドライバーやエマージェンシーキーなどでまわ
して外します。
E 55 AMGは、右手前にある固定スクリューも外
します。

※車種や仕様によりラゲッジトレイが装備されな
い場合があります。

トランク

ラゲッジトレイラゲッジトレイラゲッジトレイ

固定キャップ固定キャップ固定キャップ

注　意 !
ラゲッジトレイには重量の軽い物(約20kg以下)
だけを収納してください。ビンや缶、割れやすい
物、鋭利な形状の物を入れないでください。

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500

固定キャップ固定キャップ固定キャップ

固定スクリュー固定スクリュー固定スクリュー

ラゲッジトレイラゲッジトレイラゲッジトレイ

E 55 AMG
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トランクに荷物を積むとき
荷物を積んだときの車の走行安定性は、積み方に
よって大きく影響します。以下の点に注意してく
ださい。
・荷物はできるだけトランクに積んでください。
・分割可倒式リアシートを倒したときは、前方に
倒したシートクッションに荷物が接するように
してください。

・荷物は車の中心近く（トランクの前方の低い位
置）に確実に固定してください。確実に固定で
きていないと、急ブレーキ時などに荷物が激し
く動き、トランク内部を損傷するおそれがあり
ます。

・重い物は重量が均等になるように積み、一部に
偏らないように積んでください。

・燃料を入れた容器やスプレー缶などを積まない
でください。引火や爆発のおそれがあります。

トランク

分割可倒式リアシート装備車
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荷物を固定するとき
荷物固定用のアクセサリーは、ダイムラー・クラ
イスラー社の推奨品の使用をお勧めします。詳し
くは指定サービス工場におたずねください。
・荷物の固定には擦れに強く丈夫なロープを使用
して、トランクルームやリアシート下の荷物固
定用リング＊に通して確実に結んでください。

・荷物固定用リング＊には均等に力がかかるよう
にしてください。

・伸縮性のあるロープやネットを使用しないでく
ださい。重い荷物を固定することができず、事
故のとき、けがをするおそれがあります。

・固定するロープやネットが荷物の角にかからな
いようにしてください。

トランクルーム(分割可倒式リアシート装備車) リアシート下(分割可倒式リアシート装備車)

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

トランク
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ボンネット

ボンネットを開く
1 運転席側のインストルメントパネル下にあるボ
ンネットロック解除レバーを手前に引きます。
ボンネットのロックが解除されます。

ボンネットボンネット
ロック解除レバーロック解除レバー
ボンネット
ロック解除レバー

解除解除解除

?警　告

・ボンネットから炎や煙が見えたときは、ボンネッ
トを開かないでください。火傷をするおそれが
あります。

・走行中はボンネットロック解除レバーを引かな
いでください。ボンネットが開いて事故を起こ
すおそれがあります。

・エンジンを始動しているときやエンジンがかか
っているとき、エンジンスイッチが2の位置の
ときは、エンジンルーム内には手を触れないで
ください。高電圧の発生部分や高温部分、回転
している部分があり、それらに触れると非常に
危険です。

・エンジンスイッチからキーを抜いていても、冷
却水の温度が高いときはエンジンファンなどが
自動的に回転することがあります。エンジンフ
ァンなどの回転部分には身体や物を近づけない
でください。

ボンネット

左ハンドル車
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2 ラジエターグリルから突き出したノブを手前に
引きながら、もう一方の手でフロントグリルの
下部を持ち上げてボンネットを押し上げます。

ボンネットを閉じる
ボンネットを引き下げ、矢印の位置に手を置いて、
軽く反動をつけて閉じます。完全に閉じなかった
ときは、もう一度ボンネットを開き、同じ方法で
少し強めに閉じます。

ボンネット

ノブノブノブ

注　意 !
・ワイパーアームを起こしたままボンネットを開
かないでください。ボンネットとワイパーが当
たり、損傷するおそれがあります。

・ボンネットを開くときは、ノブを持ったり、グ
リルの間に手をかけて引き上げないでくださ
い。ノブを破損したり、手にけがをするおそれ
があります。

・強風のときにボンネットを開くと、風にあおら
れ、ボンネットが不意に下がるおそれがありま
す。風の強い日には十分に注意してください。
また、ボンネットに雪が積もっているときも同
様に注意してください。



垂直位置まで開く
1 ボンネットを少し下げながら、ボンネット左側
のヒンジにあるロック解除レバーを矢印の方向
に押してロックを解除します。

2 ボンネットを少し下げながら、ボンネット右側
のヒンジにあるロック解除レバーを押してロッ
クを解除します。

3 ボンネットを垂直の位置に起こします。

垂直位置から閉じる
ボンネット左側のロック解除レバーを押し、ロッ
クを解除しながら、ボンネットを閉じます。
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ロック解除レバーロック解除レバーロック解除レバー

知　識

ボンネットが正しく閉じていないときに走行する
と、マルチファンクションディスプレイに警告メッ
セージが表示されます。

ボンネット

注　意 !
・エンジンルーム内に物を置いたままボンネット
を閉じると、ボンネットが変形するおそれがあ
ります。

・ボンネットを閉じるときは、グリルに手をかけ
ないでください。手にけがをするおそれがあり
ます。

・ボンネットを閉じるとき、矢印以外の部分を押
さえて閉じるとボンネットが凹むおそれがあり
ます。また、閉じるときに手を挟まないように
注意してください。

?警　告

走行前に、ボンネットが確実にロックされている
ことを確認してください。走行中にボンネットが
開いて事故を起こすおそれがあります。
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ボンネット左側



車が解錠されているとき、矢印の位置を押すとフ
ラップが開きます。
閉じるときはフラップを押します。

キャップを外す
キャップを反時計回りに少しゆるめてタンク内の
圧力を抜いてから外します。

キャップを取り付ける
キャップを時計回りにいっぱいにまわします。

注　意 !
・燃料は無鉛プレミアムガソリンを使用してくだ
さい。

・給油ノズルが最初に自動停止した時点で給油を
停止してください。燃料を入れすぎるとエンジ
ンが不調になったり、停止することがあります。

・燃料をこぼさないように注意してください。燃
料が車の塗装面に垂れたときは、すぐに拭き取
ってください。塗装面を損傷するおそれがあり
ます。

・燃料給油口が開かない場合は、指定サービス工
場に連絡してください。

?警　告

・エンジンをかけたまま給油しないでください。
火災が発生するおそれがあります。

・周囲にガソリンがあるときやガソリンの匂いが
するときは、決して火気を近づけないでくださ
い。火災が発生するおそれがあります。

知　識

・外したキャップはフラップの裏側にあるホル
ダーに装着できます。

・フラップの裏側に、タイヤ空気圧ラベルが貼付
してあります。タイヤ空気圧ラベルの見かたに
ついては（7-15）をご覧ください。
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燃料給油口

キャップ 

押す 

キャップ 

押す 

ホルダー ホルダー 

燃料給油口
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盗難防止警報システム

盗難防止警報システムが待機状態のときに、ドア、
トランクが開けられたりボンネットのロックが解
除されたときに警報が作動します。
また、車が傾いたときやバッテリーの接続が断た
れたときも警報が作動します。

システムを待機状態にする
リモコン操作で車を施錠します。
ドアロックスイッチの表示灯が点滅し、約10秒後
に待機状態になります。システムが待機状態のと
きは、ドアロックスイッチの表示灯が点滅を続け
ます。

待機状態を解除する
リモコン操作で解錠します。
ドアロックスイッチの表示灯が消灯し、待機状態
は解除されます。

警報の作動
システムが待機状態のとき、以下のような状況を
感知すると警報が作動します。
リモコン以外の方法で車が解錠され、ドアが開
けられたとき
リモコン以外の方法で車が解錠され、トランク
が開けられたとき
ボンネットのロックが解除されたとき

警報が作動すると、サイレンが約30秒間鳴り、非
常点滅灯が通常の約2倍の速さで約5分間点滅しま
す。また、ルームランプも点灯します。
バッテリーの接続が絶たれたときも、警報が作動
します。

警報が作動したときの解除方法
キーのlかmを押すか、エンジンスイッチに
キーを差します。

表示灯表示灯表示灯

盗難防止警報システム
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知　識

・リモコンで施錠した後、エマージェンシーキー
で運転席ドアやトランクを解錠して開くと、警
報が作動します。

・ドアやトランクが開けられたり、ボンネットの
ロックが解除されて警報が作動したときは、そ
れらをすぐに閉じても、警報は解除されません。

盗難防止警報システム

注　意 !
・システムを待機状態にするときは、ボンネット
が完全に閉じていることを確認してください。
ボンネットのロックが解除された状態でシステ
ムを待機状態にすると、ボンネットが開けられ
ても警報は作動しません。

・待機状態のとき車内からドアを開いたり、ボン
ネットロック解除レバーでボンネットのロック
を解除すると警報が作動します。車内に人がい
るときは待機状態にしないでください。

・待機状態にしても、ドアロックスイッチの表示
灯が点滅しない場合は、システムが故障してい
ます。すみやかに指定サービス工場で点検を受
けてください。



けん引防止警報機能＊
盗難防止警報システムが待機状態のとき、車が傾
いたことを検知すると、サイレンと非常点滅灯の
点滅によるけん引防止警報機能が作動します。

けん引防止警報機能を待機状態にする
リモコン操作で車を施錠します。
約30秒後にけん引防止警報機能が自動的に待機状
態になります。

警報が作動したときの解除方法
キーのlかmを押すか、エンジンスイッチに
キーを差します。

車を立体駐車場に入れたり、カーフェリーや車両
運搬車に乗せて移動するときは、けん引防止警報
機能が作動することがあります。そのようなとき
はけん引防止警報機能を解除してから施錠してく
ださい。

けん引防止警報機能を解除する
1 エンジンスイッチを0か1の位置にします。ま
たはキーを抜きます。

2 けん引防止警報機能解除スイッチを押します。
表示灯が約2秒間点灯し、その後消灯して、け
ん引防止警報機能が解除されます。

3 リモコン操作で車を施錠します。

上記の操作で盗難防止警報システムのけん引防止
警報機能が解除され、車が傾いても警報が作動し
なくなります。
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盗難防止警報システム

けん引防止警報機能 
解除スイッチ 
けん引防止警報機能 
解除スイッチ 
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知　識

・けん引防止警報機能を解除しても、盗難防止警
報システムは作動します。
・エンジンスイッチが2の位置のときにけん引防
止警報機能解除スイッチを押すと表示灯が点灯
することがありますが、けん引防止警報機能は
解除されません。

知　識

けん引防止警報機能が待機状態のときにジャッ
キアップして車が傾くと、警報が作動する場合
があります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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パワーウインドウ

ドアウインドウの開閉
ドアウインドウスイッチは各ドアにあります。
運転席ドアには、すべてのドアウインドウのスイ
ッチがあります。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに、ドアウ
インドウを開閉できます。

開く　：スイッチを軽く押すと、押している間だ
け開きます。
スイッチを深く押すと、自動で開きます。

閉じる：スイッチを軽く引くと、引いている間だ
け閉じます。
スイッチをいっぱいに引くと、自動で閉
じます。

セーフティスイッチ セーフティスイッチ 

フロントドア 
ウインドウ 

リアドア 
ウインドウ 

フロントドア 
ウインドウ 

リアドア 
ウインドウ 

パワーウインドウ

左ハンドル車

知　識

・ドアウインドウが自動で開閉しているときに、
スイッチを軽く押すか引くと、その位置で停止
します。

・エンジンスイッチを0の位置にするか、エンジ
ンスイッチからキーを抜いてから約5分間は、
ドアウインドウを開閉することができます。5
分以内にフロントドアを開くと、ドアウインド
ウの開閉はできなくなります。

・ドアウインドウには挟み込み防止機能があり
ます。ドアウインドウが自動で閉じていると
きに挟み込みなどの抵抗があると、ドアウイ
ンドウがただちに停止し、その位置から少し
下降します。
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パワーウインドウ

セーフティスイッチ
リアドアのスイッチによるリアドアウインドウ操
作ができなくなります。子供がリアシートに乗る
ときなどに使用してください。

セーフティスイッチを設定する
セーフティスイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯し、リアドアのスイッチか
らはリアドアウインドウが操作できなくなります。

セーフティスイッチを解除する
再度セーフティスイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

ドアウインドウが自動で開閉しないとき
バッテリーあがりやバッテリーの交換などで、一
時的に電源が断たれたときは、ドアウインドウが
自動で開閉できなくなることがあります。
このときは、スイッチを軽く引いて全閉にし、その
まま2秒以上保持してください。この操作を他のド
アウインドウでも行なってください。再び、ドアウ
インドウが自動で開閉できるようになります。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

知　識

セーフティスイッチの表示灯の点灯 / 消灯にかか
わらず、運転席ドアのスイッチではリアドアウイ
ンドウを操作することができます。
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注　意 !
・ドアウインドウを開いているときは、ドアウイ
ンドウに身体を寄りかけないでください。ドア
ウインドウとドアフレームのすき間に身体が引
き込まれてけがをするおそれがあります。

・ドアウインドウを閉じるときは、身体や物が挟
まれないように注意してください。特に子供に
は注意してください。

・挟み込み防止機能には、挟み込みを感知しない
範囲があります。ドアウインドウを閉じるとき
は十分注意してください。

・運転席側のフロントドアウインドウは、一度挟
み込み防止機能が働くと、約10秒間は挟み込
みなどの抵抗を感知しません。
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スライディングルーフ

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

エンジンスイッチが1か2の位置のときに操作でき
ます。

スライディングルーフを開く
の方向に軽く操作します。操作している間だけ

開きます。
の方向にいっぱいに操作すると、自動で開きます。

スライディングルーフを閉じる
の方向に軽く操作します。操作している間だけ

閉じます。
の方向にいっぱいに操作すると、自動で閉じます。

スライディングルーフをチルトアップする
の方向に軽く押します。押している間だけチル

トアップします。
の方向にいっぱいに押すと、自動でチルトアッ

プします。

スライディングルーフをチルトダウンする
の方向に軽く引きます。引いている間だけチル

トダウンします。
の方向にいっぱいに引くと、自動でチルトダ

ウンします。

スライディングルーフが自動で開閉しないとき
バッテリーあがりやバッテリー交換などで、一時的
に電源が断たれたときは、スライディングルーフ
が自動で開閉できなくなることがあります。この
ときは、スイッチを の方向に押してチルトアッ
プし、そのまま約2秒間押し続けると機能が回復
します。

2

1 3

4

スライディングルーフスライディングルーフ
スイッチスイッチ
スライディングルーフ
スイッチ

スライディングルーフ＊

知　識

スライディングルーフが自動で開閉またはチル
トアップ / チルトダウンしているときに、スイ
ッチを軽く操作すると、その位置で停止します。
スライディングルーフには挟み込み防止機能が
あります。スライディングルーフが自動で閉じ
ているときに挟み込みなどの抵抗があると、ス
ライディングルーフがただちに停止し、その位
置から少し開きます。
エンジンスイッチを0の位置にするか、エンジ
ンスイッチからキーを抜いてから約5分間は、
スライディングルーフを操作することができま
す。5分以内にフロントドアを開くと、スライデ
ィングルーフの操作はできなくなります。



[3-43]

スライディングルーフ

自動チルトアップ機能
スライディングルーフを開いた状態で、エンジン
スイッチを0の位置にするか、エンジンスイッチ
からキーを抜いたときは、以下のときにスライデ
ィングルーフが自動で閉じ、チルトアップした状
態で止まります。
・降雨などによりレインセンサーが雨滴を感知し
たとき

・外気温度が極端に高い、または低いとき
・バッテリーの電圧が低下したとき
・エンジンスイッチを0の位置にするか、エンジ
ンスイッチからキーを抜いてから、約12時間経
過したとき

注　意 !
・走行中はスライディングルーフから身体を
出さないでください。けがをするおそれがあり
ます。

・スライディングルーフには挟み込み防止機能が
ありますが、スライディングルーフを閉じると
きは、身体や物が挟まれないように注意してく
ださい。特に子供には注意してください。

・スライディングルーフの開口部に腰をかけた
り、荷物を載せたりして大きな力を加えないで
ください。スライディングルーフを損傷するお
それがあります。

・車から離れるときや洗車のときは、ドアウイン
ドウとスライディングルーフが完全に閉じてい
ることを確認してください。

・スライディングルーフの開口部から、角の尖っ
たものを出し入れしないでください。スライデ
ィングルーフのシール部を損傷するおそれがあ
ります。

・降雨後や積雪後にスライディングルーフを開く
ときは、ルーフ上の水や雪などを取り除いてく
ださい。車内に水や雪などが入るおそれがあり
ます。

・スライディングルーフ上に雪や氷が付いた状態
で操作しないでください。スライディングルー
フを損傷するおそれがあります。

知　識

スライディングルーフを開いて走行しているとき、
走行風の影響などで空気の振動を感じる場合は、
スライディングルーフの開度を変えるかドアウイ
ンドウを少し開くと、解消することがあります。
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?警　告

乗員全員がシートベルトを着用してください。
シートベルトを着用していないと、車が横転し
たときにスライディングルーフの開口部から車
外に放り出されて、致命的なけがをするおそれ
があります。



サンシェード
グリップ部分を持って開閉します。
スライディングルーフを開くと、連動して開きます。

知　識

・レインセンサーに雨滴がかからないときは、自
動チルトアップ機能は作動しません。

・スライディングルーフが開いた状態で、エンジン
スイッチからキーを抜いて運転席ドアを開くと、
マルチファンクションディスプレイに "ｽﾗｲﾃﾞｨﾝ
ｸ  ゙ﾙｰﾌ ﾄｼﾞﾃ ｸﾀﾞｻｲ!" と表示されます。

注　意 !
スライディングルーフと連動してサンシェードが
動いているときに、サンシェードとルーフ内張り
の間に身体が挟まれないように注意してください。
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スライディングルーフ

グリップ 

サンシェード 

グリップ 

サンシェード 

注　意 !
・自動チルトアップ機能は、エンジンスイッチが
1か2の位置のときやスライディングルーフが
チルトアップしているときは作動しません。

・エンジンスイッチを0の位置にするか、エンジ
ンスイッチからキーを抜いてから約30秒間は、
自動チルトアップ機能は作動しません。

・スライディングルーフから身体や物などを出さ
ないでください。自動チルトアップ機能でスラ
イディングルーフが閉じているときに挟み込み
などの抵抗があると、挟み込み防止機能が作動
し、スライディングルーフがただちに停止して、
その位置から少し開きます。自動チルトアップ
機能は解除されます。

・濡れたタオルなどでフロントウインドウを拭く
と、スライディングルーフが閉じるおそれがあ
ります。



スイッチで開閉できないとき
バッテリーあがりを起こしたり、スライディング
ルーフが故障してスイッチで閉じることができな
いときは、手動で閉じることができます。

1 エンジンスイッチからキーを抜き、フロントド
アを開きます。

2 付属のクランクレンチを用意します。
3 図の矢印の部分を押して、カバーを取り外し
ます。

注　意 !
手動で閉じるときは、スライディングルーフスイッ
チに触れないでください。万一、スライディング
ルーフが作動するとけがをすることがあります。
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スライディングルーフ
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4 エンジンスイッチからキーを抜きます。
5 クランクレンチを手動駆動部（六角ボルト）に
確実に差し込んでクランクレンチをまわします。

スライディングルーフを閉じる
時計回り（右）にまわします。

チルトダウンする
反時計回り（左）にまわします。

スライディングルーフを手動で閉じた後は、スラ
イディングルーフをリセットしてください。

スライディングルーフのリセット
1 エンジンスイッチを2の位置にします。
2 スイッチを の方向（3-42）に押してチル
トアップし、そのまま約2秒間押し続けます。

注　意 !
クランクレンチは確実に奥に差し込み、操作
時は駆動部に押し付けるようにしながらまわし
てください。確実に差し込まれていないと、手
動駆動部を損傷したり、けがをすることがあり
ます。
クランクレンチで容易に手動駆動部がまわせな
いときは、スライディングルーフのレール部分
に異物がかみ込んでいることがあります。無理
に動かさずに異物を取り除くか、指定サービス
工場で点検を受けてください。スライディング
ルーフのリセットができないときなども、指定
サービス工場で作業を行なってください。
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スライディングルーフ



角度の調整
手で調整します。

自動防眩機能
周囲が暗く、エンジンスイッチが1か2の位置のと
き、ルームミラーのセンサーが後続車のライトを
受けると、自動的にルームミラーの色の濃度が変
わり眩しさを防止します。

注　意 !
ミラーのガラスを損傷すると、液体が漏れ出す
ことがあります。この液体は物を腐食させる性
質がありますので、皮膚や目に直接触れないよ
うに注意してください。
万一、液体が目に入ったときや皮膚に付いたと
きは、ただちに清潔な水で5分以上洗い流し、
医師の診断を受けてください。
液体が車の塗装面に垂れたときは、ただちに水
で湿らせた布などで拭き取ってください。塗装
面を損傷するおそれがあります。

知　識

ルームミラーのセンサーに後方からのライトが
当たらないときは自動的に防眩しないことがあ
ります。
セレクターレバーがiに入っているときやフ
ロントルームランプが点灯しているときは自動
的に防眩が解除されます。
ルームミラーと連動して運転席側のドアミラー
も自動的に防眩になります。

?警　告

ミラー類は必ず走行前に、後方が十分確認できる
ように調整してください。走行中に調整すると、
事故を起こすおそれがあります。
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ルームミラー

ルームミラー
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角度の調整
エンジンスイッチが1か2の位置のときに調整でき
ます。
1 調整したい側のドアミラー選択ボタンを押し
ます。

2 調整スイッチを操作してドアミラーの角度を調
整します。

注　意 !
・ドアミラーに写った像は実際よりも遠くにある
ように見えます。ドアミラーで後方を確認する
ときは十分注意してください。

・ドアミラ－には死角があります。車線変更をす
るときは、必ずルームミラーで後方を確認して
ください。また、肩ごしに直接斜め後方を確認
してください。

?警　告

ミラー類は必ず走行前に、後方が十分確認できる
ように調整してください。走行中に調整すると、
事故を起こすおそれがあります。

知　識

・ドアミラーにはヒーターが装着されています。
外気温度が下がると自動的に温められ、凍結を
防ぎます。

・ドアミラーの角度は、運転席シートやステアリ
ングの位置と併せて記憶（3-12）させること
ができます。

・運転席側ドアミラーはルームミラーに連動して
自動防眩になります（3-47）。
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ドアミラー

助手席側ドアミラー 
選択ボタン 

調整スイッチ 調整スイッチ 運転席側ドアミラー 
選択ボタン 

助手席側ドアミラー 
選択ボタン 

運転席側ドアミラー 
選択ボタン 

ドアミラー

左ハンドル車



後退時の助手席側ドアミラーの自動調整
助手席側ドアミラーが選択されているときに、セ
レクターレバーをiに入れると、助手席側ドア
ミラーが自動的に下向きになり、車両後方下部の
視界を確保して後退を容易にすることができます。
エンジンスイッチが2の位置のときに作動します。

助手席ドアミラーは次のいずれかのときに元の位
置に戻ります。
・セレクターレバーをiの位置から他の位置に入
れて約10秒経過したとき

・走行速度が約10km/h以上になったとき
・運転席側のドアミラー選択ボタンを押したとき
・マルチファンクションディスプレイの "ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾍ
ﾙﾌﾟ ﾐﾗｰ ﾁｮｳｾｲ" を "ｵﾌ" にしたとき

この機能の設定と解除については（3-95）をご覧
ください。

ドアミラーの角度を記憶させる
1 エンジンスイッチを2の位置にして、ブレーキ
ペダルを踏みます。

2 助手席側ドアミラー選択ボタンを押します。
3 調整スイッチで、後退時に自分が後方を確認し
やすい角度にドアミラーを調整します。

4 メモリースイッチを押し、約3秒以内に調整ス
イッチをいずれかの方向に押します（このとき
はドアミラーは動きません）。
ドアミラーが動いたときは最初からやり直して
ください。

この後セレクターレバーをiに入れると、助手席
側ドアミラーの角度がこのとき調整された位置に
なります。
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ドアミラー

メモリースイッチ メモリースイッチ 

助手席側ドアミラー 
選択ボタン 
助手席側ドアミラー 
選択ボタン 

調整スイッチ 調整スイッチ 

左ハンドル車
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注　意 !
走行する前に、ドアミラーを後方が十分確認でき
るように調整してください。

知　識

助手席側ドアミラーが後退時の角度に自動調整され
ているときに、助手席側ドアミラーの角度を調整す
ると、調整した角度が新たに記憶されます。



ドアミラーの格納 / 展開
エンジンスイッチが1か2の位置のときに操作する
ことができます。

ドアミラーを格納する
格納 / 展開スイッチを押します。
ドアミラーを展開する
再度、格納 / 展開スイッチを押します。
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格納 / 展開スイッチ 格納 / 展開スイッチ  

ドアミラー

左ハンドル車

知　識

・リモコンでの施錠時にドアミラーを格納する
ことができます。詳しくは(3-95)をご覧くだ
さい。

・エンジンを停止して停車しているときに歩行者
などが当たり、ドアミラーがわずかに曲がった
場合、次にエンジンを始動し、速度が約
50km/hに達すると、ドアミラーが走行時の位
置に戻ります。完全に戻らないときは、スイッ
チで戻してください。

注　意 !
・ドアミラーは手で格納したり、展開しないで
ください。ドアミラーを損傷するおそれがあ
ります。

・走行するときはドアミラーを走行時の位置にし
てください。

・ドアミラーを動かしているときは、身体や物が
挟まれないように注意してください。車の周囲
に子供がいるときは、特に注意してください。

・洗車機を使用するときはドアミラーを格納して
ください。ドアミラーを損傷するおそれがあり
ます。

・ドアミラーは車体の側面から突き出ています。
すれ違いや車庫入れのとき、また、歩行者など
に十分注意してください。

・ドアミラーの汚れを取るときにガラスクリーナ
ーを使用するときは、必ず指定サービス工場に
ご相談ください。
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ステアリング

ステアリング位置の調整
レバーはステアリングの左側下部にあります。
エンジンスイッチが1か2の位置のとき、または運
転席ドアが開いているときにステアリングの位置
を調整することができます。

前後位置を調整する
レバーを の方向に操作します。

上下位置を調整する
レバーを の方向に操作します。

ステアリング

2

1

1

2

注　意 !
・ステアリングをいっぱいにまわした状態を長く
保持しないでください。ステアリング装置を損
傷するおそれがあります。

・故障などでエンジンを停止してけん引するとき
は、十分注意してください。エンジンが停止し
ていると、通常のときに比べてステアリング操
作に非常に大きな力が必要です。

?警　告

・ステアリング位置の調整は、必ず運転前に行なっ
てください。運転中に調整すると、車のコントロ
ールを失い、事故を起こすおそれがあります。

・運転中はステアリングのパッド部を持たないで
ください。万一のとき、エアバッグの作動を妨
げるおそれがあります。

・ステアリングのパッド部にカバーをしたり、エ
アバッグの上にバッジ、ステッカー、オーディ
オのリモコンなどを貼り付けないでください。
エアバッグの作動を妨げたり、作動時にけがを
するおそれがあります。

知　識

ステアリングの位置は、運転席シートの位置やド
アミラーの角度と併せて記憶(3-12)させること
ができます。

ステアリングヒーター非装備車
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操作レバーはステアリングの左側下方にあります。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに使用する
ことができます。

使用する
レバーを の方向にまわします。
レバーの表示灯が点灯します。

解除する
レバーを の方向にまわします。
レバーの表示灯が消灯します。

1

0

表示灯 表示灯 

知　識

・ステアリングヒーターの温度設定は、車内の温
度などによって変化します。

・ステアリングヒーターは自動的に解除されま
せん。

・ステアリングヒーターを使用した状態でエンジ
ンスイッチからキーを抜くと、次にエンジンス
イッチを1か2の位置にしたとき、ステアリン
グヒーターはオフになります。

ステアリングヒーター

ステアリングヒーター＊

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

注　意 !
ステアリングヒーターに異常を感じた場合は、使
用を中止して、すみやかに指定サービス工場で点
検を受けてください。
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メーターパネル

メーター照度調節ボタン / リセットボタン

メーター照度調節ボタン
周囲が暗いときに明るさを調整できます。ボタン
を時計回りにまわすと明るくなり、反時計回り
にまわすと暗くなります。

リセットボタン
トリップメーターや各種設定をリセットすると
きに使用します。

燃料計
燃料の残量をバーグラフで表示します。
燃料タンク容量は約80リットルです。

2

3

1

4

5

8

6

7
10

11

9

10

10

10 10

メーターパネル

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500の例
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注　意 !
給油のときはエンジンを停止してください。
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メーターパネル

時計
時刻は、マルチファンクションコントローラー
の時刻と連動させたり、個別に調整することが
できます。
時刻を調整するときは（3-80）をご覧ください。

スピードメーター
車の走行速度を表示します。

タコメーター
1分間あたりのエンジン回転数を表示します。

水温計
冷却水の温度をバーグラフで表示します。

シフト位置表示 / ギアレンジ表示 / ギア表示＊
オートマチックトランスミッションのシフト位
置を表示します（4-5）。
また、ティップシフト（4-8）にしたときのギ
アレンジや、マニュアルギアシフト＊（4-10）
にしたときのギアを表示します。

オドメーター
これまで走行した距離の総合計を表示します。

走行モード表示
オートマチックトランスミッションの走行モー
ドを表示します（4-6）。

知　識

・指定の冷却水を適切な混合比で使用していると
きは、約130℃までオーバーヒートを起こし
ません。

・暑い日の渋滞時や上り坂が続くときなどに、
120℃付近を示すことがありますが、オーバー
ヒート警告が表示されない限り、問題ありま
せん。

・万一、オーバーヒートが起きたときは、警告灯
が点灯します（3-58）。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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表示灯と警告灯

ヘッドランプ表示灯
ヘッドランプを点灯させたときに点灯
します。

C
ハイビーム表示灯
ヘッドランプを上向きで点灯させたとき
に点灯します。

S
シートベルト警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し、数秒後に消灯します。点灯しないときは警
告灯の異常ですので、すみやかに指定サービス工
場で点検してください。
詳しくは（2-5）をご覧ください。

方向指示表示灯
方向指示灯、非常点滅灯を作動させたと
きに点滅します。

D
ABS / ESP表示灯（4-38）
エンジンスイッチを2の位置にすると点灯

し(点灯しないときは警告灯が故障しています)、エ
ンジン始動後に消灯します。
走行中は以下のようなときに作動します。
・ESPの機能を解除したときに点灯します。
・ABSまたはESPが作動したときに点滅します。
エンジンスイッチを2の位置にしても点灯しな
いときは、指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

F
エアバッグシステム警告灯（2-10）
エンジンスイッチを1の位置にすると数

秒間点灯します。また、2の位置にすると点灯し、
エンジン始動後に消灯します。
点灯しないときや点灯後に消灯しないとき、走行
中に点灯したときはエアバッグシステムやシート
ベルトテンショナー、助手席の乗員検知機能 / チ
ャイルドセーフティシート検知システム＊の故障
です。ただちに指定サービス工場で点検を受けて
ください。

メーターパネル
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＊車種や仕様により装備が異なります
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エンジン警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点灯

し(点灯しないときは警告灯が故障しています)、
エンジン始動後に消灯します。
走行中に点灯したときはエンジンの制御システム
に異常があります。ただちに指定サービス工場で
点検を受けてください。

P
ブレーキ警告灯（4-29）

エンジンスイッチを2の位置にすると点
灯し(点灯しないときは警告灯が故障しています)、
エンジン始動後に消灯します。
以下のようなときに点灯します。
・SBC(4-33)に異常があるとき
・ブレーキ液の量が低下しているとき
・パーキングブレーキを解除していないとき

注　意 !
・SBCの異常の場合は、必ずマルチファンクシ
ョンディスプレイの表示に従ってください。

・ブレーキ液の量が不足して点灯したときはブレ
ーキシステムに漏れがあることが考えられま
す。安全な場所に停車して、指定サービス工場
に連絡してください。

・パーキングブレーキを解除しても消灯しないと
きは、ただちに指定サービス工場で点検を受け
てください。

メーターパネル

知　識

・エンジン警告灯が点灯するとエンジンがエマー
ジェンシーモードになることがあります。エマー
ジェンシーモードではエンジンの回転数が制限
され、アクセルペダルを踏んでもエンジンの回
転が上昇しなくなります。この場合、低速で走行
できることもありますが、ただちに安全な場所
に停車して、指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

・燃料切れによりエンジン警告灯が点灯したとき
は、燃料を補給した後にエンジン始動を3～4
回繰り返すと、エマージェンシーモードが解除
されます。
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7燃料残量警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し（点灯しないときは警告灯が故障しています）、
エンジン始動後に消灯します。
点灯後に消灯しないときや走行中に点灯したとき
は燃料の残量が少なくなっています。
警告灯が点灯したときの残量は約9リットルです。

N
ABS警告灯（4-31）
エンジンスイッチを2の位置にすると点灯

し、エンジン始動後に消灯します。点灯後に消灯
しないときや走行中に点灯したときはABSに異常
があります。通常のブレーキ時の制動能力は確保
されますが、ABS、BAS、ESPは作動しません。

メーターパネル

注　意 !
・ABS警告灯が点灯したときはESP、BASも作
動を停止します。指定サービス工場で点検を受
けてください。

・エンジンスイッチを2の位置にしても警告灯が
点灯しないときはシステムの異常が考えられま
す。指定サービス工場で点検を受けてください。

知　識

走行前に燃料の残量が十分あることを確認してく
ださい。高速道路や自動車専用道路などでの燃料
切れは道路交通法違反になります。
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冷却水量・冷却水温度警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し(点灯しないときは警告灯が故障しています)、
エンジン始動後に消灯します。
エンジンがかかっているときに点灯したときは、
冷却水量が減少しています。安全な場所に停車し
てエンジンを停止し、冷却水が冷えてから、冷却
水量を点検してください。

走行中に点灯し、警告音が鳴ったときは、オーバ
ーヒートしています。ただちに安全な場所に
停車し、エンジンを停止して冷却してください。
詳しくは、オーバーヒートしたとき（6-24）をご
覧ください。

以下の表示灯は、他の表示灯と同様に点灯します
が、日本仕様車には該当しない装備なので表示灯
としては機能しません。

o

マルチファンクションディスプレイ
各種設定画面や故障 / 警告メッセージなどを
表示します。

マルチファンクションディスプレイは以下のと
きに点灯します。
・運転席ドアを開いたときや閉じたとき（約30
秒後に消灯）
・リセットボタンを押したとき（約30秒後に
消灯）
・エンジンスイッチを1か2の位置にしたとき
・車外ランプを点灯させたとき
・ステアリングのスイッチを押したとき（約30
秒後に消灯）

メーターパネル
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マルチファンクションディスプレイでは、車の情
報や故障の表示および各種の設定をすることがで
きます。

※マルチファンクションディスプレイに表示され
るメッセージや表記などは、仕様・装備により
異なることがあります。また、予告なく変更さ
れる場合があります。

以下のように主要な機能が7つあります。
車両情報(項目を選択して表示させます)

オーディオ(オーディオの作動状態を表示します)

ナビゲーション

故障表示(故障があるときに表示されます)

各種設定(設定項目を表示させ、設定内容を変
更することができます)

トリップコンピューター(走行距離や平均速度な
どを表示させます)

電話

故障 / 警告メッセージについては(9-15～)をご覧
ください。

マルチファンクションディスプレイ

マルチファンクション 
ディスプレイ 
マルチファンクション 
ディスプレイ 

マルチファンクションディスプレイ
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ステアリングスイッチ
マルチファンクションディスプレイの表示を切り
替えたり設定を変更するときは、ステアリングの
スイッチを使用します。

0、9表示切り替えスイッチ
メイン画面を選択します。

'、(スクロールスイッチ
選択したメイン画面内のサブ画面を切り替え
ます。

2、3設定スイッチ / 音量スイッチ
サブ画面表示中に、設定項目を選択したり、
オン / オフを選択します。
各メイン画面とオーディオ画面表示中に操作す
ると、音量を調節できます。

*通話開始スイッチ(電話)

+通話終了スイッチ(電話)

電話の操作については、別冊「マルチファンクショ
ンコントローラー」の取扱説明書をお読みください。

マルチファンクションディスプレイ

1

3 42

5

注　意 !
走行中にステアリングスイッチを操作するとき
は、直進時に行なってください。ステアリングを
まわしながらスイッチを操作すると、事故を起こ
すおそれがあります。



メイン画面一覧
0または9を押すと上記のように画面が切り替
わります。

車両情報(3-62)
オーディオ(3-70)

ナビゲーション・進行方向方位表示(3-71)
故障表示(3-72)
各種設定(3-73)
トリップコンピューター(3-99)
電話(3-101)

マルチファンクションディスプレイ

  

ｽﾀｰﾄ   ｶﾗ 

ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
Rﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

オフ 

1:30h
135km 90km/h

7.0km/l

+20.5℃ 

AUDIO

TEL

オフ 

ﾎｳｲ 

N

ｺｼｮｳ ｶﾞ  2

149.8km

胄 

胚 

胖 

脉 

胙 

胝 

G

※地図ディスクが入っていないと、 
　正常に作動しません。 

※故障があるときに表示されます。 
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※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

安
全
の
た
め
に

運
転
す
る

前
に

運
転
す
る

と
き

快
適
・

室
内
装
備

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

安
全
装
備

こ
ん
な
と
き
は

点
検
と
整
備



[3-62]

車両情報

マルチファンクションディスプレイ

聘＊ 

 

80 km/h
+20.0 ℃ 
149.8  km

+20.5℃ 

149.8km

聊 

ｴﾝｼ゙ ﾝ  ｵｲﾙ  
ﾚﾍ゙ ﾙ ｿｸﾃｲﾁｭｳ 
ﾀﾀﾞｼｲ ｿｸﾃｲﾊ 

ｼｬﾘｮｳｶﾞ ｽｲﾍｲ ﾉ 
ﾄｷﾉﾐ ｶﾉｳ ﾃﾞｽ! 

 

聆 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  A 
ｱﾄ  1000  km 

 

聒 

 

  

+20.0 ℃ 
149.8  km

+20.0 ℃ 
149.8  km

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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車両情報メイン画面
（外気温度 / 走行速度表示、トリップメーター）

外気温度 / 走行速度表示
外気温度、または走行中の速度を表示し
ます。
表示の切り替えは各種設定のメータークラ
スタの車両情報メイン画面の表示設定画面
(3-79)で行ないます。

トリップメーター
リセット後の走行距離を表示します。

トリップメーターをリセットする(0に戻す)
リセットボタンを、表示が0.0 kmになるま
で押し続けます。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

知　識

温度をフロントバンパー付近で測定しているた
め、温度表示は路面からの輻射熱などの影響を受
けます。したがって、温度表示が実際の外気温度
と異なることがあります。

注　意 !
外気温度の上昇や下降は、少し遅れて表示に反映
されます。

温度表示が0℃以上でも、路面が凍結しているこ
とがあります。走行には十分注意してください。

?警　告

2

1
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走行速度 / 外気温度表示画面

走行速度 / 外気温度表示
走行中の速度、または外気温度を表示し
ます。
表示の切り替えは各種設定のメータークラ
スタの車両情報メイン画面の表示設定画面
(3-79)で行ないます。

表示させる

1 0または9を押して、車両情報メイン画面を
表示させます。

2 'または(を押して、走行速度 / 外気温度
表示画面を表示させます。

ディスプレイ下段の表示
外気温度、または走行中の速度を表示し
ます。
表示の切り替えは各種設定のメータークラ
スタのディスプレイ下段の表示設定画面(3-
79)で行ないます。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

[3-64]

知　識

ディスプレイ下段の表示は、車両情報メイン画面
の表示設定画面(3-79)の設定により、表示され
ないことがあります。

知　識

走行速度の表示単位をkm/h表示またはmph表示
に切り替えることができます(3-77)。

80 km/h3

4
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メンテナンスインジケーター画面
走行距離や経過時間などに応じて、メーカー指
定点検整備の実施時期を表示します。
メンテナンスインジケーター画面が表示された
ときは、メーカー指定点検整備を行なってくだ
さい。

手動で確認する
エンジンスイッチが1か2の位置のときに表示する
ことができます。
1 0または9を押して、車両情報メイン画面
を表示させます。

2 'または(を押して、メンテナンスインジ
ケーター画面を表示させます。

自動表示機能
次回のメーカー指定点検整備実施日の約1ヵ月前
になると、エンジンスイッチを2の位置にしたと
きや走行中に、メンテナンスインジケーター画面
が自動的に表示されます。

表示メッセージ
表示メッセージは、日頃の運転スタイルなどに応
じて以下のように変化します。
#にはAからHまでのアルファベットが入ります。
・点検実施前の表示例
“ﾒﾝﾃﾅﾝｽ # ｱﾄ XX ﾆﾁ”
“ﾒﾝﾃﾅﾝｽ # ｱﾄ XX km”

・点検実施時期になったときの表示例
“ﾒﾝﾃﾅﾝｽ # ｦ ｳｹﾃｸﾀﾞｻｲ!”

・実施時期を過ぎたときの表示例
実施時期を過ぎたときは、以下のようなメッセー
ジが表示されます。
“ﾒﾝﾃﾅﾝｽ # XX ﾆﾁ ｺｴﾃｲﾏｽ”
“ﾒﾝﾃﾅﾝｽ # XX km ｺｴﾃｲﾏｽ”

マルチファンクションディスプレイ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A 
ｱﾄ 1000 km

注　意 !
・メンテナンスインジケーターは、エンジンオイ
ル量の警告表示やエンジンオイル量表示ではあ
りません。

・メーカー指定点検整備を期限までに行なわなか
った場合は、保証の対象外になることがあり
ます。
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メンテナンスインジケーターのリセット
メーカー指定点検整備後に、指定サービス工場で
メンテナンスインジケーターをリセットしてくだ
さい。

リセット後、次回メーカー指定点検整備までの基
本サイクルは、走行距離では15,000km、日数で
は365日に設定されます。いずれか先に達する距
離または時期を次回のメーカー指定点検整備時期
として表示します。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

注　意 !
メンテナンスインジケーターの表示などに異常が
あるときは、すみやかに指定サービス工場で点検
を受けてください。

知　識

・"ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A" "ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B" など、"ﾒﾝﾃﾅﾝｽ" の後に表
示されるAからHのアルファベットは、次回の
メーカー指定点検整備の範囲が、点検項目の少
ない点検整備から総合的な点検整備まで、どれ
に該当するかを示すものです。ただし、日本で
は法定点検があるため、これらの範囲は該当
しません。

・"ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A＋" "ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B＋" など、AからHのア
ルファベットの後に[＋]の表示があるときは、
ブレーキ部品交換などの点検整備が含まれてい
ることを示します。

・ブレーキパッドは次回のメンテナンス以前に摩
耗の限界に達することがあります。ブレーキパ
ッドの交換については、指定サービス工場で相
談の上、以下のように対処してください。
◇今回のメンテナンスで交換する
◇後日に別途交換する

・メンテナンスインジケーター画面が表示され
る時期は一定ではなく、運転スタイルや走行
距離などにより変わります。エンジン回転数
を適度に保ち、短距離短時間の運転を避ける
と、次のメーカー指定点検整備の実施時期ま
での距離が伸びることがあります。

・バッテリーの接続を外している間の経過日数
は、加算されません。
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エンジンオイル量点検画面＊
エンジンオイルの量を点検し、表示します。

※E 280 / E 350 / E 350 4MATICは、エンジ
ンオイルレベルゲージ(7-6)でエンジンオイル量
を点検してください。

エンジンオイル量の点検
1 安全で水平な場所に停車します。
2 エンジンを始動して、エンジンオイルを温め
ます。

3 エンジンを停止して、約5分間待ちます。
4 エンジンスイッチを2の位置にします。

5 0または9を押して、車両情報メイン画面
を表示させます。

6 'または(を押して、エンジンオイル量点
検画面を表示させます。
"ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ ﾚﾍﾞﾙ ｿｸﾃｲﾁｭｳ ﾀﾀﾞｼｲ ｿｸﾃｲﾊ ｼｬﾘｮｳｶﾞ ｽ
ｲﾍｲ ﾉ ﾄｷﾉﾐ ｶﾉｳ ﾃﾞｽ!" と表示されます。

マルチファンクションディスプレイ

注　意 !
運転前に必ずエンジンオイル量を点検してくだ
さい。

知　識

マルチファンクションディスプレイに "ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ
ﾚﾍﾞﾙ ｿｸﾃｲ ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ ｵﾝ!" と表示されたときは、エ
ンジンスイッチを2の位置にしてください。

知　識

エンジンを停止してからの待ち時間が足りないと
きは、マルチファンクションディスプレイに "ﾏﾁ
ｼﾞｶﾝ ｦ ﾏﾓｯﾃ ｸﾀﾞｻｲ!" と表示されます。

＊車種や仕様により装備が異なります
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マルチファンクションディスプレイ

点検結果に応じて、以下のいずれかのメッセージ
が表示されます。

このときは、エンジンオイル量は適正です。

このときは、エンジンオイルを約1.0リットル補給
してください。

このときは、エンジンオイルが多すぎます。
運転を中止し、エンジンオイルの量を適正にして
ください。

ｴﾝｼﾞﾝ  ｵｲﾙ 
ﾚﾍﾞﾙ 
ｾｲｼﾞｮｳ 

 

ﾃｷｾｲﾆ ｽﾙﾀﾒ 1.0ﾘｯﾀｰ 
ｵｲﾙ ｦ ﾂｲｶｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

 

知　識

・エンジンオイル量に応じて、表示される数値が
変わります。

・エンジンオイルの補給については(7-7)をご覧
ください。

ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ 
ﾚﾍﾞﾙ 

ｵｲﾙ ｦ ﾇｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

 

注　意 !
エンジンオイルが多すぎると、エンジンや三元触
媒コンバーターを損傷するおそれがあります。
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このときは、エンジンオイルレベルが安定してい
ません。約30分ほど待ち、オイルレベルが安定し
てから点検をやり直してください。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

ﾏﾁｼﾞｶﾝ  ｦ   
ﾏﾓｯﾃ  ｸﾀﾞｻｲ!

 注　意 !
エンジンがかかっているときに、マルチファンク
ションディスプレイにエンジンオイルに関する故
障 / 警告メッセージが表示されたときは(9-22、
23)をご覧ください。

知　識

エンジンがかかっているときは、エンジンオイル
量を点検できません。マルチファンクションディ
スプレイに "ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ ﾚﾍﾞﾙ ｴﾝｼﾞﾝ ﾃｲｼﾁｭｳ ﾉﾐ!" と
表示されます。
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オーディオ

オーディオ(ラジオ、CDプレーヤーなど)の使用時
にそれぞれの情報を表示します。
オーディオのメイン画面表示中に、'または(
を押すと、ラジオの選局やCDの選曲などができ
ます。

音量調節

2または3を押すと、音量を調節できます。

詳細については、別冊「マルチファンクションコ
ントローラー」の取扱説明書をお読みください。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

聊 

聆 

オフ 

81.3MHz

FM1 1  

80.0MHz

84.7MHz

聒 

FM1 2   

FM1 6
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ナビゲーション・進行方向方位表示

マルチファンクションコントローラーのナビゲー
ション機能で目的地を設定したときに、ルート案
内をマルチファンクションディスプレイに表示す
ることができます。

ルート案内を行なっていないときは、画面に進行方
向の方位が表示されます。

詳細については、別冊「マルチファンクションコ
ントローラー」の取扱説明書をお読みください。

マルチファンクションディスプレイ
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故障表示

故障や異常が起きたとき、車の状況をメッセージ
で表示します。
故障があるときに表示されます。

故障件数画面(この例では3件故障があります)
故障メッセージ画面の例

自動表示機能
走行中に故障が起きたときは、故障メッセージ画
面が自動的に表示されます。
画面を切り替えるときは'または(を押し
ます。

故障メッセージを確認する
エンジンスイッチが1か2の位置のときに表示され
ます。
1 0または9を押して、故障件数画面 を表
示させます。
故障件数が数字で表示されます。

2 'または(を押して、故障メッセージ画面
を順番に表示させます。すべて表示されると、

故障件数画面 に戻ります。

リセット
エンジンスイッチを0の位置にすると、重要度の
高いメッセージを除き、故障メッセージの表示が
消えます。ただし、故障状況が変わらない場合は、
次にエンジンスイッチを1か2の位置にしたとき、
再びメッセージが表示されます。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

ｺｼｮｳ ｶﾞ  3 

聊 
聆 

ﾗﾝﾌﾟ  ｾﾝｻ 
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ 

ﾃﾝｹﾝ! 

注　意 !
・表示される故障や不具合は一部の限られた装備
についてであり、表示される内容も限られてい
ます。故障や不具合の表示は運転者を支援する
ものです。発生した故障に対処して車の安全性
を確保する責任は運転者にあります。

・故障 / 警告メッセージが表示されたときは、必
ず指定サービス工場で点検を受けてください。

・表示される故障 / 警告メッセージについては
(9-15～)をご覧ください。
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各種設定

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

各種設定メイン画面

メイン画面を表示させる

0または9を押して、各種設定メイン画面を表
示させます。

マルチファンクションディスプレイ

ｾｯﾃｲ 

ﾒｰﾀｰｸﾗｽﾀ 
ｼﾞｶﾝ / ﾋﾂﾞｹ 

ﾗﾝﾌﾟ 

ｾｯﾃｲ   

 

ﾘｾｯﾄﾊ  
Rﾉ ﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 
 

ｾｯﾃｲ 

ｾｯﾃｲ   
 

 

R

R

聊 聆 
 

QR

 
ｺｳｼﾞｮｳ  ｼｭｯｶ 
ｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ ﾆ 
ﾘｾｯﾄ  ｼﾏｽｶ ? 

ｼﾞｯｺｳﾊ R ﾎﾞﾀﾝ! 
 

ｺｳｼﾞｮｳ  ｼｭｯｶ 
ｼﾞ ﾉ  ｾｯﾃｲﾆ 
ﾘｾｯﾄ  ｼﾏｼﾀ 

� 

� 

聒 
 

聘 
 

 ｾｯﾃｲ 
ﾘｾｯﾄﾊ 

R ﾉ ﾎﾞﾀﾝ ｦ 
3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 
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注　意 !
走行中でも設定を変更することができますが、安
全のため、必ず停車中に操作してください。



設定グループ選択画面

設定グループ選択画面を表示させる
各種設定メイン画面表示中に'を押して、設定
グループ選択画面を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、設定グループを選択し
ます。

2 選択したグループ名を確認して、'を押すと、
選択したグループ内の最初の設定項目画面が表
示されます。

各種項目画面を選択する
選択した設定項目画面の数値や設定を変更でき
ます。
1 'または(を押すと、次の設定画面が表示
されます。

2 0または9を押すと、次のメイン画面が表
示されます。

[3-74]

ｾｯﾃｲ 

ﾒｰﾀｰｸﾗｽﾀ 
ｼﾞｶﾝ / ﾋﾂﾞｹ 

ﾗﾝﾌﾟ 
R Q
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マルチファンクションディスプレイ

各種設定項目の初期化画面

各種設定項目を初期化する
各グループ内のすべての項目を工場出荷時の設定
に初期化する(戻す)ことができます。

1 0または9を押して、各種設定メイン画面
を表示させます。

2 リセットボタン（3-53）を約3秒間押し続け
ます。
上記の初期化画面が表示されます。

各種設定項目の初期化完了画面

3 初期化画面の表示中(約5秒以内)に、もう1度リ
セットボタンを押します。
初期化を実行し、上記の初期化完了画面が表示
されます。

ｺｳｼﾞｮｳ ｼｭｯｶ 
ｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ ﾆ 
ﾘｾｯﾄ ｼﾏｽｶ? 

ｼﾞｯｺｳﾊ Rﾎﾞﾀﾝ!

 ｾｯﾃｲ  ｾｯﾃｲ 
ｺｳｼﾞｮｳ ｼｭｯｶ 
ｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ ﾆ 
ﾘｾｯﾄ ｼﾏｼﾀ 

知　識

・初期化画面が表示されてから約5秒間リセット
ボタンを押さずにいると、各種設定メイン画面
に切り替わります。

・走行中にリセット操作をしても、安全のため、
初期化されない項目もあります。
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メータークラスタ

マルチファンクションディスプレイ

  

ﾒｰﾀｰｸﾗｽﾀ 
ｼﾞｶﾝ / ﾋﾂﾞｹ 

ﾗﾝﾌﾟ 

ｾｯﾃｲ  

R Q

ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ 
ｿｸﾄﾞ 

ｽﾃｰﾀｽ ﾋｮｳｼﾞ 
ﾋｮｳｼﾞ 

 
R Q

  

ﾋｮｳｼﾞ ﾀﾝｲ 
ｿｸﾄﾞ/ ｿｳｺｳｷｮﾘ 

R Q
㎞ ﾏｲﾙ 

ｹﾞﾝｺﾞ 

R Q
ﾆﾎﾝｺﾞ English

ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ 
ｿｸﾄﾞ 

ﾋｮｳｼﾞ 
ｷﾎﾝ ｶﾞﾒﾝ 

R Q

聊 

聆 

聒 

聘 

聚 

 

聟 

ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
Rﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。



[3-77]

設定グループ選択画面を表示させる
1 各種設定メイン画面を表示させます(3-73)。
2 各種設定メイン画面 表示中に'を押して、
設定グループ選択画面 を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、メータークラスタを
選択します。

2 'を押します。
メータークラスタの最初の設定項目画面が表示
されます。

スピードメーター単位設定画面

マルチファンクションディスプレイの速度と走行
距離の表示単位の設定をすることができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

km
km/h表示になります。

マイル
mph表示になります。

マルチファンクションディスプレイ

R Q

ﾋｮｳｼﾞ ﾀﾝｲ 
ｿｸﾄﾞ/ ｿｳｺｳｷｮﾘ 

㎞ ﾏｲﾙ 
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[3-78]

ディスプレイ言語設定画面

ディスプレイに表示する言語の設定をすることが
できます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ﾆﾎﾝｺﾞ
日本語表示になります。

English
英語表示になります。

マルチファンクションディスプレイ

ｹﾞﾝｺﾞ 

ﾆﾎﾝｺﾞ English
R Q

 

注　意 !
マルチファンクションディスプレイの表示単位が
マイル表示になっていると、誤って速度を超過す
るおそれがあります。必ずkm(km/h)表示を選択
してください。

知　識

1マイル(mph)は約1.6km/hです。マイルを選択
するとトリップメーターやトリップコンピュータ
ーなどもマイル表示になります。



[3-79]

ディスプレイ下段の表示設定画面

ディスプレイ下段の表示の設定をすることができ
ます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｿｸﾄﾞ
ディスプレイ下段の表示が走行速度になります。

ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ
ディスプレイ下段の表示が外気温度になります。

車両情報メイン画面の表示設定画面

車両情報メイン画面の表示の設定をすることがで
きます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｿｸﾄﾞ
車両情報メイン画面の表示が走行速度になります。

ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ
車両情報メイン画面の表示が外気温度になります。

マルチファンクションディスプレイ

ﾋｮｳｼﾞ 
ｷﾎﾝ ｶﾞﾒﾝ 

ｿｸﾄﾞ 
ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ 

R Q
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ｽﾃｰﾀｽ ﾋｮｳｼﾞ 
ﾋｮｳｼﾞ 

 
ｿｸﾄﾞ 

ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ 
R Q



ジカン / ヒヅケ

[3-80]

マルチファンクションディスプレイ

 

聊 
ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
R ﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

聢 

聟 

聒 

聆 

聚 

ｾｯﾃｲ 

Q R
ﾒｰﾀｰｸﾗｽﾀ 
ｼﾞｶﾝ/ﾋﾂﾞｹ 

ﾗﾝﾌﾟ 

ﾌﾝ 
ｾｯﾃｲ ﾊ Rﾎﾞﾀﾝ 

Q R
7 : 23

ｼﾞｶﾝ 
ｾｯﾃｲ ﾊ Rﾎﾞﾀﾝ 

Q R
7 : 23

聘 

ﾄｹｲ 
ｼﾞﾄﾞｳｼｭｳｾｲ 

Q R

ﾋﾂﾞｹ 
ﾂｷ ﾉ ｾｯﾃｲ 

Q R
05 / 25 / 2006

ﾋﾂﾞｹ 
ﾋ ﾉ ｾｯﾃｲ 

Q R
05 / 25 / 2006

Q 

ﾋﾂﾞｹ 
ﾄｼ ﾉ ｾｯﾃｲ 

R
05 / 25 / 2006

Q 

聨 

ｵﾝ ｵﾌ 

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。



[3-81]

マルチファンクションディスプレイ

設定グループ選択画面を表示させる
1 各種設定メイン画面を表示させます(3-73)。
2 各種設定メイン画面 表示中に'を押して、
設定グループ選択画面 を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、ジカン / ヒヅケを選
択します。

2 'を押します。
ジカン / ヒヅケの最初の設定項目画面が表示さ
れます。

時刻の設定方法選択画面

メーターパネルの時計とマルチファンクションコ
ントローラーの時刻を連動させる設定をすること
ができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
メーターパネルの時刻がマルチファンクションコ
ントローラーの時刻に連動します。

ｵﾌ
メーターパネルの時刻などを手動で設定します
(画面 から )。

ﾄｹｲ 
ｼﾞﾄﾞｳ ｼｭｳｾｲ 

Q 
ｵﾝ ｵﾌ 

R

知　識

ｵﾝを選択した場合、画面 ～ は表示されま
せん。
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時刻の設定画面(時)

メーターパネルの時計の「時間」を設定します。

2または3を押して、反転部分の数字を修正し
ます。
続けて「分」を設定するときは、'を押します。
リセットボタンを押すと、時計の針が動き、修正
した時刻に設定されます。

時刻の設定画面(分)

メーターパネルの時計の「分」を設定します。

2または3を押して、反転部分の数字を修正し
ます。
続けて「月」を設定するときは、'を押します。
リセットボタンを押すと、時計の針が動き、修正
した時刻に設定されます。

[3-82]

マルチファンクションディスプレイ

R Q

ﾌﾝ 
ｾｯﾃｲ ﾊ Rﾎﾞﾀﾝ 

7 : 23

知　識

・リセットボタンで時刻を設定すると、時計の針
が早く回転したり、反時計回りに動くことがあ
ります。

・マルチファンクションディスプレイに表示され
る時刻は、メーターパネルの時計の時刻です。

・各種設定項目を初期化しても、時刻は工場出荷
時の設定になりません。

R Q

ｼﾞｶﾝ 
ｾｯﾃｲ ﾊ Rﾎﾞﾀﾝ 

7 : 23



[3-83]

マルチファンクションディスプレイ

日付の設定画面(月)

日付の「月」を設定します。

2または3を押して、反転部分の数字を修正し
ます。
続けて「日」を設定するときは、'を押します。

日付の設定画面(日)

日付の「日」を設定します。

2または3を押して、反転部分の数字を修正し
ます。
続けて「年」を設定するときは、'を押します。

ﾋﾂﾞｹ 
ﾋ ﾉ ｾｯﾃｲ 

Q R
05 / 25 / 2006

ﾋﾂﾞｹ 
ﾂｷ ﾉ ｾｯﾃｲ 

Q R
05 / 25 / 2006
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[3-84]

マルチファンクションディスプレイ

日付の設定画面(年)

日付の「年」を設定します。

2または3を押して、反転部分の数字を修正し
ます。
時刻の設定が終了します。

0または9、'を押して、他の画面を選択し
てください。

ﾋﾂﾞｹ 
ﾄｼ ﾉ ｾｯﾃｲ 

Q R
05 / 25 / 2006



[3-85]

ランプ

マルチファンクションディスプレイ

聊 

聆 

聒 

聘 聚 

聟 

聢 

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ 
ﾗﾝﾌﾟ 

Q R
ﾚﾍﾞﾙ 

012345

ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
R ﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

ｷﾉｳ 
ﾛｹｲﾀ ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

Q 
ｵﾝ ｵﾌ 

ｵﾝ ｵﾌ 

R

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ ｵﾌ 
ﾏﾃﾞ ﾉ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

R Q 

ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟｵﾌ 
ﾏﾃﾞ ﾉ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

R Q 

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ 
ｽｲｯﾁ 

Q 
ﾏﾆｭｱﾙ ﾂﾈﾆ ｵﾝ 
R

ｾｯﾃｲ 

Q R
ｼﾞｶﾝ / ﾋﾂﾞｹ 

ﾗﾝﾌﾟ 
ｼｬﾘｮｳ 

ｵﾌ ｵﾝ 

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。
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[3-86]

設定グループ選択画面を表示させる
1 各種設定メイン画面を表示させます(3-73)。
2 各種設定メイン画面 表示中に'を押して、
設定グループ選択画面 を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、ランプを選択します。
2 'を押します。
ランプの最初の設定項目画面が表示されます。

ヘッドランプ点灯モード設定画面

ヘッドランプの点灯モードの設定をすることがで
きます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ﾏﾆｭｱﾙ
手動点灯モードです。
ヘッドランプなどを点灯するときはランプスイッ
チを操作します。
日本ではこのモードを選択してください。

ﾂﾈﾆ ｵﾝ
常時点灯モードです。
エンジンを始動すると、ヘッドランプなどが常に
点灯します。

マルチファンクションディスプレイ

ﾍｯﾄﾞ ﾗｲﾄ 
ｽｲｯﾁ 

ﾏﾆｭｱﾙ ﾂﾈﾆ ｵﾝ 
R Q

 



[3-87]

ロケイターライティング設定画面

周囲が暗いときに、リモコン操作で解錠すると、ラ
ンプが点灯する機能の設定をすることができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
周囲が暗いときに、リモコン操作で解錠すると、
車幅灯、フロントフォグランプ、テールランプ、
ライセンスランプが点灯します。

ｵﾌ
ロケイターライティングは作動しません。

詳しくは(3-5)をご覧ください。

マルチファンクションディスプレイ

ｷﾉｳ 
ﾛｹｲﾀ ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

Q R
ｵﾝ ｵﾌ 

知　識

・常時点灯モード(ﾂﾈﾆ ｵﾝ)は、走行中の常時点灯
が義務付けられている諸国に対応しています。
日本では手動点灯モード(ﾏﾆｭｱﾙ)に設定して使
用してください。

・常時点灯モード(ﾂﾈﾆ ｵﾝ)で自動的に点灯するラ
ンプは、ヘッドランプ、車幅灯、テールランプ、
ライセンスランプです。その他のランプを点灯
するときは、各スイッチを操作してください。
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[3-88]

マルチファンクションディスプレイ

フロントアンビエントランプ照度設定画面

フロントアンビエントランプの照度の設定をするこ
とができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

1,2,3,4,5
5がもっとも明るく、1がもっとも暗い設定になり
ます。

0
フロントアンビエントランプは点灯しません。

車外ランプ消灯遅延機能設定画面

周囲が暗いときにエンジンを停止すると、ヘッド
ランプなどが点灯する機能の設定をすることがで
きます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
ドアまたはトランクを開いて閉じた後、約15秒後
に、車幅灯、フロントフォグランプ、テールラン
プ、ライセンスランプが消灯します。

ｵﾌ
車外ランプ消灯遅延機能は作動しません。

詳しくは(4-22)をご覧ください。

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ 
ﾗﾝﾌﾟ 

Q R 012345
ﾚﾍﾞﾙ 

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ ｵﾌ 
ﾏﾃﾞ ﾉ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

Q R
ｵﾝ ｵﾌ 



[3-89]

ルームランプ消灯遅延機能設定画面

ルームランプが自動点灯モードで周囲が暗いときに
エンジンスイッチからキーを抜くと、ルームランプ
が点灯する機能の設定をすることができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
キーを抜くと、ルームランプが約10秒間点灯し
ます。

ｵﾌ
ルームランプ消灯遅延機能は作動しません。

詳しくは(5-25)をご覧ください。

マルチファンクションディスプレイ

ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟｵﾌ 
ﾏﾃﾞ ﾉ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ 

Q R
ｵﾝ ｵﾌ 
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[3-90]

シャリョウ

マルチファンクションディスプレイ

聆 

聒 

聘 

聊 
ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
R ﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

ｾｯﾃｲ 

Q R
ﾗﾝﾌﾟ 
ｼｬﾘｮｳ 
ｺﾝﾌｫｰﾄ 

ｵｰﾄﾏﾃｨｯｸ 
ﾄﾞｱ ﾛｯｸ 

ｵﾌ 
R Q 

ｵﾝ 

ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾄ 
(ｳｲﾝﾀｰﾀｲﾔ)

R Q 
ｵﾌ 
LIM

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。



[3-91]

設定グループ選択画面を表示させる
1 各種設定メイン画面を表示させます(3-73)。
2 各種設定メイン画面 表示中に'を押して、
設定グループ選択画面 を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、シャリョウを選択し
ます。

2 'を押します。
シャリョウの最初の設定項目画面が表示され
ます。

スノータイヤスピードリミッター設定画面

最高速度の制限のない国などで、ウィンタータイ
ヤ装着時にタイヤの許容最高速度に応じた最高速
度を設定するための機能です。
日本仕様でも設定はできますが法定速度を守って
走行してください。

2または3を押して、設定内容を選択します。

160km/h、170km/h、180km/h、190km/h、
200km/h、210km/h、220km/h、230km/h、
240km/h
最高速度がそれぞれの速度に設定されます。

ｵﾌ
スノータイヤスピードリミッターは作動しません。

マルチファンクションディスプレイ

Q 
ｵﾌ 

R

ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾄ 
(ｳｲﾝﾀｰﾀｲﾔ)

LIM

安
全
の
た
め
に

運
転
す
る

前
に

運
転
す
る

と
き

快
適
・

室
内
装
備

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

安
全
装
備

こ
ん
な
と
き
は

点
検
と
整
備



[3-92]

車速感応ドアロック設定画面

走行速度が約15km/h以上になると、ドアとトラ
ンクを自動的に施錠する機能の設定をすることが
できます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
車速感応ドアロック機能が作動します。

ｵﾌ
車速感応ドアロック機能は作動しません。

詳しくは(3-25)をご覧ください。

マルチファンクションディスプレイ

Q 
ｵﾝ ｵﾌ 

R

ｵｰﾄﾏﾃｨｯｸ 
ﾄﾞｱ ﾛｯｸ 



[3-93]

コンフォート

マルチファンクションディスプレイ

聊 

聆 

聒 

聚 

聘 

 

ｷﾉｳ 
ｴﾝﾄﾗﾝｽ ﾍﾙﾌﾟ 

ｾｯﾃｲ 

Q R ｺﾝﾌｫｰﾄ 
ｼｬﾘｮｳ 

Dynamicｼｰﾄ 

ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
R ﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

ﾛｯｸｼﾞﾉ 
ﾐﾗｰ ｶｸﾉｳ 

R Q 
ｵﾝ ｵﾌ 

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ ﾍﾙﾌﾟ 
ﾐﾗｰ ﾁｮｳｾｲ 

R Q 

 

 

ｵﾝ ｵﾌ 
R Q 

ｵﾝ ｵﾌ 

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。
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[3-94]

設定グループ選択画面を表示させる
1 各種設定メイン画面を表示させます(3-73)。
2 各種設定メイン画面 表示中に'を押して、
設定グループ選択画面 を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、コンフォートを選択
します。

2 'を押します。
コンフォートの最初の設定項目画面が表示され
ます。

イージーエントリー設定画面

運転席への乗り降りを容易にするイージーエント
リー機能の設定をすることができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
ステアリングが上方に移動します。

ｵﾌ
イージーエントリー機能は作動しません。

詳しくは(3-22)をご覧ください。

マルチファンクションディスプレイ

ｷﾉｳ 
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾍﾙﾌﾟ 

R Q 
ｵﾌ ｵﾝ 



[3-95]

後退時の助手席ドアミラー設定画面

後退時の助手席ドアミラー角度自動調整の設定を
することができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
後退時に助手席ドアミラーが設定された角度にな
ります。

ｵﾌ
後退時に助手席ドアミラーの角度は変わりません。

詳しくは(3-49)をご覧ください。

施錠時のドアミラー格納設定画面

リモコン操作での施錠時のドアミラー格納の設定
をすることができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ｵﾝ
リモコン操作での施錠時にドアミラーが格納され
ます。

ｵﾌ
リモコン操作での施錠時にドアミラーは格納され
ません。

詳しくは(3-5)をご覧ください。

マルチファンクションディスプレイ

  ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ ﾍﾙﾌﾟ 
ﾐﾗｰ ﾁｮｳｾｲ 

R Q 
ｵﾌ ｵﾝ 

ﾛｯｸ ｼﾞ ﾉ 
ﾐﾗｰ ｶｸﾉｳ 

R Q 
ｵﾝ ｵﾌ 
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[3-96]

Dynamicシート＊

聊 

聆 

聒 

聘 

 

ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ 
ｼｰﾄ ｳﾝﾃﾝｾｷ 

ｾｯﾃｲ 

Q R ｺﾝﾌｫｰﾄ 
ｼｬﾘｮｳ 

Dynamicｼｰﾄ 

ｾｯﾃｲ  

ﾘｾｯﾄﾊ  
R ﾉﾎﾞﾀﾝ ｦ 

3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ 

ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ 
ｼｰﾄ ｼﾞｮｼｭｾｷ 

 

 

R Q 
ﾚﾍﾞﾙ1

＊ 

＊ 

R Q 
ﾚﾍﾞﾙ1 ﾚﾍﾞﾙ2

ﾚﾍﾞﾙ2

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



設定グループ選択画面を表示させる
1 各種設定メイン画面を表示させます(3-73)。
2 各種設定メイン画面 表示中に'を押して、
設定グループ選択画面 を表示させます。

設定グループを選択する
1 2または3を押して、Dynamicシートを選
択します。

2 'を押します。
Dynamicシートの最初の設定項目画面が表示
されます。

ドライビングダイナミックシートの
サポートレベル設定画面(運転席)＊

ドライビングダイナミックシート装備車は、運転
席バックレストのサイドサポートのレベルを設定
することができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ﾚﾍﾞﾙ1
サポートが弱くなります。

ﾚﾍﾞﾙ2
サポートが強くなります。

詳しくは(3-14)をご覧ください。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

[3-97]

ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ 
ｼｰﾄ ｳﾝﾃﾝｾｷ 

R Q 
ﾚﾍﾞﾙ1 ﾚﾍﾞﾙ2
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＊オプションまたは仕様により装備が異なります



ドライビングダイナミックシートの
サポートレベル設定画面(助手席)＊

ドライビングダイナミックシート装備車は、助手
席バックレストのサイドサポートのレベルを設定
することができます。

2または3を押して、反転表示を移動します。

ﾚﾍﾞﾙ1
サポートが弱くなります。

ﾚﾍﾞﾙ2
サポートが強くなります。

詳しくは(3-14)をご覧ください。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

[3-98]

ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ 
ｼｰﾄ ｼﾞｮｼｭｾｷ 

R Q 
ﾚﾍﾞﾙ1 ﾚﾍﾞﾙ2

＊オプションまたは仕様により装備が異なります



[3-99]

トリップコンピューター

ショートトリップメーター とロングトリップメ
ーター は、エンジンを始動したとき、またはト
リップメーターをリセットしたときを起点として
以下の情報を表示します。

走行距離(km)
平均速度(km/h)
経過時間(h)
平均燃費(km/l)

ショートトリップメーター画面
ショートトリップメーターは、エンジンを始動した
ときを起点として情報を表示します（"ｽﾀｰﾄ ｶﾗ"）。
エンジンスイッチを0の位置にしてから、またはキ
ーを抜いてから約4時間経過すると、ショートトリ
ップメーターは自動的にリセットされます。
エンジンスイッチが1か2の位置のときは、リセッ
トされません。

ショートトリップメーター画面を表示する

0または9を押して、ショートトリップメー
ター画面を表示させます。

ショートトリップメーターは、手動でもリセット
することができます。

ショートトリップメーターを手動でリセットする
ショートトリップメーター画面が表示されている
ときに、メーターパネルのリセットボタン(3-53)
を押し続けて、表示をリセットします。

4 
3 
2 
1 

マルチファンクションディスプレイ

ｿｳｺｳ  ｶﾉｳ  ｷｮﾘ:

ｽﾀｰﾄ  ｶﾗ 

ﾘｾｯﾄ  ｶﾗ 

 

1:30h
90km/h

7.0km/l
2135km

30:30h
70km/h

6.1km/l
2135km350km

1

2

3

4

1

4

3

2

聒 聆 

聊 
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[3-100]

ロングトリップメーター画面
ロングトリップメーターは、トリップメーターを
リセットしたときを起点として情報を表示します
（"ﾘｾｯﾄ ｶﾗ"）。

ロングトリップメーター画面を表示する
1 0または9を押して、ショートトリップメー
ター画面を表示させます。

2 'を押して、ロングトリップメーター画面を
表示させます。

ロングトリップメーターをリセットする
ロングトリップメーター画面が表示されていると
きに、メーターパネルのリセットボタン(3-53)を
押し続けて、表示をリセットします。

走行可能距離画面
現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を計算
し、予測値として表示します。

走行可能距離を表示させる
エンジンスイッチが2の位置のときに表示され
ます。
1 0または9を押して、ショートトリップメー
ター画面を表示させます。

2 (を押して、走行可能距離画面を表示させ
ます。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ

知　識

リセット後、ロングトリップメーターは、
9,999時間経過後、または99,999km走行後に
自動的にリセットされます。

注　意 !
走行可能距離は、現在までの平均燃費と残り燃料
から計算した予測値です。今後の走行状況に応じ
て大きく変動することがありますので、燃料計を
確認して、早めに給油してください。



[3-101]

電話

通話する(電話を受信する)
電話がかかってきたときにステアリングの通話開
始スイッチ を押します。
電話を受信することができます。

通話を終える(電話を切断する)
ステアリングの通話終了スイッチ を押し
ます。
電話を切断することができます。

メモリー番号による電話の発信
メモリーしてある電話番号に電話をかけることが
できます。
1 電話画面表示中に、'または(を押して、電
話をかける相手先のメモリー番号を選択します。

2 ステアリングの通話開始スイッチ を押し
ます。
電話をかけることができます。

詳細については、別冊「マルチファンクションコ
ントローラー」の取扱説明書をお読みください。

※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予
告なく変更されることがあります。

マルチファンクションディスプレイ
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[3-102]

NOTE
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[4-1]

エンジンスイッチ 4-  2

エンジンの始動と停止 4-  4

オートマチックトランスミッション 4-  5

マニュアルギアシフト 4-10

オートマチック車の運転 4-14

パーキングロックの解除 4-18

ランプ 4-19

方向指示 4-23

非常点滅灯 4-24

ワイパー 4-25

ヘッドランプウォッシャー 4-27

パーキングブレーキ 4-28

ブレーキ 4-29

ABS 4-30

BAS 4-32

SBC 4-33

SBC ホールド 4-35

ESP / 4ESP 4-38

4MATIC 4-41

AIRマティックDCサスペンション 4-42

クルーズコントロール 4-45

可変スピードリミッター 4-50

パークトロニック 4-54

RR

R

R

4. 運転するとき



：キーを差し込む / 抜く位置
：エンジンを停止したまま電気装備の一部を使
用するときの位置

：走行するときの位置
すべての電気装備が使用できます。

：エンジンを始動する位置
エンジンスイッチをいったん の位置までま
わして手を放せば、自動的にスターターがま
わり、エンジンが始動します。

ステアリングロック
エンジンスイッチからキーを抜くとステアリング
がロックされ、キーを差し込むとステアリングの
ロックが解除されます。

?警　告

ごく短時間でも、車から離れるときはエンジンス
イッチからキーを抜いてください。また、子供だ
けを車内に残さないでください。いたずらから車
の発進や火災などの事故が発生するおそれがあり
ます。また、炎天下では車内が非常に高温になり、
熱中症を起こすおそれがあります。

[4-2]

エンジンスイッチ

2

3

1

0

エンジンスイッチ
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[4-3]

エンジンスイッチ

注　意 ! 知　識

・セレクターレバーがhに入っていないときは
キーを抜くことができません。

・エンジンスイッチからキーを抜かずに の位置
で長時間放置していると、キーがまわせなくな
ることがあります。このときは、キーをいった
ん抜き、再度差し込んでからまわしてください。

・キーの発信部が汚れていたり覆われていると、
エンジンを始動できなくなります。

・走行中にエンジンを停止しないでください。エ
ンジンブレーキが効かなくなります。また、ス
テアリングの操作に非常に大きな力が必要にな
ります。

・車のバッテリーあがりを防止するために、駐車
時は必ずエンジンスイッチからキーを抜いてく
ださい。

・エンジンスイッチにエマージェンシーキーを差
し込むことはできません。



エンジンを始動する
1 パーキングブレーキが確実に効いていることを
確認します。

2 セレクターレバーがhに入っていることを確
認します。

3 確実にブレーキペダルを踏みます。
4 エンジンスイッチにキーを差し込み、アクセル
ペダルを踏まずに の位置までまわして手を
放します。

エンジンを始動できないとき
・エンジンスイッチを か の位置まで戻してか
ら再始動してください。
・セレクターレバーがhに入っていることを確
認してください。
エンジンを始動できないときは、指定サービス工
場に連絡してください。

エンジンを停止する
1 完全に停車します。
2 ブレーキペダルを踏んだまま、パーキングブレ
ーキペダルを確実に踏み込み、セレクターレバ
ーをhに入れます。

3 エンジンスイッチを の位置にします。
4 ブレーキペダルから足をゆっくり放します。

注　意 !

知　識

ランプやエアコンディショナーなど、バッテリー
の負担になる装置のスイッチをオフにしておくと
始動性が良くなります。

・エンジンは、セレクターレバーがgに入ってい
るときも始動できますが、安全のため、必ずセ
レクターレバーをhに入れ、ブレーキペダル
を踏んで始動してください。

・少しでも車を動かすときはエンジンを始動し
てください。エンジンが停止していると、ステ
アリングの操作に非常に大きな力が必要になり
ます。

注　意 !
水温が高めのときは、少しの間アイドリング状態
でエンジンを冷却してから、エンジンを停止して
ください。

[4-4]

エンジンの始動と停止

エンジンの始動と停止
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[4-5]

オートマチックトランスミッション

シフト位置表示
エンジンスイッチを2の位置にすると、シフト位
置が表示されます。

シフト位置の選択
セレクターレバーを動かして、シフト位置を選択
します。

h パーキング
駐車およびエンジン始動 / 停止の位置

i リバース
後退するときの位置

g ニュートラル
動力が伝わらない位置
押したり、けん引されることで車を移動できます。

f ドライブ
走行するときの位置
1～5速（7G-TRONIC装備車は1～7速）の範囲
で自動的に変速します。

セレクターレバーセレクターレバーセレクターレバー

シフト位置表示シフト位置表示シフト位置表示

知　識

エンジンスイッチが2の位置で、ブレーキペダル
を踏んでいないと、セレクターレバーをhから
動かすことはできません。

オートマチックトランスミッション

注　意 !
セレクターレバーを操作するときは、完全に停車
して、ブレーキペダルを踏んで行なってください。



走行モード
路面の状況や運転に合わせてオートマチックギア
シフトの走行モードを切り替えることができます。

選択された走行モードはメーターパネルに表示さ
れます。

走行モードの選択
（E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500）

走行モード選択スイッチを押すごとに、Sモード
→Cモード→Sモードと切り替わります。

※スイッチの文字は、予告なく変更されることがあります。

?警　告

選択した走行モードにより変速特性が変わりま
す。必ず路面の状況に合ったモードを選択して
ください。

[4-6]

走行モード選択スイッチ走行モード選択スイッチ走行モード選択スイッチ

オートマチックトランスミッション

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC  / E 500

走行モード表示走行モード表示走行モード表示



走行モードの選択
（E 55 AMG）

走行モード選択スイッチを押すごとに、Sモード→
Cモード→Mモード→Sモードと切り替わります。

走行モードの特性

Sモード(通常走行）

1速から発進します。十分な加速を得たいときに
使用します。

セレクターレバーをiに入れたときはCモードよ
り力強く後退します。

Cモード

2速から発進します。Sモードより早めにシフト
アップが行なわれます。ゆるやかな運転や滑りや
すい路面を走行するときに適しています。

セレクターレバーをiに入れたときはSモードよ
りゆるやかに後退します。

Mモード（マニュアルギアシフト）＊
マニュアルでギアシフトすることができます。
詳しくは（4-10）をご覧ください。

[4-7]

知　識

Cモードのときも、アクセルペダルをいっぱいに
踏み込むか、ティップシフトでギアレンジをb
にしたときは1速から発進します。

オートマチックトランスミッション

走行モード選択スイッチ走行モード選択スイッチ走行モード選択スイッチ

E 55 AMG

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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ティップシフト
走行モードがSモードかCモードのときに、ギアのレ
ンジを選択することができます。
選択されたギアレンジはメーターパネルに表示され
ます。

セレクターレバーによるギアレンジ選択
セレクターレバーがfのときに、セレクターレ
バーをE側へ動かします。そのときの加速や減速
に最も適したギアレンジが選択され、シフトイン
ジケーターにギアレンジが表示されます。

高いギアレンジを選択する
セレクターレバーをD側へ動かします。

低いギアレンジを選択する
セレクターレバーをE側へ動かします。

ティップシフトを解除する
セレクターレバーをD側へ押し続けます。
ティップシフトが解除され、fに入ります。
ギアレンジ表示にfが表示されます。

[4-8]

オートマチックトランスミッション

ギアレンジ表示ギアレンジ表示ギアレンジ表示

?警　告

シフトダウンによる急激なエンジンブレーキを効
かせないでください。タイヤがスリップして車の
コントロールを失い、事故を起こすおそれがあり
ます。
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ステアリングボタンによるギアレンジ選択＊
（E 55 AMG）
セレクターレバーがfのときに、ステアリングの
左側にあるボタンを押します。そのときの加速や減
速に最も適したギアレンジが選択され、シフトイン
ジケーターにギアレンジが表示されます。

高いギアレンジを選択する
右側のボタンを押します。

低いギアレンジを選択する
左側のボタンを押します。

ティップシフトを解除する
右側のボタンを押し続けます。
ティップシフトが解除され、fに入ります。
ギアレンジ表示にfが表示されます。

ギアレンジ

f  1速～5速（7G-TRONIC装備車は1速～7
速）の範囲で自動的に変速します。

＊ 1速～6速の範囲で自動的に変速します。

＊ 1速～5速の範囲で自動的に変速します。

e  1速～4速の範囲で自動的に変速します。

d  1速～3速の範囲で自動的に変速します。
緩やかな坂道などを走行するときに使用し
ます。

c  1速～2速の範囲で自動的に変速します。
急な坂道やエンジンブレーキが必要なとき
に使用します。

b  1速ギアに固定されます。エンジンブレー
キが最大に作用します。

オートマチックトランスミッション

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

ギアレンジ選択ボタンギアレンジ選択ボタン
（高いギアレンジを選択）（高いギアレンジを選択）

ギアレンジ選択ボタンギアレンジ選択ボタン
（低いギアレンジを選択）（低いギアレンジを選択）

ギアレンジ選択ボタン
（高いギアレンジを選択）

ギアレンジ選択ボタン
（低いギアレンジを選択）

知　識

ギアレンジ表示の数字は選択したギアレンジ
を示しており、実際のギアを示すものではあ
りません。
ギアレンジ表示がfのときにセレクターレ
バーをD側に押したり、ステアリング右側の
ギアレンジ選択ボタン（高いギアレンジを選
択）を押すと、車速やエンジン回転数に応じ
てシフトアップが行なわれます。
加速時にエンジンの許容回転数（レッドゾー
ン）を超えるようなときは、自動的にシフト
アップが行なわれます。
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セレクターレバーまたはステアリングのボタンを
操作して、マニュアルでギアシフトすることがで
きます。

マニュアルギアシフトを選択する
走行モード選択スイッチを押して、Mモードを選
択します。
オートマチックギアシフトはオフになります。

マニュアルギアシフト

マニュアルギアシフト＊

知　識

ESPの機能を解除しないで走行することをお勧め
します。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

?警　告
滑りやすい路面状況では、シフトダウンによって
エンジンブレーキが効くと、駆動輪がグリップを
失うおそれがあります。ギアをシフトするときは
十分注意してください。また、滑りやすい路面状
況で駆動輪を空転させると、駆動系部品を損傷す
るおそれがあります。

注　意 !
エンジンが暖まるまでは、エンジンやトランスミ
ッションに大きな負担がかかるような運転をしな
いでください。

走行モード選択スイッチ走行モード選択スイッチ走行モード選択スイッチ



メーターパネルの走行モード表示にMが表示され、
選択されているギアが表示されます。

オートマチックギアシフトに戻す
走行モード選択スイッチを押して、SモードかCモ
ードを選択します。

[4-11]
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知　識

Mモードを選択した状態でエンジンを停止する
と、エンジン再始動時にはオートマチックギアシ
フトに切り替わります。このときは、Mモードを
選択する前の走行時のモード（SモードかCモー
ド）になります。ギア表示 ギア表示 走行モード表示 走行モード表示 

マニュアルギアシフト
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マニュアルギアシフト

セレクターレバーによるギアシフト操作
セレクターレバーをfに入れます。

シフトアップする
セレクターレバーをDの方向に押します。
押すたびに、１段上のギアにシフトします。

シフトダウンする
セレクターレバーをEの方向に押します。
押すたびに、１段下のギアにシフトします。

ステアリングボタンによるギアシフト操作
セレクターレバーをfに入れます。

シフトアップする
ステアリング右側のボタンを押します。
押すたびに、１段上のギアにシフトします。

シフトダウンする
ステアリング左側のボタンを押します。
押すたびに、１段下のギアにシフトします。

シフトアップシフトアップ
ボタンボタン
シフトアップ
ボタン

シフトダウンシフトダウン
ボタンボタン
シフトダウン
ボタン

知　識

ステアリングの左側にはEマーク、右側にはDマー
クがあります。
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シフトアップ表示（E 55 AMG）
エンジン回転数が上昇し、シフトアップするタイ
ミングになったときは、シフトアップマークが表
示されます。
必要に応じて、シフトアップ操作を行なってくだ
さい。

マニュアルギアシフト

シフトアップマーク シフトアップマーク 

注　意 !
・運転者がシフトダウン操作を行なわなくても、
速度とエンジン回転数に応じて、自動的にシフ
トダウンすることがあります。

・運転者がシフトアップ / ダウン操作をしても、
選択したギアが適切でない場合は、エンジン
保護などのため、シフトアップ / ダウンされま
せん。

知　識

・マニュアルギアシフトではメーターパネルに表
示される数字は実際のギアを示しています。運
転者のシフトアップ / ダウン操作や、自動的な
シフトダウンに応じて数字も変わります。

・停車すると、ギアは1速にシフトされます。



[4-14]

オートマチック車の運転

運転する前にオートマチック車の特性を理解し、正
しい操作をしてください。

オートマチック車の特性

クリープ現象：エンジンがかかっているときに、
セレクターレバーがhかg以外に入っている
と、動力がつながった状態になり、アクセルペダ
ルを踏まなくても車がゆっくりと動き出します。
これをクリープ現象といいます。

キックダウン：走行中にアクセルペダルをいっぱ
いまで踏み込むと、自動的に低速ギアに切り替わ
り、エンジンの回転数が上がって素早く加速します。
これをキックダウンといいます。

発進
1 エンジンを始動します。
2 ブレーキペダルを踏んで、踏みしろや踏みごた
えを確認します。

3 ブレーキペダルを踏んだまま、セレクターレバー
を走行位置fに入れます。

4 パーキングブレーキを解除します。
5 ブレーキペダルを徐々に戻して、アクセルペダ
ルをゆっくり踏み込みます。

オートマチック車の運転

?警　告

アクセルペダルを踏んだ状態でセレクターレバー
を操作しないでください。車が急発進するおそれ
があります。

注　意 !
急な坂道で発進するときは、パーキングブレーキ
を効かせたままブレーキペダルから足を放し、ア
クセルペダルをゆっくりと踏んで、車が動き出す
感触を確認してからパーキングブレーキを解除し
て発進してください。
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オートマチック車の運転

通常走行
通常はセレクターレバーをfにして走行します。
アクセルペダルの踏み加減や車速に応じて、自動
的に変速が行なわれます。

素早く加速したいとき
アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、キック
ダウンし、素早く加速します。

上り坂の走行
坂の勾配に応じてティップシフトで低いギアのレ
ンジを選択しておくと、変速の少ない、なめらか
な走行ができます。

下り坂の走行
下り坂をfで走行すると、エンジンブレーキの
効きが弱く、速度が出すぎることがあります。こ
のようなときは、坂の勾配に応じてティップシフ
トで低いギアのレンジを選択し、エンジンブレー
キの効きを強くして走行します。

エンジンブレーキ：走行中にアクセルペダルを戻
したときに発生するエンジンの内部抵抗を利用し
た減速をエンジンブレーキといいます。低速ギア
のときほど効きが強くなります。

?警　告

走行中はセレクターレバーをgに入れないでく
ださい。エンジンブレーキが効かないため、事故
の原因になったり、トランスミッションを損傷す
るおそれがあります。

知　識

エンジンが冷えているときは、より高いエンジン
回転数でシフトアップが行なわれます。

?警　告

・長い下り坂や急な下り坂では必ずエンジンブレー
キを併用してください。ブレーキペダルを踏み
続けたり、急ブレーキを繰り返すと、ブレーキ
が効かなくなるおそれがあります。

・急激なエンジンブレーキを効かせないでくださ
い。スリップして車のコントロールを失い、事
故を起こすおそれがあります。
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オートマチック車の運転

滑りやすい路面での走行
走行モード（4-7）をCモードに切り替え、急加速
や急減速を避けた運転を心がけてください。

停車
セレクターレバーをfに入れたままブレーキペダ
ルを踏みます。
やむを得ず停車が長くなるときは、パーキングブ
レーキを確実に効かせ、セレクターレバーをh
に入れます。

?警　告

滑りやすい路面では、シフトダウンによる急激な
エンジンブレーキを効かせないでください。車の
コントロールを失い、事故を起こすおそれがあり
ます。

注　意 !
シフトダウン操作を行なうとエンジンの許容回転
数（レッドゾーン）を超えるときは、シフトダウ
ン操作を行なってもシフトダウンされません。

?警　告

停車中は空ぶかしをしないでください。万一セレ
クターレバーがfかiに入ると、車が急発進
して重大な事故を起こすおそれがあります。

注　意 !
・急な上り坂などでは、アクセルペダルの踏み具
合によって停車状態を保たないでください。ト
ランスミッションに負担がかかり、過熱や故障
の原因になります。

・停車中はブレーキペダルを確実に踏み、クリー
プ現象（4-14）で車が動かないようにしてく
ださい。

・完全に停車しないうちにセレクターレバーを

hに入れないでください。トランスミッショ
ンを損傷するおそれがあります。
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駐車

1 ブレーキペダルを踏み込んだまま、パーキング
ブレーキを確実に効かせます。

2 セレクターレバーをhに入れます。

3 エンジンスイッチを0の位置にして、エンジン
スイッチからキーを抜きます。

4 ブレーキペダルから足をゆっくり放します。

エマージェンシーモード
トランスミッションに異常が発生して、自動変速が
できなくなったときは、自動的にエマージェンシ
ーモードに切り替わることがあります。この場合、
以下の方法でギアを2速とリバースに入れること
ができるようになり、走行できる場合があります。
安全な場所まで移動して指定サービス工場に連絡
してください。

エマージェンシーモードでの走行
1 安全な場所に停車して、セレクターレバーを

hに入れます。
2 エンジンを停止して、約10秒間待ちます。
3 エンジンを始動します。
4 セレクターレバーをfに入れます。2速ギア
に固定され、前進できます。
または
セレクターレバーをiに入れます。リバース
ギアに固定され、後退できます。

注　意 !
・急な坂道で駐車するときは、パーキングブレー
キを確実に効かせてください。さらに輪止めを
してください。

・短時間でも車から離れるときは、子供だけを車
内に残さないでください。また、ドアウインド
ウやスライディングルーフ＊を閉じ、施錠して
ください。

オートマチック車の運転

注　意 !
・2速やリバースに変速できなかったり、変速で
きても走行できないときは、指定サービス工
場に連絡してください。

・エマージェンシーモードで走行するときは、動
力性能が大きく制限されます。十分に注意して
走行し、指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

?警　告

車から離れるときはセレクターレバーをhに入
れ、必ずパーキングブレーキを効かせてくださ
い。セレクターレバーをhに入れただけでは十
分なブレーキ効果が得られず、坂道などで車が
動き出すおそれがあります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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パーキングロックの解除

オートマチックトランスミッションのセレクターレ
バーをhから動かせないときは、以下の方法で
動かすことができます。
この作業はできるだけ指定サービス工場に依頼し
てください。

1 センターコンソールの小物入れのカバーを開き
ます。

2 小物入れ内部のトレイを取り外します。
3 図のように、小物入れのカバーを約45度の角
度に保ち、前面やや右側にある穴にペンなどを
差し込みます。

4 ペンなどで、パーキングロックの解除ボタンを
押しながら、セレクターレバーをhから動か
します。

パーキングロックの解除 注　意 !
セレクターレバーを動かすことができたときで
も、指定サービス工場で点検を受けてください。

知　識

ペンなどが差し込みにくい場合は、アームレストを
引き上げると差し込みやすくなります。



ランプスイッチをまわして、各位置に合わせます。

/ すべてのランプが消灯

^
周囲の明るさに応じて自動的に点灯 / 消灯
(4-20）

H車幅灯、テールランプ、ライセンスランプ
やスイッチなどの照明が点灯

G車幅灯などに加え、ヘッドランプが点灯

ヘッドランプ
ヘッドランプは手動または自動的に点灯 / 消灯さ
せることができます。ヘッドランプを点灯すると、
メーターパネルのヘッドランプ表示灯Gが点灯
します。

ヘッドランプを手動で点灯する
ランプスイッチをGの位置に合わせます。

ヘッドランプを自動で点灯する
ランプスイッチを^の位置に合わせます。
周囲が暗いとき、エンジンスイッチを1の位置に
すると、車幅灯、テールランプ、ライセンスラン
プが自動的に点灯します。エンジンを始動すると、
上記に加えてヘッドランプも自動的に点灯します。

注　意 !
エンジンを停止した状態で、ランプを長時間点灯
しないでください。バッテリーがあがるおそれが
あります。

[4-19]

ランプスイッチランプスイッチランプスイッチ

ランプ

ランプ

左ハンドル車
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知　識

フロントウインドウの上部中央には明るさを感
知するセンサーがあります。このセンサーは、
レインセンサー(4-25)と同じ位置にあります。
センサー部にステッカーなどを貼付すると、自
動的に点灯 / 消灯しなくなります。
トンネルなどの暗い場所や悪天候のときなど
に、自動的に点灯することがあります。
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ランプ

パーキングランプ
パーキングランプは、暗がりでの駐車時に後続車
などに車の存在を知らせるため、車幅灯とテール
ランプだけを点灯します。

パーキングランプを点灯する
エンジンスイッチが0の位置のとき、またはエン
ジンスイッチにキーを差し込んでいないときにラ
ンプをLまたはMの位置に合わせます。

Lに合わせると右側のパーキングランプが点灯
し、Mに合わせると左側のパーキングランプが
点灯します。

注　意 !
・ランプの点灯 / 消灯に関する責任は運転者にあ
ります。ランプの自動点灯 / 消灯は運転者を支
援する機能です。

・ランプスイッチを^の位置に合わせても、状
況により、自動的に点灯しないことがあります。
必要に応じてランプスイッチでランプを点灯し
てください。

・ランプが自動的に点灯しているときは、エンジ
ンスイッチを0の位置に戻して運転席ドアを開
くと、警告音が鳴り、マルチファンクション
ディスプレイに "ｷｰ ｦ ﾇｲﾃｸﾀﾞｻｲ!" と表示されま
す。このときは、必ずキーを抜いてください。
キーを抜かないと、車幅灯、テールランプ、ラ
イセンスランプなどが点灯したままになり、
バッテリーがあがるおそれがあります。

・ランプスイッチをHまたはGの位置に合わ
せたままエンジンスイッチからキーを抜いて運
転席ドアを開くと、警告音が鳴り、マルチファ
ンクションディスプレイに "ﾗﾝﾌﾟ ｦ ﾃﾝｹﾝｼﾃｸﾀﾞｻ
ｲ!" と表示されます。バッテリーがあがるおそ
れがありますので、ランプスイッチでランプを
消灯してください。

・対向車のライトなどにより、センサーが正常に
作動しなくなり、自動点灯中のランプが消灯す
ることがあります。



フォグランプ
ランプスイッチの位置がHまたはGのとき、ラ
ンプスイッチを引くと、フロント、リアのフォグ
ランプが点灯します。ランプスイッチを押すと、
フォグランプが消灯します。
1段目：フロントフォグランプ点灯（スイッチ横

のK表示灯が点灯）
2段目 ：フロントフォグランプ＋リアフォグラン

プ点灯（スイッチ横のK表示灯とJ
表示灯が点灯）

ヘッドランプ下向き / 上向きの切り替え
下向き ：コンビネーションスイッチを の位置に

します。
ヘッドランプが下向きになります。

上向き ：コンビネーションスイッチを の位置に
します。ヘッドランプが上向きになり、
メーターパネルのハイビーム表示灯C
が点灯します。

パッシング：コンビネーションスイッチを の方
向に引きます。
引いている間、ヘッドランプが上向
きになり、メーターパネルのハイビ
ーム表示灯Cが点灯します。
コンビネーションスイッチから手を
放すと の位置に戻ります。

注　意 !
対向車があるときや市街地を走行するときは、
ヘッドランプを上向きにしないでください。
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注　意 !
・フォグランプは、霧などの悪天候で、十分な視
界が確保できないとき以外には使用しないでく
ださい。対向車や後続車の迷惑になります。

・ランプスイッチが^の位置のときは、フォグ
ランプを点灯することができません。
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車外ランプ消灯遅延機能
周囲が暗いときにエンジンを停止すると、車幅灯、
フロントフォグランプ、テールランプ、ライセン
スランプが点灯し、ドアまたはトランクを開いて
閉じた後、約15秒後に消灯します。
この機能の設定と解除については（3-88）をご覧
ください。

車外ランプ消灯遅延機能を一時的に解除する
エンジンを停止後、エンジンスイッチを2の位置
にすると解除されます。

アクティブライトシステム
周囲が暗いとき、走行中にステアリングを操作す
ると、操作した方向にヘッドランプの向きが変わ
ります。

ランプ

知　識

・エンジンスイッチを0の位置にしてから、ドア
やトランクを閉じたままにするか、ドアやトラ
ンクを開いてそのままにして約60秒後に、ラ
ンプは消灯します。

・この機能は、エンジンを停止してから約60秒
以上経過すると働かなくなります。約60秒以
内なら、ドアまたはトランクを開くたびにラン
プが点灯します。

知　識

・ヘッドランプの角度は、ステアリングの操作角
度や走行速度に応じて変化します。

・変化するヘッドランプの角度は小さいため、変
化がわかりにくいことがあります。



エンジンスイッチが1か2の位置のときに点滅させ
ることができます。
コンビネーションスイッチを上または下へ操作す
ると右または左の方向指示灯が点滅します。
メーターパネルの方向指示表示灯 も点滅し
ます。

ステアリングを直進に戻すとコンビネーションス
イッチは自動的に戻ります。戻らないときは手で
戻してください。
コンビネーションスイッチを軽く操作すると、方
向指示灯が3回点滅します。

知　識

方向指示灯を使用しているときに非常点滅灯ス
イッチを押すと、非常点滅灯が優先されます。再
度、非常点滅灯スイッチを押すと、方向指示灯に
切り替わります。
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故障などの非常時に、やむを得ず路上で停車する
ときなどに使用します。

非常点滅灯を点滅させる
スイッチを押すとすべての方向指示灯が点滅し、
スイッチと、メーターパネルの方向指示表示
灯 も同時に点滅します。
消灯させるときは再度スイッチを押します。

注　意 !
・非常時以外は使用しないでください。
・エンジンを停止して長時間使用すると、バッテ
リーがあがるおそれがあります。

知　識

・非常点滅灯を使用しているときに方向指示の操作
をするとその方向の方向指示灯の点滅に切り替
わります。方向指示灯を消灯させると、再び非
常点滅灯に切り替わります。

・エアバッグが作動すると、非常点滅灯が自動
的に点滅します。自動的に点滅した非常点滅
灯を消灯するときは、非常点滅灯スイッチを
押します。
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非常点滅灯スイッチ 非常点滅灯スイッチ 

非常点滅灯

非常点滅灯



エンジンスイッチが1か2の位置のときにコンビネー
ションスイッチをまわして、スイッチをＩ～ＩＩＩの位
置に合わせます。
0 ： 停止
Ｉ ： AUTOモード

フロントウインドウのレインセンサーが感
知した雨滴量や走行速度などに応じて、ワ
イパーの作動を自動的に切り替えます。

II： 低速モード
ＩＩＩ： 高速モード

レインセンサー
フロントウインドウの図の位置にレインセンサー
があります。

知　識

コンビネーションスイッチが IIの位置のときも、
停車時および低速走行時のワイパーの作動は、レ
インセンサーにより自動調整されます。

知　識

AUTOモードのとき、停車時にフロントドアを開
くとワイパーは作動しません。ドアを閉じて、セ
レクターレバーをfかiにすると、ワイパー
は作動を再開します。

注　意 !
レインセンサー部にステッカーなどを貼付しない
でください。レインセンサーが正しく機能しなく
なります。
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ワイパー

ワイパーのティップ機能
コンビネーションスイッチを矢印 の方向に軽く
押すと、ワイパーが1回だけ作動します（ウォッ
シャー液は噴射しません）。この機能はフロントウ
インドウが濡れているときだけ使用してください。

ウォッシャーを噴射する
エンジンスイッチが1か2の位置のとき、コンビ
ネーションスイッチを矢印 の方向に押し続ける
と、その間ウォッシャー液が噴射し、ワイパーも
作動します。

知　識

・ワイパーが作動しないときは、別のモードを選
択すると作動することがあります。
・ヘッドランプが点灯しているときにフロントウイ
ンドウのウォッシャーを約15回操作すると、ヘ
ッドランプウォッシャーが自動的に作動します。
・冬季にはウォッシャー液の濃度に注意し、冬用
の純正ウォッシャー液を使用してください。

・フロントウインドウを拭くときなどは、必ずコ
ンビネーションスイッチを0（停止）の位置に
してください。ワイパーが動き、けがをするお
それがあります。

・フロントウインドウが乾いているときはワイ
パーを使用しないでください。ウインドウの表
面に細かい傷が付くおそれがあります。フロン
トウインドウが汚れている場合は、必ずウォッ
シャー液を噴射してから使用してください。

・エンジンを停止するときは、必ずコンビネー
ションスイッチの位置を0に戻してください。
コンビネーションスイッチがII～IIIの位置のま
まエンジンスイッチを1の位置にすると、ワイ
パーが作動し、ウインドウが濡れていないとき
は傷が付くおそれがあります。

・フロントウインドウが濡れていないときも、コ
ンビネーションスイッチを Iの位置にすると、
ワイパーが1回作動します。

・ウォッシャー液が出なくなったときは、ウォッ
シャーの操作をしないでください。ウォッシャー
ポンプを損傷するおそれがあります。

・寒冷時にはワイパーがガラスに貼り付くことが
あります。作動させる前に貼り付いていないこ
とを確認してください。貼り付いたままワイ
パーを操作すると、ワイパーブレードやモーター
を損傷するおそれがあります。

・雪などが付着しているときは、雪などを取り除
いてからワイパーを操作してください。作業の
際には、安全のため、エンジンスイッチからキー
を抜いてください。

注　意 !
・停車時にワイパーやウォッシャーを作動させる
ときは、周囲の歩行者に水しぶきがかからない
ように注意してください。
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ヘッドランプウォッシャー

エンジンスイッチが2の位置のときに作動します。
スイッチを押すとウォッシャー液がヘッドランプ
に向けて噴射されます。

ヘッドランプヘッドランプ
ウォッシャースイッチウォッシャースイッチ
ヘッドランプ
ウォッシャースイッチ

ヘッドランプウォッシャー

左ハンドル車

注　意 !
ヘッドランプウォッシャーを使用するときは、
歩行者などにウォッシャー液がかからないよう
に注意してください。
ヘッドランプには樹脂製レンズを使用している
ので、必ず純正の専用ウォッシャー液を使用して
ください。レンズを損傷するおそれがあります。
ウォッシャー液が出なくなったときは、ヘッド
ランプウォッシャーの操作をしないでくださ
い。ウォッシャーポンプを損傷するおそれがあ
ります。

知　識

ヘッドランプが点灯しているときにフロントウ
インドウのウォッシャーを約15回操作すると、
ヘッドランプウォッシャーが自動的に作動し
ます。
冬季にはウォッシャー液の濃度に注意し、冬用
の純正ウォッシャー液を使用してください。
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パーキングブレーキを効かせるときは右足でブ
レーキペダルを踏み、左足でパーキングブレーキ
ペダルをいっぱいまで踏み込みます。
解除するときは解除ハンドルを引きます。

パーキングブレーキ

パーキングブレーキ 注　意 !
パーキングブレーキは完全に停車してから効か
せてください。
急な坂道に駐車するときは、タイヤに輪止めを
してください。

?警　告

パーキングブレーキを効かせたまま走行しないで
ください。パーキングブレーキが過熱して効かな
くなったり、火災が発生するおそれがあります。

知　識

パーキングブレーキを完全に解除していない状
態で走行すると、警告音が鳴り、マルチファン
クションディスプレイに警告メッセージが表示
されます。

解除ハンドル解除ハンドル解除ハンドル

パーキングブレーキペダルパーキングブレーキペダルパーキングブレーキペダル

ブレーキペダルブレーキペダルブレーキペダル

左ハンドル車
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ブレーキ

P
ブレーキ警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し（点灯しないときは警告灯が故障しています）、
エンジン始動後に消灯します。
エンジン始動後もパーキングブレーキを効かせて
いるときは、点灯したままになります。
パーキングブレーキを解除しても消灯しないとき
や、走行中に点灯したときは、ブレーキ液量が不
足しています。安全な場所に停車し、指定サービ
ス工場に連絡してください。

?警　告

・長い下り坂や急な下り坂では必ずエンジンブ
レーキを併用してください。エンジンブレーキ
を併用しないでブレーキペダルを踏み続けた
り、急ブレーキを繰り返すと、ブレーキが効か
なくなり停車できなくなるおそれがあります。

・ブレーキペダルの上に足を置いたまま運転しな
いでください。ブレーキパッドが早く摩耗する
だけでなく、ブレーキが過熱して効かなくなっ
たり、火災が発生するおそれがあります。

注　意 !
・ブレーキが過熱している状態では、ブレーキに
水がかからないようにしてください。ブレーキ
ディスクを破損するおそれがあります。

・水たまりの通過後や洗車直後は、ブレーキの効
きが遅れたり、悪くなることがあります。この
ようなときは、後続車に注意しながら低速で走
行し、ブレーキの効きが回復するまでブレーキ
ペダルを数回軽く踏んでください。

・必ず純正のブレーキパッドを使用してくださ
い。純正以外のブレーキパッドを使用すると、
ブレーキ特性が変わって安全なブレーキ操作が
できなくなるおそれがあります。

・マルチファンクションディスプレイにブレーキ
液またはブレーキパッドに関する故障 / 警告メ
ッセージが表示されたときは（9-18､19）を
ご覧ください。

知　識

バッテリーがあがったり、バッテリーの接続が断
たれると、次にバッテリーを接続しても、エンジ
ン始動後に、マルチファンクションディスプレイ
にESPに関する故障 / 警告メッセージが表示さ
れたり、ABS警告灯が点灯することがあります。
このときはステアリングを左右どちらかにいっぱ
いまでまわし、次に反対方向にいっぱいまでまわ
すと、警告表示や警告灯が消灯します。
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ABS

ABS（アンチロック・ブレーキング・システム）
は、急ブレーキ時や滑りやすい路面でのブレーキ
時など、車が不安定な状況になったときに、タイ
ヤのロックを防ぎ、ステアリングでの車両の操縦
を確保する装置です。

ABS 注　意 !
・ABSは制動距離を短くする装置ではありませ
ん。以下のような路面が滑りやすい状況では、
ABSを装備していない車と比べ制動距離が長
くなることがあります。
◇雪の積もった路面や凍結した路面
◇砂利道などの荒れた路面
◇石だたみのように摩擦係数が連続して変化す
る路面

◇スノーチェーン装着時
・軽くブレーキペダルを踏み込んだだけでもABS
が作動するときは、路面が滑りやすくなってい
ます。十分注意して走行してください。

・ABSに異常があるときは、急ブレーキ時にタイ
ヤがロックしてステアリング操作が効かなくな
り、制動距離が長くなるおそれがあります。

?警　告

・ABSはブレーキ操作を補助する装置で、無謀な
運転からの事故を防ぐものではありません。
ABSが適切に作動しても、車両操縦性や走行安
定性の確保、制動距離の短縮には限界がありま
す。また、タイヤのグリップが失われた状況で
は効果を発揮しません。

・ABS作動時の安全確保や危険回避については運
転者に全責任があります。

・ブレーキ操作をするときは、ブレーキペダルを
しっかりと踏み込んでください。ポンピングブ
レーキを行なうと制動距離が長くなることがあ
ります。
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N
ABS警告灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し（点灯しないときは警告灯が故障しています）、
エンジン始動後に消灯します。
消灯しないときや走行中に点灯したときは、ABS
に異常があります。
通常のブレーキ時の制動能力は確保されますが、
ABS、BAS、ESPは作動しません。
いつもより慎重に運転し、すみやかに指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

ABS

知　識

・ABSは速度が約8km/hを超えると作動できる
ようになります。約3km/h以下の速度では作
動しません。

・ABSに異常があると、以下のシステムも正しく
作動しなくなることがあります。
◇ESP
◇BAS

・ABSに異常があると、マルチファンクション
ディスプレイに、ESPに関する故障 / 警告メッ
セージが表示されることがあります。すみやか
に指定サービス工場で点検を受けてください。

・バッテリー電圧が低下するとABSが一時的に
機能を停止します。電圧が回復すると、機能も
元に戻ります。
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注　意 !
マルチファンクションディスプレイにABSに関
する故障 / 警告メッセージが表示されたときは
（9-15）をご覧ください。
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BAS

BAS（ブレーキアシスト）は、緊急ブレーキの操作
時に、短い時間で大きな制動力を確保するブレーキ
の補助装置です。
BASの操作は、通常のブレーキ操作と同じですが、
ブレーキペダルを踏み込む速さなどをセンサーが
感知して、緊急ブレーキと判断したときに自動的
に作動します。
BASはブレーキペダルから足を放せば自動的に解除
されます。

BAS

?警　告

・BASは緊急ブレーキの操作を補助する装置で、
無謀な運転からの事故を防ぐものではありませ
ん。BASが作動しても制動距離の短縮には限
界があります。また、タイヤのグリップが失わ
れた状況では効果を発揮しません。

・BAS作動時の安全確保や危険回避については
運転者に全責任があります。

知　識

・BASに異常があるときは、マルチファンクショ
ンディスプレイにABSに関する故障 / 警告
メッセージが表示されますが、通常のブレーキ
は作動します。

・バッテリー電圧が低下するとBASが一時的に
機能を停止します。電圧が回復すると機能も元
に戻ります。
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SBC

SBC（センソトロニック・ブレーキ・コントロー
ル）は、運転者のブレーキペダル操作をセンサー
で感知し、あらかじめ蓄圧されたブレーキ液を各
車輪ごとに供給することにより、ブレーキ応答性
を高め、運転状況に応じて最適な制動力を発揮さ
せるためのブレーキ制御システムです。

SBCは以下のときに待機状態になります。
・リモコン操作で解錠したとき
・運転席ドアまたは助手席ドアを開いたとき
・エンジンスイッチを1の位置にしたとき
・ブレーキペダルを踏んだとき
・パーキングブレーキを解除したとき

SBCは以下のときに解除されます。
・エンジンスイッチを0の位置にするか、キーを抜
いてから約2分後

・リモコン操作で施錠してから約20秒後

SBCの特徴
SBCの操作は、通常のブレーキと同じですが、以
下のような特徴があります。
・ブレーキペダルとブレーキ液圧回路が分離して
いるため、ABSが作動しても、ペダルに脈動は
伝わりません。

・エンジン始動後、最初にブレーキペダルを踏ん
んだとき、ブレーキペダルの踏みしろが大きく
なったり、踏み応えが弱くなることがあります。
これはSBCの作動によるもので、ブレーキペダ
ルから足を放すと、通常の踏みしろに戻ります。

・ブレーキペダルに脈動を感じられたり、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることがあります。
この音はSBCポンプから発生しているもので、
異常ではありません。

・通常、SBCはブレーキペダルとブレーキ液圧回
路が分離していますが、SBCに故障が発生する
と、エマージェンシーモードとして、ブレーキ
ペダルとブレーキ液圧回路を接続して、前輪ブ
レーキのみを作動させます。

SBC R

?警　告

・SBCはブレーキ操作を補助するシステムで、無
謀な運転からの事故を防ぐものではありませ
ん。SBCが作動しても、制動距離の短縮や制
動力の確保には限界があります。また、タイヤ
のグリップが失われた状況では効果を発揮しま
せん。

・SBC作動時の安全確保や危険回避については
運転者に全責任があります。
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注　意 !
マルチファンクションディスプレイにブレーキに
関する故障 / 警告メッセージが表示されたときは
（9-19、20）をご覧ください。
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SBC

注　意 !
SBCの点検・修理やブレーキパッドの交換など
は、必ず指定サービス工場で行なってください。
SBCにはブレーキ液を自動的に蓄圧する機能が
あるため、システムを解除してから作業しない
と、ブレーキ液が漏れたり、ブレーキが自動的
に作動してけがをしたり、車を損傷するおそれ
があります。

?警　告

【エマージェンシーモード】
バッテリーの電圧低下などでシステムに十分な電
力が供給されなかったり電気システムなどが故
障したことによりSBCが作動しないときに、ブ
レーキペダルを踏んで発生した油圧で直接前輪ブ
レーキのみを作動させるモードです。マルチファ
ンクションディスプレイにSBCなどの故障 / 警
告メッセージが表示されたときは、安全な場所に
停車して、指定サービス工場に連絡してください。

【ブレーキペダルの踏み込み】
エマージェンシーモードでは、ブレーキペダルを
通常時より深く（奧に）強く踏み込んでください。
また、ブレーキペダルを踏むのに非常に大きな力
が必要になり、制動距離も長くなります。



坂道での発進や信号待ちをしているときなどに、
車が前進または後退することを防ぐ機能です。ブ
レーキペダルを踏み続けたり、パーキングブレー
キを効かせなくても、通常の路面において、車が
停止した状態を維持できます。

SBCホールドを作動させる
セレクターレバーがf、g、iのいずれかに
入っているときで、エンジンがかかっていて車が
停止しているとき、ブレーキペダルをさらに踏み
込みます。
SBCホールドが作動すると、マルチファンクショ
ンディスプレイに "SBC " と表示されます。ブ
レーキペダルから足を放しても、車は停止したま
まになります。

H
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SBCホールド

?警　告

・積雪路面や凍結路面、極端な急勾配の道路など
タイヤが路面をグリップしない状況では、車が
停止した状態を維持できません。SBCホール
ドを使用しないでください。

・SBCホールド使用時の安全確保や危険回避に
ついては運転者に全責任があります。

・エンジンを停止するとき、駐車するとき、車か
ら離れるときは、必ずパーキングブレーキを確
実に効かせ、セレクターレバーをhに入れてく
ださい。

・SBCホールドはパーキングブレーキに代わる
ものではありません。絶対にパーキングブレー
キとして使用しないでください。

・SBCホールドが作動している状態で車から降り
ないでください。他の乗員がスイッチなどに触
れることにより車が動き出すおそれがあります。

・SBCホールドは、車外から、または運転者以外
の同乗者が操作したり解除しないでください。

注　意 !
ブレーキペダルを踏んでもSBCホールドが作動
しないときは、再度ブレーキペダルを踏み込んで
ください。

SBC ホールドR
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SBCホールド

SBCホールドを解除する
次のいずれかの操作で解除されます。
・セレクターレバーがf、iのときにアクセル
ペダルを踏む

・ブレーキペダルを踏む
・セレクターレバーをhに入れる
SBCホールドを解除すると、マルチファンクショ
ンディスプレイの "SBC " の表示が消えます。H

注　意 !
SBCホールドは次のいずれかのときは作動させ
ることができません。
・パーキングブレーキが効いているとき
・セレクターレバーがhに入っているとき
・運転席ドアが開いているとき
・ボンネットのロックが解除されているとき
・エンジンが停止しているとき

注　意 !
・SBCホールドを解除したときは、車の動きに
十分注意してください。

・セレクターレバーをhに入れてSBCホールド
を解除した場合は、パーキングブレーキを効か
せるかブレーキペダルを踏んで、車を確実に停
止させてください。

知　識

・セレクターレバーがgのときにアクセルペダル
を踏んでも、SBCホールドは解除されません。

・SBCホールドが作動して車が停止していると
きにパーキングブレーキを効かせても、SBC
ホールドは解除されません。
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SBCホールド

?警　告

以下のときは、SBCホールドが解除され、車が
動きだすおそれがあります。
・アクセルペダルを踏んだときや、ブレーキペダル
を一度踏んでから足を放したとき

・エンジンを停止したとき
・システムまたは電力供給に異常(バッテリーあ
がりなど)があるとき

・バッテリーの接続が外されたとき
・エンジンルームの電気系システムやヒューズなど
が変更されたとき

注　意 !
・SBCホールドが作動している状態で車から降
りないでください。

・SBCホールドが作動しているときにブレーキ
ペダルを深く踏み込まずに以下の操作をする
と、警告が行なわれます。
◇ボンネットのロックを解除すると、マルチ
ファンクションディスプレイに "ｾﾚｸﾀﾚﾊﾞｰ P ﾆ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ" と警告メッセージが表示されるとと
もに、ホーンが鳴ります。

◇エンジンスイッチを0か1の位置にすると、
マルチファンクションディスプレイに "ｾﾚｸﾀﾚ
ﾊﾞｰ P ﾆ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ" と警告メッセージが表示さ
れます。さらにこの状態で運転席ドアを開く
か、ボンネットのロックを解除するとホーン
が鳴ります。

◇運転席ドアを開くと、マルチファンクション
ディスプレイに "ｾﾚｸﾀﾚﾊﾞｰ P ﾆ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ" と警
告メッセージが表示されます。さらにこの状
態でエンジンスイッチを0か1の位置にする
か、ボンネットのロックを解除するとホーン
が鳴ります。

・警告メッセージが表示されたり、ホーンが鳴っ
たときは、ただちにセレクターレバーをhに
入れて、パーキングブレーキを確実に効かせて
ください。ブレーキペダルを深く踏むことでも、
警告メッセージは消えてホーンも鳴り止みます
が、セレクターレバーの位置によっては車が動
き出すおそれがあります。

・SBCホールドを作動させると、ブレーキペダ
ルを踏んでいなくても車にはブレーキがかかっ
ています。けん引などで車を動かすときは、
SBCホールドを解除してください。
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ESP / 4ESP

ESP（エレクトロニック・スタビリティ・プログ
ラム）は、タイヤの空転時や横滑り時など、車が
不安定な状況になったときに、車両操縦性や走行
安定性を確保しようとするシステムです。

4MATIC車には4ESPが装備されています。4ESP
は4輪駆動システムのために専用に開発されたESP
です。

D
ABS / ESP表示灯
エンジンスイッチを2の位置にすると点

灯し（点灯しないときは表示灯が故障しています）、
エンジン始動後に消灯します。発進時または走行
中に点滅したときは、ABSまたはESPが作動して
います。

?警　告

ABS / ESP表示灯が点滅したときは、タイヤが
空転しているか、車が横滑りしています。アクセ
ルペダルを踏む力を少しゆるめてください。
また、慎重に運転するとともに、以下の操作は絶
対に行なわないようにしてください。
・急ハンドル
・急ブレーキ
・急発進、急加速
・急激なエンジンブレーキ
・ESPの機能の解除

知　識

・ABS警告灯Nが点灯しているときは、ESP
も作動しません。指定サービス工場で点検を受
けてください。

・エンジンがかかっているときに、駐車場などの
ターンテーブルで回転させたり、駐車場のらせ
ん状のアプローチを走行しているときなどに、
マルチファンクションディスプレイにESPに関
する故障 / 警告メッセージが表示され、ABS
警告灯が点灯することがあります。このような
ときは、安全な場所に停車して、エンジンスイ
ッチを0の位置に戻し、エンジンを再始動して
ください。

?警　告

・ESPは車両操縦性や走行安定性を高めるシステ
ムで、無謀な運転からの事故を防ぐものではあ
りません。ESPが作動しても、車両操縦性や走
行安定性の確保には限界があります。また、タ
イヤのグリップが失われた状況では効果を発揮
しません。

・ESP作動時の安全確保や危険回避については運
転者に全責任があります。

ESP / 4ESP RR

注　意 !
マルチファンクションディスプレイにESPに関す
る故障 / 警告メッセージが表示されたときは
（9-15）をご覧ください。



ESPオフスイッチ

ESPオフスイッチは、ESPの機能を解除するため
のスイッチです。

雪道や砂、砂利道などの上を走行するときや、ス
ノーチェーンを装着しているときなどは、ESP
の機能を解除したほうが走行しやすい場合があり
ます。

ESPの機能を解除する
ESPオフスイッチを押します。
ESPの機能が解除されます。メーターパネルの
ABS / ESP表示灯が点灯したことを確認してくだ
さい。

ESPを待機状態にする
ESPオフスイッチを再度押します。
ESPが待機状態になります。メーターパネルの
ABS / ESP表示灯が消灯したことを確認してくだ
さい。

知　識

エンジンを始動したとき、ESPは常に待機状態に
なります。

?警　告

ESPオフスイッチでESPの機能を解除したとき
は、必ず路面の状況に応じた速度で慎重に運転す
るとともに、以下の操作は絶対に行なわないよう
にしてください。
・急ハンドル
・急ブレーキ
・急発進、急加速
・急激なエンジンブレーキ
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ESP / 4ESP

 

ESPオフスイッチ ESPオフスイッチ  
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ESP / 4ESP

知　識

・指定のサイズで4輪とも同じ銘柄のタイヤを装
着しないと、ESPが作動することがあります
（走行中にABS / ESP表示灯が点滅したまま
になります）。

・ABSに不具合が生じたときは、ESPも機能を
停止します。

・バッテリーがあがったり、バッテリーの接続が
断たれると、次にバッテリーを接続しても、エ
ンジン始動後にマルチファンクションディスプ
レイにESPに関する警告メッセージが表示され
ることがあります。このときはステアリングを
左右どちらかにいっぱいまでまわし、次に反対
方向にいっぱいまでまわすと、警告メッセージ
が消え、機能が回復します。

注　意 !
・車輪を上げてけん引されるときは、エンジンス
イッチを2の位置にしないでください。ESPが
作動して、接地している車輪のブレーキが作動
します。また、ブレーキシステムを損傷するお
それがあります

・ESPが故障すると、マルチファンクションディ
スプレイに警告メッセージが表示され、エンジ
ンの出力が低下することがあります。走行が困
難なときは、すみやかに安全な場所に停車して、
指定サービス工場に連絡してください。
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4MATIC

4MATICは、滑りやすい路面での発進時や加速時
の車両安定性を向上させ、操縦性を確保しようと
する4輪駆動システムです。

?警　告

・4MATICは操縦性や車両安定性を高める装備
で、決して無謀な運転からの事故を防ぐもので
はありません。たとえ4MATICでも、操縦性
や車両安定性の確保には限界があります。
・作動時の安全確保や危険回避については運転者
に全責任があります。

注　意 !
4MATIC車であっても雪道や凍結路などでは、
ウィンタータイヤやスノーチェーンを装着して、
速度を控えめにし、車間距離を十分取って運転し
てください。スノーチェーンは後輪に装着してく
ださい。

4MATIC＊

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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AIRマティックDC（デュアルコントロール）サス
ペンションは、運転のスタイルや路面状況などに
応じて、サスペンションや車高を最適な状態に自
動調整します。
また、サスペンションモード選択スイッチで3種
類のモードを選択したり、車高調整スイッチで車
高を上げることもできます。
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AIRマティックDCサスペンション

AIRマティックDCサスペンション＊

サスペンション 
モード選択スイッチ 

車高調整スイッチ 車高調整スイッチ 

サスペンション 
モード選択スイッチ 

?警　告

サスペンションモード選択や車高調整スイッチを
操作するときは、ホイールハウスの近くや車の下
に人がいないことを確認してください。車高が変
化するときに、身体を挟むおそれがあります。

注　意 !
・安全のため、スイッチの操作は停車中に行なっ
てください。

・連続して車高を上げたり下げたりしないでくだ
さい。エアポンプの保護機能によって作動が停
止することがあります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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AIRマティックDCサスペンション

サスペンションモード選択スイッチ
エンジンがかかっているとき、サスペンションモー
ド選択スイッチを押すたびに、サスペンションモー
ドがコンフォート→スポーツ1→スポーツ2→コン
フォートと切り替わります。
スポーツ1またはスポーツ2を選択すると、標準よ
り約15mm低い車高になります。

コンフォート：通常走行用のモードです。
スイッチの表示灯は消灯しています。
他のモードから切り替えたときは、
マルチファンクションディスプレ
イに "AIRﾏﾃｨｯｸDC ｺﾝﾌｫｰﾄ" と約5
秒間表示されます。

スポーツ1：スポーティな走行用のモードです。
スイッチの表示灯が1つ点灯します。
他のモードから切り替えたときは、マ
ルチファンクションディスプレイに
"AIRﾏﾃｨｯｸDC ｽﾎﾟｰﾂ1" と約5秒間表示
されます。

スポーツ2：よりスポーティな走行用のモードです。
スイッチの表示灯が2つ点灯します。
他のモードから切り替えたときは、マ
ルチファンクションディスプレイに
"AIRﾏﾃｨｯｸDC ｽﾎﾟｰﾂ2" と約5秒間表示
されます。

知　識

・エンジンスイッチからキーを抜いても、選択し
たサスペンションモードは記憶されています。

・エンジンスイッチを2の位置にすると、サスペ
ンションモード選択スイッチの表示灯が2つ点
灯します。エンジン始動後は、記憶されている
モードに対応して、表示灯が点灯します。
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AIRマティックDCサスペンション

車高調整スイッチ
悪路を走行するときや、スノーチェーンを装着して
走行するときは、車高調整スイッチで車高を上げ
ます。エンジンがかかっているときに作動します。

車高を上げる　：車高調整スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。
マルチファンクションディスプ
レイに "ｼｬｺｳ ｶﾞ ｱｶﾞﾘﾏｽ" と表示
され、標準より高い車高になり
ます。

車高を元に戻す：再度、車高調整スイッチを押し
ます。
スイッチの表示灯が消灯します。
標準の車高に戻ります。

知　識

・車高調整スイッチで車高を標準より上げたとき
は、走行速度が約120km/h以上の速度になる
か、走行速度が約80～120km/hでの走行が約
5分間続くと、マルチファンクションディスプレ
イに“ﾚﾍﾞﾙ ｾﾝﾀｸ ｼｮｳｷｮ”と表示され、標準の車
高に戻ります。

・サスペンションモードがコンフォートの場合、
約140km/h以上の速度になると標準より約
15mm低い車高になります。その後、約
70km/h以下の速度になると標準の車高に戻り
ます。

・上記の速度域で走行しなかったときは、エンジ
ンスイッチからキーを抜いても、標準より高い
車高のままになります。

・エンジンスイッチを2の位置にすると、車高調
整スイッチの表示灯が点灯します。エンジン始
動後は、記憶されている車高に対応して、表示
灯が点灯します。

注　意 !
マルチファンクションディスプレイに車高に関す
る故障 / 警告メッセージが表示されたときは
（9-17）をご覧ください。
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クルーズコントロール

クルーズコントロールは、アクセルペダルを踏ま
なくても、設定した速度を自動的に維持して走行
できます。
設定できる速度は約30km/h以上です。

クルーズコントロール

?警　告

・車の走行速度や先行車との車間距離の確保など、
クルーズコントロール使用時の安全確保や危険
回避については運転者に全責任があります。

・以下のような場合はクルーズコントロールを使
用しないでください。車のコントロールを失い、
事故を起こすおそれがあります。
◇急な下り坂、急カーブ、曲がりくねった道路
◇加減速を繰り返すような交通状況や交通量の
多い道路

◇降雨時や雪道、凍結路などの滑りやすい路面

注　意 !
・クルーズコントロールは、主に高速道路や自動
車専用道路で使用することを想定したもので
す。市街地では使用しないでください。

・急な上り坂では、クルーズコントロールが速度
を維持するためにシフトダウンしますが、設定
した速度を維持できないことがあります。この
ようなときはアクセルペダルを踏んで加速して
ください。

・急な下り坂などエンジンブレーキだけでクルー
ズコントロールが設定した速度を維持できない
ときは、自動的にSBCが作動してブレーキが
効きます。
それでも設定速度を維持できないときは、ブ
レーキペダルを踏んで減速してください。

・指定のサイズで4輪とも同じ銘柄のタイヤを装
着しないと、クルーズコントロールが誤作動す
るおそれがあります。

・マルチファンクションディスプレイにクルーズ
コントロールに関する故障 / 警告メッセージが
表示されたときは（9-16）をご覧ください。
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クルーズコントロールの使用方法
可変スピードリミッター（4-51）と同じレバーを
使用します。
レバーの表示灯が消灯しているときに、クルーズ
コントロールの操作ができます。
レバーの表示灯が点灯しているときは、可変スピー
ドリミッターの操作ができる状態です。レバーを
の方向に押すと表示灯が消灯し、クルーズコン

トロールを操作できる状態に切り替わります。

クルーズコントロールを設定する
1 レバーの表示灯が消灯していることを確認し
て、希望の速度まで加速、または減速します。

2 希望の速度に達したとき、レバーを か の
方向に操作します。

クルーズコントロールが設定されます。アクセル
ペダルから足を放すと、設定した速度を維持する
ように走行します。
また、クルーズコントロールインジケーターの設定
速度より上の部分が点灯し、マルチファンクション
ディスプレイに設定速度が数秒間表示されます。

[4-46]

クルーズコントロール
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設定速度を上げる
レバーを の方向に操作し続けると加速します。
希望の速度になったら手を放します。
手を放したときの速度に設定されます。

設定速度を下げる
レバーを の方向に操作し続けると減速します。
希望の速度になったら手を放します。
手を放したときの速度に設定されます。

[4-47]
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知　識

・クルーズコントロールインジケーターの目盛り
は5km/h刻みです。

・クルーズコントロールの設定速度の表示と、ス
ピードメーターおよびマルチファンクション
ディスプレイの速度表示には、若干の誤差が生
じることがあります。

・ESPオフスイッチでESPの機能を解除してい
るときは、クルーズコントロールを設定するこ
とができません。

知　識

・レバーを か の方向にごく短時間操作する
と、1km/h単位で速度の設定ができます。

・レバーを の方向に操作して減速しているとき
には、自動的にシフトダウンをしたり、ブレー
キを効かせることがあります。
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クルーズコントロール

一時的に速度を上げる
追い越しなどで一時的に速度を上げるときは、ア
クセルペダルを踏んで速度を上げてください。ア
クセルペダルから足を放すと、元の設定速度に戻
ります。

クルーズコントロールの設定を解除する
・レバーを の方向に押します。

次の操作をしたときも解除されます。
・ブレーキペダルを踏んだとき
・レバーを の方向に押したとき（4-46）。
レバーの表示灯が点灯し、可変スピードリミッ
ターを操作できる状態に切り替わります。

クルーズコントロールの設定が解除されると、ス
ピードメーターのクルーズコントロールインジケー
ターがすべて消灯します。

知　識

・クルーズコントロールを解除する前の設定速度
は記憶されます。ただし、エンジンスイッチを
一度0か1の位置にすると、記憶された速度は
消去されます。

・以下のときは、クルーズコントロールは自動的
に解除されます。
◇セレクターレバーをgに入れたとき
◇ESPオフスイッチでESPの機能を解除した
とき
◇ESPが作動したとき
このとき警告音が鳴り、マルチファンクション
ディスプレイに "ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ ｵﾌ" と数秒間表示
されます。
また、パーキングブレーキを効かせたときも、ク
ルーズコントロールは解除されます。

?警　告

クルーズコントロールはセレクターレバーをg
に入れても解除されますが、走行中はセレクター
レバーをgに入れないでください。エンジンブ
レーキが効かないため、事故を起こしたり、トラ
ンスミッションを損傷するおそれがあります。
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解除前に設定していた速度に再度設定する
約30km/h以上の速度で走行しているときに、レ
バーを の方向に引きます。
解除前に設定していた速度に再度設定されます。
また、クルーズコントロールインジケーターの設
定速度より上の部分が点灯し、マルチファンクショ
ンディスプレイに設定速度が数秒間表示されます。

?警　告

解除前に設定していた速度に再度設定するとき
は、周囲が安全な状況であることを確認してくだ
さい。走行中の速度と設定速度に大きな差がある
と、急加速して事故を起こすおそれがあります。

知　識

・約30km/h以下の速度で走行しているときや、
設定速度が記憶されていない状態でレバーを
の方向に引くと、マルチファンクションディス
プレイに "---km/h" が数秒間表示されます。
・エンジンスイッチを一度0か1の位置にすると、
記憶された速度は消去されます。

クルーズコントロール
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可変スピードリミッター

可変スピードリミッターは、制限速度を設定する
と、アクセルペダルを踏み込んでいても、設定し
た速度を超えないように走行することができます。
設定できる制限速度は30km/hから210km/h、
または250km/hの間です。ただし、車の最高速
度以上に制限速度を設定しても、車の最高速度以
上の速度で走行することはできません。

※設定できる制限速度の上限は、車種や仕様によ
り異なります。

?警　告

・走行時は法定速度を遵守してください。可変ス
ピードリミッター使用時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があります。

・運転を交代するときは、必ず交代する運転者に、
可変スピードリミッターの機能と設定した制限
速度を伝えてください。
可変スピードリミッターの機能を知らずに運転
すると、アクセルペダルを踏んでも速度が上が
らず、事故を起こすおそれがあります。

・可変スピードリミッターはブレーキペダルを踏
んでも解除できません。

・可変スピードリミッターは設定した制限速度
以上に加速する必要のないときに使用してく
ださい。

注　意 !
・可変スピードリミッターの設定速度の表示と、
スピードメーターおよびマルチファンクション
ディスプレイの速度表示には、若干の誤差が生
じることがあります。

・急な下り坂などで惰性がつき、可変スピードリ
ミッターが制限速度を維持できないときは、警
告音が鳴り、マルチファンクションディスプレ
イに "ﾘﾐｯﾄ ｺｴﾏｼﾀ!" と警告メッセージが表示さ
れ、可変スピードリミッターインジケーターが
点滅します。このときはブレーキペダルを踏ん
で減速してください。

・マルチファンクションディスプレイに可変スピ
ードリミッターに関する故障 / 警告メッセージ
が表示されたときは（9-16）をご覧ください。

可変スピードリミッター
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可変スピードリミッターの使用方法
クルーズコントロール（4-46）と同じレバーを使
用します。
レバーの表示灯が点灯しているときに、可変スピー
ドリミッターの操作ができます。
レバーの表示灯が消灯しているときは、クルーズ
コントロールの操作ができる状態です。レバーを
の方向に押すと表示灯が点灯し、可変スピード

リミッターを操作できる状態に切り替わります。

可変スピードリミッターを設定する
レバーの表示灯が点灯していることを確認してく
ださい。
・レバーを か の方向に操作します。
停車中および走行速度が30km/h以下のときは
30km/hに設定されます。
走行速度が30km/h以上のときはそのときの速
度に設定されます。

・レバーを の方向に引きます。
記憶されている制限速度に再度設定されます。

可変スピードリミッターが設定され、可変スピー
ドリミッターインジケーターの設定速度より下の
部分が点灯します。また、マルチファンクションデ
ィスプレイに設定速度が数秒間表示されます。

[4-51]
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可変スピードリミッター

知　識

・可変スピードリミッターインジケーターの目盛
りは5km/h刻みです。

・可変スピードリミッターを解除する前の設定速
度は記憶されます。ただし、エンジンスイッチ
を一度0か1の位置にすると、記憶された速度
は消去されます。

・設定速度が記憶されていない状態でレバーを
の方向に引くと、マルチファンクションディス
プレイに "---km/h" が数回点滅します。

・アクセルペダルを踏んでキックダウンして加速
しているときは、可変スピードリミッターの設
定はできません。

注　意 !
記憶されている速度が走行速度よりも低い場合、
記憶されている速度に再度設定すると、アクセル
ペダルを踏んでいても車は減速します。
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可変スピードリミッター

設定速度を変更する
レバーを操作し、設定速度を変更します。
・レバーを の方向に操作すると、設定速度が
10km/h単位で上がります。

・レバーを の方向に引くと、設定速度が1km/h
単位で上がります。

・レバーを の方向に操作すると、設定速度が
10km/h単位で下がります。

希望する速度になったらレバーから手を放します。

可変スピードリミッターの設定を解除する
・レバーを の方向に押します。

次の操作をしたときも解除されます。
・レバーを の方向に押したとき
レバーの表示灯が消灯し、クルーズコントロー
ルを操作できる状態に切り替わります。

注　意 !
制限速度を設定するときは、周囲の状況、特に後
方の車などに注意しながら操作してください。事
故を起こすおそれがあります。

知　識

次の操作をしたときは可変スピードリミッターが
自動的に解除されます。
・アクセルペダルを踏んでキックダウンしたとき
このときは警告音が鳴ります。
ただし、設定速度より20km/h以上低い速度ま
では、一時的にキックダウンしても可変スピー
ドリミッターは解除されません。

・エンジンを停止したとき



パークトロニックは、フロントとリアのバンパー
にあるセンサーで障害物などを感知し、車と障害
物とのおよその距離を、インジケーターと警告音
で運転者に知らせる装置です。

パークトロニックセンサー
フロントバンパーの6個のセンサーとリアバンパー
の4個のセンサーが車の周辺の障害物などを感知
します。

注　意 !
パークトロニックは運転者を支援するシステムで
す。運転者はパークトロニックだけに頼らず、必
ず周囲の状況を確認してください。特に周辺に人
や動物がいないことを確認してください。

[4-54]

パークトロニック

センサーセンサーセンサー

フロント

パークトロニック＊

センサーセンサーセンサー

リア

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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パークトロニック

センサーの感知範囲
フロントバンパー側：センターで約100cm～20cm

コーナーで約120cm～15cm
リアバンパー側 ：センターで約120cm～20cm

コーナーで約80cm～15cm

注　意 !
・車のセンター付近でバンパーから約20cm以
内、コーナー付近でバンパーから約15cm以内
にある障害物は感知できません。

・センサーに泥や氷、雨、水しぶきなどが付着し
た状態のときは正しく作動しないことがありま
す。このときはインジケーターの赤色表示灯が
点灯します。センサーに損傷を与えないよう注
意して、定期的に清掃(7-22)をしてください。

・システムが故障するとパークトロニックオフス
イッチの表示灯が点灯し、警告音が鳴って機能
が解除されます。指定サービス工場で点検を受
けてください。

・センサーの周辺にアクセサリーなどを取り付け
ないでください。パークトロニックが正常に作
動せず、車を損傷したり事故を起こすおそれが
あります。

・針金やロープなどの細い物や、植木鉢や建物の
張り出しなどセンサーの上下にあるものに十分
注意してください。これらが至近距離にあると
き、状況によっては、センサーがこれらを感知
せず、車や物を損傷するおそれがあります。

・センサーは雪などの超音波を吸収しやすいもの
を感知しないことがあります。

・電波を発するものが近くにあるときや、不整地
などを走行しているときは、パークトロニック
が正しく作動しないことがあります。

・大型車の排気ブレーキや工事用のエアコンプレ
ッサーなどが近くにあると、超音波が乱され、
パークトロニックが正常に作動しないことがあ
ります。
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パークトロニック

インジケーター
フロントのインジケーターはダッシュボード送風
口の上にあります。リアのインジケーターはリア
シート中央上部後方にあります。
フロント、リアともにインジケーター右側の表示
灯は車の右側を、インジケーター左側の表示灯は
車の左側をモニターします。
インジケーターは、バンパーと障害物などとのお
よその距離を、表示灯の点灯数で示します。

パークトロニックが作動すると、パークトロニ
ック作動表示灯が点灯します。
センサー感知範囲に障害物が入ると、黄色の表
示灯が1個点灯します。障害物との距離が短く
なるにつれ、点灯する黄色の表示灯の数が増え
ていきます。
障害物との距離がセンサーの最短感知距離に近
くなると、黄色の表示灯に加えて赤色の表示灯
が1個点灯し、警告音が断続的に約3秒間鳴り
ます。
最短感知距離（約20～15cm）になると、上記
の表示灯に加えて2個目の赤色の表示灯が点灯
し、警告音が連続的に約3秒間鳴ります。

右側インジケーター右側インジケーター右側インジケーター
左側インジケーター左側インジケーター左側インジケーター

パークトロニックパークトロニック
作動表示灯作動表示灯
パークトロニック
作動表示灯

フロントのインジケーター

左側インジケーター左側インジケーター左側インジケーター右側インジケーター右側インジケーター右側インジケーター

パークトロニックパークトロニック
作動表示灯作動表示灯
パークトロニック
作動表示灯

リアのインジケーター
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パークトロニック

パークトロニックの作動
エンジンスイッチが2の位置で走行速度が約
18km/h以下のとき、トランスミッションのシフ
ト位置に応じて以下のように作動します。ただし、
パーキングブレーキが効いているときは作動しま
せん。

・セレクターレバーの位置がfのとき
フロントのセンサーが作動して、フロントの作
動表示灯が点灯します。

・セレクターレバーの位置がiまたはgのとき
フロントとリアのセンサーが作動して、フロン
トとリアの作動表示灯が点灯します。

・セレクターレバーの位置がhのとき
パークトロニックは作動しません。

注　意 !
・障害物がセンサーの最短感知距離よりも近くな
ると、センサーは障害物を感知できなかったり、
正常に作動しなくなることがあります。

・インジケーターの赤色表示灯だけが点灯して警
告音が鳴ったときは、システムに異常があり、
機能が解除されます。このときは、パークトロ
ニックオフスイッチの表示灯が点灯します。

・温度や湿度が高いときや超音波や低周波を発生
させる機器が車の近くにあるとき、またエンジ
ンルームの温度が高いときは、パークトロニッ
クが正常に作動しないことがあります。運転者
はパークトロニックに頼らず、必ず周囲の状況
を確認してください。特に車の周辺に人や動物
がいないことを確認してください。

知　識

パークトロニックは、走行速度が約18km/h以下
のときに待機状態になります。走行速度が約
18km/h以上になると機能を解除します。
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パークトロニック

パークトロニックオフスイッチ
パークトロニックの機能を解除することができ
ます。

パークトロニックの機能を解除する
パークトロニックオフスイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

パークトロニックを待機状態にする
再度、パークトロニックオフスイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

パークトロニック 
オフスイッチ 
パークトロニック 
オフスイッチ 

知　識

パークトロニックオフスイッチでパークトロニッ
クの機能を解除しても、次にエンジンスイッチを
2の位置にすると、パークトロニックは自動的に
待機状態になります。
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エアコンディショナー
(E280) 5- 2

エアコンディショナー
(E350 / E350 4MATIC / 
E500 / E55 AMG) 5-13

ルームランプ 5-25

サンバイザー 5-30

灰皿 5-31

ライター 5-33

アームレスト 5-34

カップホルダー 5-36

グローブボックス 5-37

小物入れ 5-38

リアブラインド 5-41

収納ネット 5-41

CDチェンジャーカバー 5-42

12V電源ソケット 5-43

アシストグリップ 5-44

ルーフラック 5-44

5. 快適・室内装備
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エアコンディショナー（クライメントコントロール）
は、設定温度や外気温度などに応じて、送風量や送
風口の組み合わせなどを自動的に調整し、車内の温
度や湿度などを快適な状態に保ちます。

A・エアコンディショナーの冷媒には、新冷媒
R134aを使用しています。

・地球環境を保護するため、フロンガスを大
気放出することは法律で禁止されています。
また、すべての自動車オーナーは、フロン
ガスが適切に処理されるよう努めなければ
なりません。

・エアコンディショナーの冷媒の補充、交換、
廃棄などは、必ず指定サービス工場にご相
談ください。

注　意 !
・送風温度を高めに設定してあるときは、送風口
が過熱して高温になることがあります。火傷を
するおそれがありますので十分に注意してくだ
さい。

・送風温度を低めに設定してあるときに送風口に
身体を近づけると、しもやけなどを起こすおそ
れがありますので十分に注意してください。

・皮膚の弱い人は、送風口に身体を近づけすぎな
いように注意してください。

・車内が高温になっているときは、エアコンディ
ショナーを作動させる前に換気をしてください。

・ボンネットの吸気口が雪や氷で覆われないよう
にしてください。

知　識

・除湿された水分は車体下方に排水されます。
・ドアウインドウやスライディングルーフ＊が開い
ていると、設定温度を維持することができません。

・ドアウインドウやスライディングルーフが閉じ
ているときにエアコンディショナーを停止する
と、ウインドウが曇りやすくなります。

・一度に大幅に設定温度を変更しても、設定温度
に達するまでの時間はあまり変わりません。

・エアコンディショナーの機能やモードのなかに
は、併用可能な組み合わせがあります。

・エアコンディショナーのフィルター類は定期的
な交換が必要です。

エアコンディショナー(E280)

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

エアコンディショナー
(E280)
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各送風口

[5-3]

リア中央送風口リア中央送風口

足元送風口足元送風口足元送風口
足元送風口足元送風口足元送風口

コントロールパネルコントロールパネルコントロールパネルサイド送風口サイド送風口サイド送風口

ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口

フロントウインドウフロントウインドウ
送風口送風口
フロントウインドウ
送風口

中央送風口中央送風口中央送風口

サイド送風口サイド送風口サイド送風口

リア中央送風口

ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口

エアコンディショナー(E280)
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エアコンディショナー(E280)

中央 / サイド送風口の開閉
開く　：開閉ダイヤルを上方にまわすと徐々に送風

口が開き、風量が上がります。
閉じる：開閉ダイヤルを下方にまわすと徐々に送風

口が閉じ、風量が下がります。止まるまで
まわすと送風口が閉じます。

各送風口の風向調節
ノブを動かして調節します。

ノブノブ

中央送風口（右）中央送風口（右）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
中央送風口（右）
開閉ダイヤル

中央送風口（左）中央送風口（左）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
中央送風口（左）
開閉ダイヤル

ノブ

サイド送風口サイド送風口
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
サイド送風口
開閉ダイヤル

ノブノブノブ

中央送風口 サイド送風口

知　識

送風口開閉ダイヤルを止まるまで下方にまわして
も完全に送風口を閉じることはできません。

知　識

換気効率を上げるため、各送風口の風向きを中央
にすることをお勧めします。
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スイッチの名称
縡 AUTOスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・5-6
縒 送風温度調整(左側)ダイヤル ・・・・・・・・5-7
縱 デフロスタースイッチ ・・・・・・・・・・・5-11
縟 送風量調整スイッチ ・・・・・・・・・・・・・5-7
縉 送風量インジケーター ・・・・・・・・・・・・5-7
縋 送風口インジケーター ・・・・・・・・・・・・5-8
縢 送風口選択スイッチ・・・・・・・・・・・・・・5-8

繆 リアデフォッガースイッチ ・・・・・・・・5-11
繦 送風温度調整(右側)ダイヤル ・・・・・・・・5-7
縻 余熱ヒータースイッチ ・・・・・・・・・・・5-10
縵 ACスイッチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・5-10
縹 オフスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・5-6
繃 内気循環スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・5-9

1

2 3

6 7

8
9

10

1113

4 5

12

エアコンディショナー(E280)

※スイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場
合があります。



通常の使いかた(AUTOモード)
以下の操作をすると、エアコンディショ
ナーがAUTOモードで作動を始め、送風口

の組み合わせと送風量が自動的に調整されるよう
になります。

1 AUTOスイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。このとき送風
量インジケーターと送風口インジケーターは、
点灯しません。

2 温度調整ダイヤルで好みの温度を設定します。

オフスイッチ
エアコンディショナーを停止するときに使
用します。

エアコンディショナーを停止する
オフスイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

[5-6]

エアコンディショナー(E280)

知　識

・通常は22℃に設定することをお勧めします。
・他のスイッチや送風温度調整ダイヤルを操作し
たときもエアコンディショナーは作動しますが、
前回使用していたときと同じ設定になるとは限
りません。
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送風温度調整ダイヤル
送風温度を調整します。

温度を上げる：ダイヤルを時計回り
にまわします。

温度を下げる：ダイヤルを反時計回
りにまわします。

送風量調整スイッチ
AUTOモードで作動しているときに、送
風量調整スイッチを押すと、送風量調整の
AUTOモードが解除され、手動で送風量
の調整ができるようになります。
また、AUTOスイッチの表示灯が消灯し

ます。点灯している送風量インジケーターの表示
灯の数は、送風量を表します。

送風を強くする： スイッチを押します。
送風を弱くする： スイッチを押します。

[5-7]

エアコンディショナー(E280)

知　識

送風量スイッチを操作すると、リアの送風口から
の送風量も増減します。

知　識

・送風温度は左右別々に設定できます。
・通常は22℃に設定することをお勧めします。



送風口選択スイッチ
AUTOモードで作動しているときに、送
風口選択スイッチを押すと、送風口選択
のAUTOモードが解除され、手動で送風
口を選択できるようになります。

また、AUTOスイッチの表示灯が消灯します。
送風口インジケーターの表示灯を、送風したい送
風口のマークに合わせます。

表示灯を反時計まわりに移動させる
スイッチを押します。

表示灯を時計まわりに移動させる
スイッチを押します。

: 中央(フロントとリア)送風口とサイド送風
口を中心に送風されます。

: フロントウインドウ送風口とドアウインド
ウ送風口、中央(フロントとリア)送風口、サ
イド送風口を中心に送風されます。

: 足元(フロントとリア)送風口と中央(フロン
トとリア)送風口、サイド送風口を中心に送
風されます。

: フロントウインドウ送風口とドアウインド
ウ送風口、足元(フロントとリア)、中央(フロ
ントとリア)送風口、サイド送風口を中心に
送風されます。

[5-8]

エアコンディショナー(E280)

知　識

・送風口選択インジケーターの表示灯を各送風口
マークの間に合わせることにより、組み合わせ
た送風口からの送風を行なうこともできます。
・選択した送風口以外の送風口からも、微量の送
風が行なわれることがあります。
・中央(フロントとリア)とサイド送風口からの送
風は、常に自動的に調整されています。
・リア足元の送風口はフロントシートの下にあり
ます。荷物などで送風口をふさがないでくだ
さい。
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エアコンディショナー(E280)

内気循環スイッチ
外気が汚れているトンネル内などで内気循
環に切り替えるときに使用します。

内気循環にする：スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

外気導入にする：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

外気導入(表示灯が消灯)のときに、スイッチを約2
秒以上押し続けると、ドアウインドウとスライデ
ィングルーフ＊が自動で閉じます。

内気循環(表示灯が点灯)のときに、スイッチを約2
秒以上押し続けると、ドアウインドウとスライディ
ングルーフ＊が、前回開いていた位置まで自動で
開きます。

内気循環モードは一定時間を経過すると、外気導
入に切り替わります。
・外気温度が5℃以上のとき：約30分後
・外気温度が5℃以下のとき：約5分後
・ACモードを解除しているとき：約5分後

知　識

・ドアウインドウとスライディングルーフが閉じ
ているときに内気循環にするとウインドウが曇
りやすくなります。

・外気温度が非常に高いときは、自動的に内気循
環に切り替わり冷房効率を高めますが、表示灯
は点灯しません。約30分経過すると、一定の
割合で外気導入をはじめます。

・デフロスタースイッチを押すか、ACモードを
解除すると、外気導入になります。

注　意 !
・内気循環スイッチでドアウインドウやスライデ
ィングルーフを閉じているときに、挟み込みな
どの抵抗があると、ただちに動きを止めて少し
開く機能がありますが、乗員が身体を挟まれな
いよう、十分に注意してください。

・内気循環スイッチでドアウインドウを開いて
いるときは、ドアウインドウに身体を寄りか
けないでください。ウインドウとドアフレー
ムとの間に身体が引き込まれてけがをするお
それがあります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

知　識

内気循環スイッチで閉じたドアウインドウやスラ
イディングルーフを別のスイッチで開いた場合、
開いたドアウインドウやスライディングルーフを
この機能で前回開いていた位置まで開くことはで
きません。
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ACスイッチ
AUTOモードでエアコンディショナーを作
動させたときは、スイッチの表示灯が点灯

して、自動的にACモードになり、除湿 / 冷房され
た空気が送風されます。

ACモードを解除する
ACスイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯して、除湿 / 冷房されて
いない空気が送風されます。
ACモードにするときは、再度ACスイッチを押し
ます。

余熱ヒータースイッチ
エンジン停止後に車内を暖房するときに
使用します。

使用する：エンジンスイッチを0か1の位置にする
か、エンジンスイッチからキーを抜き
ます。
余熱ヒータースイッチを押します。ス
イッチの表示灯が点灯します。
送風温度調整ダイヤルで好みの温度に
設定します。
設定温度や外気温度により、送風口の
組み合わせは自動的に調整されます。

停止する：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

以下のときは、余熱ヒーターが自動的に停止します。
・エンジンスイッチを2の位置にしたとき
・余熱ヒーターを作動させてから約30分後
・バッテリーの電圧が低下したとき

エアコンディショナー(E280)

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

知　識

・除湿 / 冷房された空気は、エンジンがかかって
いるときに送風されます。

・ドアウインドウとスライディングルーフ＊が閉
じているときにACモードを解除すると、ウイ
ンドウが曇りやすくなります。

・エアコンディショナーの冷媒が減っているとき
にACスイッチを押すと、表示灯が点滅もしく
は消灯したままになり、エアコンディショナー
は作動しません。すみやかに指定サービス工場
で点検を受けてください。

知　識

・余熱ヒーターの送風量は一定に保たれます。
・エンジン冷却水の温度が低いときは暖気の送風
は行なわれません。
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デフロスタースイッチ
フロントウインドウとフロントドアウイン
ドウの曇りを取るときに使用します。

使用する：スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

停止する：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

リアデフォッガースイッチ
リアウインドウの曇りを取るときに使用し
ます。

使用する：スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

停止する：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

エンジンスイッチが2の位置のときに使用できます。
リアデフォッガーは約6～20分後に自動的に停止
します。

エアコンディショナー(E280)

知　識

・外気温度と走行速度により、リアデフォッガー
が自動的に停止するまでの時間は異なります。

・バッテリーの電圧が低くなると自動的に停止
し、表示灯が点滅します。電圧が回復すると自
動的に作動を始めます。

注　意 !
・リアウインドウに雪や氷が付着している場合
は、それらを取り除いてから使用してください。

・消費電力が大きいため、曇りが取れたら早めに
停止してください。

知　識

・曇りが取れたら、すみやかに解除してください。
・デフロスタースイッチを押すとデフロスター専
用のモードになりますが、再度スイッチを押す
と元のモードに戻ります。
ただし、内気循環にしていたときは外気導入に
切り替わり、ACモードを解除していたときは
ACモードに設定されます。

・車外の湿度が高いときなどに、フロントウイ
ンドウの外側が曇ることがあります。このと
きは、フロントウインドウに冷気が当たらな
いように送風口を選択すると、外側の曇りを
軽減できます。
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エアコンディショナー(E280)

リア中央送風口

風量調節
開く　：開閉ダイヤルを上方にまわすと風量が上

がります。
閉じる：開閉ダイヤルを下方にまわすと風量が下

がります。止まるまで下方にまわすと、
送風が止まります。

風向調節
ノブを動かして調節します。

リア中央送風口（右）リア中央送風口（右）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
リア中央送風口（右）
開閉ダイヤル

ノブノブノブ

リア中央送風口（左）リア中央送風口（左）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
リア中央送風口（左）
開閉ダイヤル

リア中央送風口

知　識

・送風口開閉ダイヤルを止まるまで下方にまわし
ても、完全に送風口を閉じることはできません。
・送風温度は、フロントの中央送風口からの送風
温度とほぼ同じです。
・リアの足元送風口が、フロントシート下にあ
ります。荷物などで送風口をふさがないでく
ださい。
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エアコンディショナー(クライメートコントロール)
は、設定温度や外気温度などに応じて、送風量や
送風口の組み合わせなどを自動的に調整し、車内
の温度や湿度などを快適な状態に保ちます。
車内の前後左右、4つのゾーンをそれぞれ好みの
設定にすることができます。

A・エアコンディショナーの冷媒には、新冷媒
R134aを使用しています。

・地球環境を保護するため、フロンガスを大
気放出することは法律で禁止されています。
また、すべての自動車オーナーは、フロン
ガスが適切に処理されるよう努めなければ
なりません。

・エアコンディショナーの冷媒の補充、交換、
廃棄などは、必ず指定サービス工場にご相
談ください。

知　識

・除湿された水分は車体下方に排水されます。
・ドアウインドウやスライディングルーフ＊が開い
ていると、設定温度を維持することができません。

・ドアウインドウやスライディングルーフが閉じ
ているときにエアコンディショナーを停止する
と、ウインドウが曇りやすくなります。

・一度に大幅に設定温度を変更しても、設定温度
に達するまでの時間はあまり変わりません。

・エアコンディショナーの機能やモードのなかに
は、併用可能な組み合わせがあります。

・エアコンディショナーのフィルター類は定期的
な交換が必要です。

エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

エアコンディショナー
(E350 / E 350 4MATIC /
E 500 / E 55 AMG)

注　意 !
・送風温度を高めに設定してあるときは送風口
が過熱して高温になることがあります。火傷
をするおそれがありますので十分に注意して
ください。

・送風温度を低めに設定してあるときに送風口に
身体を近づけると、しもやけなどを起こすおそ
れがありますので十分に注意してください。

・皮膚の弱い人は、送風口に身体を近づけすぎな
いように注意してください。

・車内が高温になっているときは、エアコンディ
ショナーを作動させる前に換気をしてください。

・ボンネットの吸気口が雪や氷で覆われないよう
にしてください。



各送風口
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リア中央送風口リア中央送風口

足元送風口足元送風口足元送風口
足元送風口足元送風口足元送風口

コントロールパネルコントロールパネルコントロールパネルサイド送風口サイド送風口サイド送風口

ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口

フロントウインドウフロントウインドウ
送風口送風口
フロントウインドウ
送風口

ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口ドアウインドウ送風口
中央送風口中央送風口中央送風口

サイド送風口サイド送風口サイド送風口

リア中央送風口

エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

左ハンドル車
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

各送風口の開閉
開く　：開閉ダイヤルを上方にまわすと徐々に送風

口が開き、風量が上がります。
閉じる：開閉ダイヤルを下方にまわすと徐々に送風

口が閉じ、風量が下がります。止まるまで
まわすと送風口が閉じます。

各送風口の風向調整
ノブを動かして調整します。

ノブノブ

中央送風口（右）中央送風口（右）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
中央送風口（右）
開閉ダイヤル

中央送風口（左）中央送風口（左）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
中央送風口（左）
開閉ダイヤル

ノブ

サイド送風口サイド送風口
開閉ダイヤル開閉ダイヤル
サイド送風口
開閉ダイヤル

ノブノブノブ

中央送風口 サイド送風口
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知　識

送風口開閉ダイヤルを止まるまで下方にまわして
も、完全に送風口を閉じることはできません。

知　識

換気効率を上げるため、各送風口の風向きを中央
にすることをお勧めします。
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

スイッチの名称
縡 AUTOスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・5-17
縒 送風口選択ダイヤル・・・・・・・・・・・・・5-19
縱 リアデフォッガースイッチ ・・・・・・・・5-23
縟 送風温度調整スイッチ ・・・・・・・・・・5-18
縉 デフロスタースイッチ ・・・・・・・・・・・5-22
縋 ACスイッチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・5-21
縢 リアエアコンディショナースイッチ ・・・・5-21

繆 送風量調整スイッチ(強) ・・・・・・・・・・5-18
繦 オフスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・5-17
縻 送風量調整スイッチ(弱) ・・・・・・・・・・5-18
縵 余熱ヒータースイッチ ・・・・・・・・・・・5-22
縹 内気循環スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・5-20
繃 ディスプレイ ・・・・・・・・・・・・・・・・・5-17

知　識

気温や日射の強さにより、エンジン始動後は約
30秒間、足元に送風が行なわれます。

※スイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場
合があります。



通常の使いかた(AUTOモード)
以下の操作をすると、エアコンディショ
ナーがAUTOモードで作動を始め、送風口

の組み合わせと送風量が自動的に調整されるよう
になります。

1 AUTOスイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯して、ディスプレイに
AUTOが表示されます。

2 送風温度調整スイッチで好みの温度を設定します。
通常は22℃に設定することをお勧めします。

オフスイッチ
エアコンディショナーを停止するときに使
用します。

エアコンディショナーを停止する
オフスイッチを押します。
ディスプレイに0と表示されます。

知　識

他のスイッチや送風口選択ダイヤルを操作したとき
もエアコンディショナーは作動しますが、前回使用
していたときと同じ設定になるとは限りません。

[5-17]

エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

送風温度 送風温度 送風温度 送風温度 

オート（自動） オート（自動） 

送風量インジケーター 送風量インジケーター 
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

送風温度調整スイッチ
送風温度を調整します。ディスプレイに
表示される送風温度が変化します。

送風温度を上げる：スイッチの上側を押します。
送風温度を下げる：スイッチの下側を押します。

送風量調整スイッチ
AUTOモードで作動しているとき
にこのスイッチを操作すると、送

風量調整のAUTOモードが解除され、手動で送風量
を調整できるようになります。このとき、ディスプ
レイのAUTO表示が消え、送風量インジケーターが
表示されます。

送風を強くする：0(大)スイッチを押します。
表示される送風量インジケータ
ーの数が増えます。

送風を弱くする：0(小)スイッチを押します。
表示される送風量インジケータ
ーの数が減ります。

知　識

送風量スイッチを操作すると、リアの送風口から
の送風量も増減します。

赤 

青 

知　識

・送風温度は左右別々に設定できます。
・通常は22℃に設定することをお勧めします。

送風量インジケーター送風量インジケーター送風量インジケーター
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

送風口選択ダイヤル
AUTOモードで作動しているときに
このダイヤルを操作すると、送風口
選択のAUTOモードが解除され、手
動で送風口を選択できるようになり
ます。このとき、AUTOスイッチの
表示灯が消灯します。

: 中央(フロントとリア)送風口とサイド送風
口を中心に送風されます。

: フロントウインドウ送風口とドアウインド
ウ送風口、中央(フロントとリア)送風口、サ
イド送風口を中心に送風されます。

: 足元(フロントとリア)送風口と中央(フロン
トとリア)送風口、サイド送風口を中心に送
風されます。

: フロントウインドウ送風口とドアウインド
ウ送風口、足元(フロントとリア)、中央(フロ
ントとリア)送風口、サイド送風口を中心に
送風されます。

知　識

・ダイヤルを各送風口マークの間に合わせること
により、組み合わせた送風口からの送風を行な
うこともできます。

・選択した送風口以外の送風口からも、微量の送
風が行なわれることがあります。

・送風口の組み合わせは左右別々に選択できます。
・中央とサイド(フロントとリア)送風口からの送
風は、常に自動的に調整されています。

・リア足元の送風口はフロントシートの下にあ
ります。荷物などで送風口をふさがないでく
ださい。
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

内気循環スイッチ
外気が汚れているトンネル内などで内気
循環に切り替えるときに使用します。

内気循環にする：スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

外気導入にする：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

外気導入(表示灯が消灯)のときに、スイッチを2秒
以上押し続けると、ドアウインドウとスライディ
ングルーフ＊が自動で閉じます。

内気循環(表示灯が点灯)のときに、スイッチを2秒
以上押し続けると、ドアウインドウとスライディン
グルーフ＊が、前回開いていた位置まで自動で開
きます。

内気循環モードは一定時間を経過すると、外気導
入に切り替わります。
・外気温度が5℃以上のとき：約30分後
・外気温度が5℃以下のとき：約5分後
・ACモードを解除しているとき：約5分後

知　識

・ドアウインドウとスライディングルーフが閉じ
ているとき、内気循環にするとウインドウが曇
りやすくなります。

・外気温度が非常に高いときは、自動的に内気循
環に切り替わり冷房効率を高めますが、表示灯
は点灯しません。約30分経過すると、一定の
割合で外気導入をはじめます。

・デフロスタースイッチを押すかACモードを解
除すると、外気導入になります。

注　意 !
・内気循環スイッチでドアウインドウやスライデ
ィングルーフを閉じているときに、挟み込みな
どの抵抗があると、ただちに動きを止めて少し
開く機能がありますが、乗員が身体を挟まれな
いよう、十分に注意してください。

・内気循環スイッチでドアウインドウを開いて
いるときは、ドアウインドウに身体を寄りか
けないでください。ウインドウとドアフレー
ムとの間に身体が引き込まれてけがをするお
それがあります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

知　識

内気循環スイッチで閉じたドアウインドウやスラ
イディングルーフを別のスイッチで開いた場合、
開いたドアウインドウやスライディングルーフを
この機能で前回開いていた位置まで開くことはで
きません。
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

ACスイッチ
AUTOモードでエアコンディショナーを
作動させたときは、スイッチの表示灯が

点灯して、自動的にACモードになり、除湿 / 冷房
された空気が送風されます。

ACモードを解除する
ACスイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯して、除湿 / 冷房されて
いない空気が送風されます。
ACモードにするときは、再度ACスイッチを押し
ます。

リアエアコンディショナースイッチ
フロントのコントロールパネルでリアエ
アコンディショナーを操作できます。

スイッチを押すと、ディスプレイの表示が切り替
わり、フロントの送風温度調整スイッチで、リア中
央送風口とリアサイド送風口の送風温度を左右
別々に設定することができます。再度、スイッチ
を押すと、この機能は解除されます。

リアエアコンディショナーインジケーターリアエアコンディショナーインジケーターリアエアコンディショナーインジケーター

知　識

・除湿 / 冷房された空気は、エンジンがかかって
いるときに送風されます。

・ACモードを解除するとウインドウが曇りやす
くなります。ACモードを解除するときは短時
間にとどめてください。
・ACスイッチを押しても表示灯が点滅もしくは
消灯したままのときは、エアコンディショナー
の冷媒が減っているためエアコンディショナー
は作動しません。すみやかに指定サービス工場
で点検を受けてください。

知　識

スイッチを押してから約5秒間何も操作をしない
と、この機能は解除され、ディスプレイが通常の
表示に切り替わります。
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

余熱ヒータースイッチ
エンジン停止後に車内を暖房するときに使
用します。

使用する：エアコンディショナーを作動させ、好
みの送風温度に調整します。
エンジンスイッチを0か1の位置にする
か、エンジンスイッチからキーを抜き
ます。
余熱ヒータースイッチを押します。デ
ィスプレイに "REST" と表示されます。
設定温度や外気温度により、送風口の
組み合わせは自動的に調整されます。

停止する：再度、スイッチを押します。
ディスプレイのREST表示が消えます。

以下のときは、余熱ヒーターが自動的に停止します。
・エンジンスイッチを2の位置にしたとき
・余熱ヒーターを作動させてから約30分後
・バッテリーの電圧が低下したとき

デフロスタースイッチ
フロントウインドウの曇りを取るときに
使用します。

使用する：スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

停止する：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

知　識

・曇りが取れたら、すみやかに解除してください。
・デフロスタースイッチを押すとデフロスター専
用のモードになりますが、再度、スイッチを押
すと元のモードに戻ります。ただし、内気循環
にしていた場合は外気導入に切り替わり、AC
モードを解除していたときは、ACモードに設
定されます。

・車外の湿度が高いときなどに、フロントウイ
ンドウの外側が曇ることがあります。このと
きは、フロントウインドウに冷気が当たらな
いように送風口を調整すると、外側の曇りを
軽減できます。知　識

・送風量は一定に保たれます。
・エンジン冷却水の温度が低いときは暖気の送風
は行なわれません。
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リアデフォッガースイッチ
リアウインドウの曇りを取るときに使用し
ます。

使用する：スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

停止する：再度、スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

エンジンスイッチが2の位置のときに使用できます。
リアデフォッガーは約6～20分後に自動的に停止
します。

注　意 !
・リアウインドウに雪や氷が付着している場合
は、それらを取り除いてから使用してください。

・消費電力が大きいため、曇りが取れたら早めに
停止してください。

知　識

・外気温度と走行速度により、リアデフォッガー
が自動的に停止するまでの時間は異なります。

・バッテリーの電圧が低くなると自動的に停止
し、表示灯が点滅します。電圧が回復すると自
動的に作動を始めます。

エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)



リアエアコンディショナー
リアエアコンディショナーは、フロントエアコン
ディショナーに連動して作動 / 停止します。

中央送風口の風量調整
開く　：開閉ダイヤルを上方にまわすと風量が上

がります。
閉じる：開閉ダイヤルを下方にまわすと風量が下

がります。止まるまで下方にまわすと、
送風が止まります。

サイド送風口の風量調整
開く　：開閉ダイヤルを外側にまわすと風量が上

がります。
閉じる：開閉ダイヤルを内側にまわすと風量が下

がります。止まるまで内側にまわすと、
送風が止まります。

各送風口の風向調節
ノブを動かして調節します。
送風温度調整
送風温度を上げる：送風温度調整スイッチの上側

を押します。
送風温度を下げる：送風温度調整スイッチの下側

を押します。
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エアコンディショナー(E350 / E 350 4MATIC / E 500 / E 55 AMG)

ノブノブノブ

ディスプレイディスプレイディスプレイ

送風温度調整スイッチ送風温度調整スイッチ(左) 送風温度調整スイッチ送風温度調整スイッチ(右)送風温度調整スイッチ(左) 送風温度調整スイッチ(右)

リア中央送風口（右）リア中央送風口（右）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル

リア中央送風口（左）リア中央送風口（左）
開閉ダイヤル開閉ダイヤル

リア中央送風口（右）
開閉ダイヤル

リア中央送風口（左）
開閉ダイヤル

リアサイド送風口 
開閉ダイヤル 
リアサイド送風口 
開閉ダイヤル 

ノブ ノブ 

リア中央送風口 リアサイド送風口

知　識

・送風温度は左右別々に設定できます。
・通常は22℃に設定することをお勧めします。
・フロントの送風量調整スイッチを操作すると、
リアの送風口からの送風量も増減します。

・フロントドアが開いているときはリアサイド送
風口からは送風されません。

・送風口開閉ダイヤルを止まるまで下方または内
側にまわしても完全に送風口を閉じることはで
きません。
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※スライディングルーフ非装備車は、スイッチな
どの形状が異なります。

自動点灯モード
ルームランプスイッチ縱が押されていない状態のと
きは、自動点灯モードになります。周囲が暗いとき、
ルームランプは以下のように点灯 / 消灯します。
・エンジンスイッチからキーを抜くと点灯し、約
10秒後に消灯します(3-89)。
・リモコン操作で解錠すると点灯し、約30秒後に
消灯します。

・フロントドアを開くとフロントルームランプが
点灯し、リアドアを開くとリアルームランプが
点灯します。
◇エンジンスイッチが2の位置のときはドアを
閉じるとただちに消灯します。ドアを開いた
ままのときは消灯しません。
◇エンジンスイッチが0か1の位置のとき、また
はキーが抜いてあるときは、ドアを閉じてか
ら約10秒後に消灯します。ドアを開いたまま
のときは約5分後に消灯します。

ルームランプ

ルームランプ

アンビエントランプアンビエントランプアンビエントランプ

ルームランプルームランプルームランプ リーディングランプリーディングランプリーディングランプ

1 1
2

4

3
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知　識

スイッチ縱が押されていない状態のときでも、周
囲が明るいときはルームランプが点灯しないこと
があります。

注　意 !
リモコン操作で施錠したときは、ルームランプが
消灯することを確認してください。



ルームランプ

常時消灯モード
ルームランプスイッチの が押されている状態の
ときは、以下のいずれかの操作をしてもルームラ
ンプは点灯しません。
・エンジンスイッチからキーを抜く
・リモコン操作で解錠する
・ドアを開く

ルームランプを手動で点灯 / 消灯する
点灯する：スイッチ を押します。
消灯する：再度、スイッチ を押します。

リアルームランプの点灯 / 消灯
スイッチ でリアルームランプを手動で点灯 / 消
灯することができます。
点灯する：スイッチ を押します。
消灯する：再度、スイッチ を押します。
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アンビエントランプ
フロントとリアのルームランプの外周にあり、周囲
が暗いときに車幅灯に連動して点灯 / 消灯します。

フロントアンビエントランプは、各種設定 "ﾗﾝﾌﾟ"
の "ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ ﾗﾝﾌﾟ" 画面で明るさを5段階、または
常時消灯に設定することができます(3-88)。

リアアンビエントランプの明るさは、スイッチ 、
で調節します。

明るくする：スイッチ を押します。
暗くする　：スイッチ を押します。

リーディングランプ
フロントリーディングランプはルームミラーの下
部にあります(5-25)。
点灯する：スイッチ を押します。
消灯する：再度、スイッチ を押します。

リアリーディングランプはリアルームランプの後
方にあります。
点灯する：スイッチ を押します。
消灯する：再度、スイッチ を押します。

リアルームランプ リアルームランプ 

リアアンビエント 
ランプ 
リアアンビエント 
ランプ 

リアリーディングランプ リアリーディングランプ 

55

6

7
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乗降用ランプ / ドア赤色灯
乗降用ランプはドアの下部にあり、乗降時に足元
を照らします。ドア赤色灯はドアの側部にあり、
後続車や歩行者に注意を促します。
ルームランプが自動点灯モード（5-25）になって
いて、周囲が暗いときにドアを開くと点灯します。
エンジンスイッチが2以外の位置のときは、ドア
を開いたままにすると約5分後に消灯します。

フットウェルランプ
ダッシュボード下とフロントシート下にあり、乗
降時に足元を照らします。

以下の操作をすると点灯 / 消灯します。
・リモコン操作で解錠すると低い照度で点灯し、
約30秒後に消灯します。
・周囲が暗いときにドアを開くと明るく点灯します。
◇エンジンスイッチが2の位置のときは、ドアを
閉じると減光します。
◇エンジンスイッチが2以外の位置のときは、ド
アを閉じると減光し、約7秒後に消灯します。
エンジンスイッチが0か1の位置でドアを開い
たままのときは、約2分後に消灯します。

フロントまたはリアのルームランプを点灯させて
いるときも、フットウェルランプが点灯します。

ルームランプ

ドア赤色灯 
乗降用ランプ 

ドア赤色灯 
乗降用ランプ 

乗降用ランプ / ドア赤色灯
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ドアレバーランプ
ドアレバーの上方にあります。以下のときに点灯
し、ドアレバー周辺を照らします。
・車幅灯を点灯させると点灯し、車幅灯が消灯す
ると約5分後に消灯します。
・ランプスイッチがAUTOの位置(4-19)になっ
ていてランプが自動点灯すると点灯し、ランプ
が自動消灯すると消灯します。
・リモコン操作で解錠すると点灯し、約5分後に消
灯します。

センターコンソールランプ
ルームミラーの下部にあります。以下のときに点
灯し、センターコンソールを照らします。
・周囲が暗いときにリモコン操作で解錠すると、
ルームランプの点灯モードにかかわらず、約40
秒間点灯します。
・ドアを開いたとき、または開いているドアを閉
じたときに、ルームランプの点灯モードにかか
わらず約30秒間点灯します。
・周囲が暗いときに車幅灯を点灯させると点灯し、
車幅灯が消灯すると消灯します。
・ランプスイッチがAUTOの位置(4-19)になっ
ていてランプが自動点灯すると点灯し、ランプ
が自動消灯すると消灯します。

センターコンソールランプセンターコンソールランプセンターコンソールランプ

ルームランプ

ドアレバーランプドアレバーランプドアレバーランプ
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サンバイザー

直射日光が眩しいときに使用します。
横からの光が眩しいときは、サンバイザーをフッ
クから外して横にまわしたり、スライドさせるこ
とができます。

バニティミラー
カバーを開いて使用します。
カバーを開くと照明が点灯します。

サンバイザーサンバイザーサンバイザー

フックフックフック

サンバイザー

カバーカバーカバー照明照明照明

バニティミラーバニティミラーバニティミラー

知　識

サンバイザーをフックから外すと照明は点灯しま
せん。

注　意 !
眩惑を防ぐため、走行中はカバーを閉じてくだ
さい。

注　意 !
サンバイザーを横にまわすときは、バニティミラー
のカバーを閉じてください。ルーフやバニティミ
ラーのカバーを損傷するおそれがあります。
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灰皿

フロントの灰皿
センターコンソールにあります。

開く　：カバーのマークを軽く押します。
閉じる：カバーを下方に押して閉じます。

取り外す ：エンジンを停止し、パーキングブレ
ーキを確実に効かせます。
エンジンスイッチを2の位置にし
て、ブレーキペダルを踏みながら、
セレクターレバーをgに入れます。
ノブを右側に押しながら、ノブ右側
の凹部に指をかけて灰皿を取り出し
ます。

取り付ける：灰皿がロックするまで押し込みます。

灰皿

マークマークマーク

C

ノブノブノブ

凹部凹部凹部

注　意 !
開くときはカバーの上部を押さないでください。
カバーの開閉機構を損傷するおそれがあります。

注　意 !
灰皿を取り外すときは、必ずエンジンを停止し、パ
ーキングブレーキを確実に効かせてください。
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リアの灰皿
左右のリアドアにあります。

開く　：カバーの上部を軽く押します。
閉じる：カバーを押して閉じます。

取り外す　：灰皿を開き、フラップを手前に引き
ながら、取り外します。

取りつける：灰皿の下部の位置を合わせて、灰皿
を押し込みます。

カバーカバーカバー

注　意 !
・吸いがらやマッチの火は確実に消してください。
・紙くずなどの燃えやすい物は入れないでくだ
さい。

・使用後は確実にカバーを閉じてください。

灰皿

フラップフラップ
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フロントの灰皿の横にあります。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに使用でき
ます。
ライターを押し込んで元の位置に戻るのを待ち、
抜いて使用します。
使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置に戻してく
ださい。

ライター

ライターライターライター

ライター ?警　告

ライターは必ずノブの部分を持ってください。金
属部を持つと火傷をするおそれがあります。

注　意 !
・安全のため、子供を乗せるときはライターを抜
き取ってください。

・ライターを押し込んだ後、押さえ続けないでく
ださい。ライターを損傷するおそれがあります。

・赤熱部に灰や異物が付着したまま使用しないで
ください。火災が発生するおそれがあります。

・ライターを改造したり、純正品以外のライター
を使用しないでください。ライターやセンター
コンソールを損傷したり、火災が発生するおそ
れがあります。

・ライターが戻らなくなったときは、エンジンス
イッチを0の位置にするか、エンジンスイッチ
からキーを抜いて、指定サービス工場に連絡し
てください。

・アクセサリー電源としてライターソケットを使
用するときは、純正アクセサリーだけを使用し
てください。
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アームレスト

フロントアームレスト
フロントアームレストには上部と下部に小物入れが
あります。

上部の小物入れ
開く　：レバー縡を引きます。アームレストカバー

が左右に開きます。
閉じる：左右のカバーを閉じてロックします。

下部の小物入れ
開く　：レバー縒を引いて、アームレストを引き

上げます。
閉じる：アームレストを下げてロックします。

1

2

フロントアームレストフロントアームレストフロントアームレスト

注　意 !
小物入れのカバーやアームレストが閉じなくなる
ような大きな物を小物入れに入れないでくださ
い。アームレストや収納物を損傷するおそれがあ
ります。

アームレスト ?警　告

走行中は必ず小物入れのカバーやアームレストを
閉じてください。急ブレーキ時や衝突時などに収
納物が飛び出して、乗員がけがをするおそれがあ
ります。

知　識

下部の小物入れにはランプがあります。車幅灯に
連動して点灯 / 消灯します。



[5-35]

アームレスト

携帯電話の接続
フロントアームレスト上部の小物入れには携帯電
話用のコネクターが装備されています。
コネクターに携帯電話を接続すると、電話の発
信 / 受信ができます。

携帯電話を取り付ける
携帯電話の外部端子をコネクターに接続します。

携帯電話を取り外す
コネクター左右のロック解除ボタンを押しながら、
携帯電話をコネクターから取り外します。

詳しくは、別冊「マルチファンクションコントロー
ラー取扱説明書」をご覧ください。

リアアームレスト
引き出して使用します。
収納するときは押し込みます。

リアアームレストには、カップホルダー(5-36)と
小物入れ(5-40)があります。

注　意 !
携帯電話がコネクターに接続できないときは、無
理に取り付けないでください。携帯電話を損傷す
るおそれがあります。

リアアームレストリアアームレストリアアームレスト
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[5-36]

アームレスト / カップホルダー

使用する

1 アームレストを引き出します。

2 カップホルダーを矢印の方向に軽く押します。
カップホルダーが前方にスライドします。

収納する
カップホルダーを押してロックさせます。

カップホルダー

押す押す押す

注　意 !
・火傷防止のため、熱い飲み物が入った容器を置
かないでください。

・サイズに合った容器を置いてください。
・走行中は使用しないでください。



[5-37]

グローブボックス

開く　：ボタンを押します。
閉じる：カバーを押してロックさせます。

グローブボックスの施錠
キーシリンダーにエマージェンシーキーを差して
解錠 / 施錠することができます。
解錠：キーを垂直位置にまわします。
施錠：キーを水平位置にまわします。

ボタンボタンボタン

カバーカバーカバー

キーシリンダーキーシリンダーキーシリンダー

注　意 !
・走行中は、グローブボックスのカバーを開いた
ままにしないでください。急ブレーキ時や衝突
時などに乗員がけがをしたり、収納物が飛び出
すおそれがあります。

・貴重品はグローブボックス内に保管しないでく
ださい。

グローブボックス

左ハンドル車

知　識

・駐車場などでキーを預ける場合に、グローブ
ボックスを開けられたくないときは、グローブ
ボックスを施錠してください。その際は、エ
マージェンシーキーをキー本体から取り外し、
携帯してください。

・グローブボックスの中にはペンホルダーなどが
あります。

・エンジンスイッチが2の位置のときにグローブ
ボックスを開くと、グローブボックスランプが
点灯します。
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ダッシュボードの小物入れ
眼鏡などを収納することができます。

開く　：カバーを軽く押します。
閉じる：カバーを押してロックさせます。

センターコンソールの小物入れ
開く　：カバーのマークを軽く押します。
閉じる：カバーを後方に押してロックします。
内部のトレイは取り外すことができます。

[5-38]

小物入れ

小物入れ

マークマークマーク

左ハンドル車



[5-39]

運転席シート下の小物入れ
開く　：ノブを引き、カバーを前方に開きます。
閉じる：カバーを後方に押してロックします。

シートポケット
左右フロントシートの背面にあります。

小物入れ

ノブノブノブ

カバーカバーカバー

シートポケットシートポケットシートポケット

注　意 !
重い荷物は収納しないでください。

知　識

助手席シート下の小物入れには救急セットが入っ
ています。

注　意 !
・シートポケットには、重い物や固い物、ビンや
缶、割れやすい物、鋭利な形状の物を入れない
でください。

・収納物がポケットからはみ出さないようにして
ください。

左ハンドル車
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[5-40]

センターコンソール後部の小物入れ
開く　：カバーの上部を軽く押します。
閉じる：カバーを押してロックさせます。

小物入れ内部には12V電源ソケットがあります
(5-43)。

リアアームレストの小物入れ
開く　：レバーを引きながら、カバーを引き上げ

ます。
閉じる：カバーを下げてロックさせます。

小物入れ

レバーレバーレバー
カバーカバーカバー

注　意 !
灰皿ではありません。たばこの火や灰などを落と
さないでください。



[5-41]

スイッチはセンターコンソールにあります。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに作動します。

展開する(上げる)：スイッチの上側を押します。
収納する(下げる)：再度、スイッチの上側を押し

ます。

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納できるネッ
トを備えています。

リアブラインド

 

リアブラインドスイッチ リアブラインドスイッチ 

リアブラインド / 収納ネット

注　意 !
・リアブラインドは展開 / 収納中にスイッチを再
度押すとそのときの位置で停止しますが、必ず
展開位置か収納位置で使用してください。中間
の位置で使用すると損傷するおそれがあります。

・リアブラインドの開閉の妨げになるようなもの
を周囲に置かないでください。

注　意 !
・収納ネットには、重い物や固い物、ビンや缶、
割れやすい物、鋭利な形状の物を入れないでく
ださい。

・収納ネットから収納物がはみ出さないようにし
てください。

収納ネット＊

収納ネット収納ネット収納ネット

左ハンドル車

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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[5-42]

CDチェンジャーカバー

カバーを開く　：CDチェンジャーカバー開閉ボタ
ンを押します。
カバーが上方に開きます。

カバーを閉じる：再度、CDチェンジャーカバー開
閉ボタンを押します。
カバーが閉じます。

詳しくは、別冊「マルチファンクションコントロー
ラー取扱説明書」をご覧ください。

CDチェンジャーカバー

 

CDチェンジャーカバー 
開閉ボタン 
CDチェンジャーカバー 
開閉ボタン 

知　識

・CDチェンジャーカバーが開いているときにリモ
コン操作で施錠すると、カバーも閉じます。

・CDチェンジャーカバーは、開いた状態のまま
にしておくと約30秒後に自動的に閉じます。

注　意 !
CDチェンジャーカバーを開閉するときは、指な
どを挟まないように注意してください。



[5-43]

センターコンソール後部の小物入れに12V電源ソ
ケットがあります。電気製品などの電源として使
用します。
使用するときはカバーを上方に開きます。
エンジンスイッチが1か2の位置のときに使用でき
ます。

カバーカバーカバー

注　意 !
・必ずDC12V、最大消費電流15A以下(最大消
費電力180W以下)の規格に合った電気製品を
使用してください。規格外の製品や規格以上の
大きな容量の製品を使用するとヒューズが切れ
たり、火災が発生するおそれがあります。

・電源ソケットにライターを差し込まないでくだ
さい。

・ソケット内に指などを入れないでください。感
電するおそれがあります。

・エンジンがかかっていないときは長時間使用し
ないでください。バッテリーがあがるおそれが
あります。

・電源ソケットを使用しないときはカバーを閉じ
てください。異物が入ったり、水がかかると故
障の原因になることがあります。

12V電源ソケット

12V電源ソケット
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[5-44]

アシストグリップ / ルーフラック

各ドアウインドウの上にアシストグリップがありま
す。コーナリング時の姿勢保持などに使用します。
リアのアシストグリップには、コートフックが装
備されています。

ルーフラックの取り付け位置は、図で示した箇所
にあります。使用するときは、外側にカバーを開
きます。
ルーフラックはダイムラー・クライスラー社の純
正品および指定品の使用をお勧めします。詳しく
は指定サービス工場におたずねください。

ルーフラック

注　意 !
・ルーフの最大積載量(約100kg)を超えないよ
う注意してください。

・ルーフラックを取り付けるときは、製品に添付
の取扱説明書に従ってください。

・純正品以外のルーフラックを取り付けると車を
損傷するおそれがあります。

アシストグリップ

?警　告
SRSウインドウバッグの作動を妨げたり、作動時
に物が飛んで乗員がけがをするおそれがあります
ので、以下の点に注意してください。
・アシストグリップにハンガーやアクセサリーな
どをかけないでください。

・コートフックには軽く柔らかい衣服以外の物を
かけないでください。

・コートフックを使用するときは、ハンガーなど
を使用せず、衣服を直接かけてください。

注　意 !
・アシストグリップにぶらさがったり、必要以上
に大きな荷重をかけないでください。アシスト
グリップを損傷するおそれがあります。

・運転者は運転中にアシストグリップを使用しな
いでください。

・コートフックを使用するときは、衣服が運転者
の視界の妨げにならないようにしてください。



[6-1]

事故・故障のとき 6- 2

非常信号用具 6- 3

救急セット 6- 3

停止表示板 6- 4

輪止め 6- 5

車載工具 6- 6

応急用スペアタイヤ 6- 7

パンクしたとき 6- 8

パンクしたとき(E 55 AMG) 6-14

けん引 6-21

オーバーヒートしたとき 6-24

バッテリーがあがったとき 6-25

ヒューズの交換 6-28

電球の交換 6-30

6. 万一のとき
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[6-2]

事故・故障のとき

事故が起きたとき
すみやかに以下の処置をとってください。

・続発事故を防ぐため、交通の妨げにならない安全
な場所に停車し、エンジンを停止してください。

・負傷者がいるときは、消防署に救急車の出動を
要請するとともに、負傷者の救護を行なってく
ださい。ただし、頭部を負傷している場合は負
傷者をむやみに動かさないでください。

・警察に連絡してください。事故が発生した場所
や事故状況、負傷者の有無や負傷状態などを報
告してください。

・相手の方の氏名や住所、電話番号などを確認し
てください。

・自動車保険会社に連絡してください。

路上で故障したとき
安全な場所に停車し、非常点滅灯を点滅させてくだ
さい。高速道路や自動車専用道路では、車の後方
に停止表示板を置くことが法律で義務付けられて
います。追突のおそれがあるため、乗員は車内に残
らず、ただちに安全な場所に避難してください。

車が動かなくなったとき
セレクターレバーをgに入れ、同乗者や付近の
人に救援を求めて、安全な場所まで車を押して移
動してください。

注　意 !
踏切内で動けなくなったときは、ただちに踏切の
非常ボタンを押してください。緊急を要するとき
は非常信号用具を使用してください。

事故・故障のとき

?警　告
燃料などが漏れている場合は、すぐにエンジンを
停止してください。また、車に火気を近づけない
ように注意してください。火災や爆発が発生する
おそれがあります。



[6-3]

非常信号用具 / 救急セット

懐中電灯をドアポケットに備えています。

救急セットは助手席シート下部の小物入れに収納
されています。救急セットの中身が揃っていて、
使用可能であることを定期的に点検してください。

取り出す：ノブを引き、カバーを開いて救急セッ
トを取り出します。

収納する：救急セットを入れてから、カバーを押
して閉じます。

非常信号用具

知　識

・新車時は電池の自然放電を防ぐため、電池の間
に紙が挟まれています。使用するときは紙を取
り除いてください。

・懐中電灯が十分な明るさで点灯することを定期
的に点検してください。

救急セット

ノブノブノブ

カバーカバーカバー
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[6-4]

停止表示板

停止表示板はトランクの裏側に装着されています。

停止表示板を取り出す

1 ロックノブを矢印の方向にまわして、停止表示
板を取り外します。

停止表示板を組み立てる

2 反射板を引き出して、三角形に組み立てます。
3 スタンドを拡げて、停止表示板を地面に立て
ます。

停止表示板

ロックノブロックノブロックノブ

ホルダーホルダーホルダー 反射板反射板反射板



[6-5]

輪止め

輪止めは車載工具（6-6）とともに収納されてい
ます。
輪止めは図のように組み立てます。

輪止め

タイヤタイヤタイヤ

注　意 !
輪止めを使用するときは方向に注意してください。
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車載工具はジャッキ、輪止めと一緒に、トランク
マット下の図の位置にあります。ホイールレンチ、
ガイドボルト、けん引フック、予備ヒューズ、ヒ
ューズリムーバーなどが車載工具として収納され
ています。

車載工具を取り出す

1 トランクマットを開きます（3-29）。

2 ストラップを外して取り出します。

E 55 AMGの車載工具、タイヤリペアキット（タ
イヤフィット、電動エアポンプ）などはトランク
マット下の図の位置にあります。

車載工具を取り出す
1 トランクマットを開きます（3-29）。
2 ストラップを外して取り出します。

※タイヤフィット、電動エアポンプの形状や絵柄
などは、イラストと異なる場合があります。使
用方法がわからないときは、指定サービス工場
におたずねください。

[6-6]

車載工具車載工具

ストラップストラップ

ジャッキジャッキ

輪止め輪止め

車載工具

ストラップ

ジャッキ

輪止め

車載工具

車載工具

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500
トランクマットを開いた状態

輪止め輪止め

ジャッキジャッキ

車載工具車載工具

タイヤフィットタイヤフィット

電動エアポンプ電動エアポンプ

輪止め

ジャッキ

車載工具

タイヤフィット

電動エアポンプ

輪止め

ジャッキ

車載工具

タイヤフィット

電動エアポンプ

E 55 AMG
トランクマットを開いた状態



応急用スペアタイヤを取り出す

1 ラゲッジトレイを取り外します(3-30)。

2 ホルダーを反時計回りにまわして取り外します。

3 応急用スペアタイヤを取り出します。

応急用スペアタイヤを収納する

1 ホイールの外側を下にして、応急用スペアタイ
ヤを入れます。

2 ホルダーを時計回りにまわして装着します。

[6-7]

注　意 !
・応急用スペアタイヤを取り出すときは、必ず保
護のため手袋を着用してください。素手で作業
するとけがをするおそれがあります。

・応急用スペアタイヤを収納するときは、ホルダ
ーを確実に装着してください。ホルダーやラゲ
ッジトレイを損傷するおそれがあります。

・応急用スペアタイヤを2本以上装着して走行し
ないでください。

・応急用スペアタイヤは各車種専用です。他車の
ものは使用しないでください。

応急用スペアタイヤ＊ ?警　告
・応急用スペアタイヤに交換したときは、必ず
80km/h以下で走行してください。短い時間
の使用にとどめ、できるだけ早く標準タイヤに
戻してください。

・応急用スペアタイヤと標準タイヤのサイズが異
なるため、応急用スペアタイヤを装着した場合、
走行特性が大きく変化します。注意して走行し
てください。

応急用スペアタイヤ

応急用スペアタイヤ応急用スペアタイヤ

ホルダーホルダー

応急用スペアタイヤ

ホルダー

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500
ラゲッジトレイを取り外した状態

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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知　識

ホルダーの上に、交換したタイヤを収納する保護
シートを備えています。



パンクしたときは、応急用スペアタイヤに交換し
ます(E 55 AMGを除く)。
タイヤ交換は、十分に安全を確保できる、地面が
固く水平な場所で行なってください。

E 55 AMGは、タイヤリペアキットでパンクした
タイヤを修理します(6-14)。

応急用スペアタイヤに交換する

1 安全を確保できる、固くてすべりにくい、水平
な場所に停車します。

2 ステアリングを直進の位置にして、パーキング
ブレーキを効かせ、セレクターレバーをhに
入れます。

3 エンジンを停止します。
エンジンスイッチからキーを抜き、ステアリン
グがロックされたことを確認します。

4 輪止め、ジャッキ、ホイールレンチ、ガイドボ
ルト、応急用スペアタイヤを準備します(6-6、
6-7)。

5 交換するタイヤの対角線の位置にあるタイヤの
前後に輪止めをします。
やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をするときは、
以下のように輪止めをします。
・前輪のいずれかを交換するときは、左右の後
輪の下り側に輪止めをします。

・後輪のいずれかを交換するときは、左右の前
輪の下り側に輪止めをします。

?警　告
・パンクしたタイヤで走行しないでください。車
のコントロ－ルを失い、事故を起こすおそれが
あります。また、タイヤが異常に過熱し、火災
が発生するおそれがあります。

・路上で停車したときは、非常点滅灯を点滅させ
てください。また、十分注意しながら車の後方
に停止表示板を置いてください。

注　意 !
・車速感応ドアロックを設定した状態で車を押し
たり、タイヤ交換などで車を持ち上げるときは、
エンジンスイッチを0の位置にしてください。
ホイールが回転すると車が自動的に施錠され、
車外に閉め出されるおそれがあります。

・タイヤ交換をするときは、必ず手袋を着用して
ください。素手で作業を行なうとけがをするお
それがあります。

[6-8]

パンクしたとき

パンクしたとき

知　識

輪止めは車に1個搭載されています。もう1個必
要なときは、適切な大きさの木片か石を輪止めと
して使用してください
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6 ホイールレンチで、交換するタイヤのホイール
ボルト（5本）を約1回転ほどゆるめます。こ
の時点では、ホイールボルトを取り外しません。

7 ジャッキを取り出します。ハンドルを矢印の方
向にまわしてから、時計まわりにまわすと、ジ
ャッキアームが上がります。

パンクしたとき

ハンドルハンドルハンドル

注　意 !
車載のジャッキはこの車専用です。以下の点に注
意してください。
・この車のタイヤ交換以外には使用しないでくだ
さい。

・不具合や損傷があるときは使用しないでくだ
さい。

・地面が固く水平な場所で使用してください。
・ジャッキサポート以外の場所に使用しないでく
ださい。

ホイールレンチホイールレンチホイールレンチ
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注　意 !
ホイールレンチを使用するとき、ホイールレンチ
がホイールボルトから外れるとけがをしたり、ボ
ルトを損傷することがあります。以下の点に注意し
てください。
・ホイールレンチを確実に差し込んでください。
・足で踏んでまわさないでください。
・両手で握り、ホイール側に押し付けるようにし
ながらまわしてください。
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8 ジャッキアームをジャッキサポートの位置に合
わせます。

パンクしたとき

ジャッキサポートジャッキサポートジャッキサポート

ジャッキジャッキジャッキ

ジャッキアームジャッキアームジャッキアーム

注　意 !
・ジャッキアップする前に人や荷物を車から降ろ
してください。

・ジャッキアームが正しくジャッキサポートに入っ
ていることを確認してください。

・ジャッキは側面から見て、垂直になるように取
り付けてください。

・ジャッキの底面が、確実に路面に接地するよう
に取り付けてください。

知　識

ジャッキサポートは前輪の後方、後輪の前方のボ
ディ下部に計4カ所設けられています。



9 ジャッキハンドルを矢印方向にまわし、タイヤ
が地面から離れるまで、ゆっくりとジャッキア
ップします。

10 上側のホイールボルトを1本外します。
11 そのネジ穴に車載工具のガイドボルトを取り

付けます。
12 残りのホイールボルトを外して、タイヤを取

り外します。

注　意 !
・ホイールボルトに砂や泥を付けないように注意
してください。

・タイヤを地面に置くときは、ホイールの外側を
下にしないでください。ホイールに傷が付くお
それがあります。

・ホイールを外したときは、ホイールの内側を十
分に清掃し、点検をしてください。リムの凹み
や曲がりは空気圧減少の原因になり、タイヤを
損傷するおそれがあります。

?警　告
車が車載のジャッキだけで支えられているときは、
絶対に車の下に入ったり、手や足を入れないでくだ
さい。ジャッキが外れると、車に挟まれて致命的な
けがをするおそれがあります。ジャッキは車を一時
的に持ち上げるときだけに使用してください。

注　意 !
・ジャッキアップしているときは、エンジンを始
動したり、パーキングブレーキを解除しないで
ください。車が落下するおそれがあります。

・ジャッキアップしたときのタイヤの高さは、地
面から3cm以内にしてください。
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パンクしたとき

ガイドボルトガイドボルトガイドボルト
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13 ガイドボルトに合わせて応急用スペアタイヤ
を取り付けます。

14 4本のホイールボルトを取り付け、対角線の
順番に軽く締め付けます。

15 ガイドボルトを取り外し、5本目のホイール
ボルトを取り付け、軽く締め付けます。

16 ジャッキハンドルを反時計回りにまわし、ゆっ
くりボディを下げてタイヤを接地させます。

注　意 !
・ホイールボルトに損傷や錆があるときは交換し
てください。また、ネジ山には決してオイルや
グリスを塗布しないでください。ボルトがゆる
むおそれがあります。

・ホイールハブのネジ山が損傷したときは、すぐ
に修理してください。

・応急用スペアタイヤの取り付けには、標準タイ
ヤのホイールボルトを使用します。異なるボル
トを使用するとホイールを十分に固定すること
ができず、走行中にタイヤが外れるおそれがあ
ります。

?警　告
ジャッキアップした状態でホイールボルトを強く
締め付けないでください。締め付ける勢いで
ジャッキが外れるおそれがあります。

[6-12]

パンクしたとき



17 ジャッキを外します。
18 図の順番でホイールボルトを均一に締め付け

ます。

ホイールボルトの締め付けトルクは13kg-m
（130Nm）です。

タイヤ交換後は、指定サービス工場などでホイー
ルボルトの締め付けトルクを確認してください。

19 ジャッキを元の状態に戻し、車載工具や輪止
めとともに元の位置に収納します。

20 外したタイヤは車載の保護シートに入れて、
トランクルーム内に収納します。

注　意 !
ホイールレンチを使用するとき、ホイールレンチ
がホイールボルトから外れると、けがをしたり、
ボルトを損傷することがあります。以下の点に注
意してください。
・ホイールレンチを確実に差し込んでください
・足で踏んでまわさないでください
・両手で握り、ホイール側に押し付けるようにし
ながらまわしてください

また、ホイールレンチにパイプを継ぎ足してまわ
すなど、必要以上にホイールボルトを締め付けな
いでください。ホイールボルトやネジ穴を損傷す
るおそれがあります。
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パンクしたとき
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パンクしたタイヤをタイヤフィット＊で修理する
と、一時的に走行することができます(E 55 AMG
のみ)。

パンクしたタイヤを修理するときにタイヤフィッ
トを使用することができるのは、タイヤの接地面
に傷があってその傷の大きさが4mm以内のときで
す。接地面以外に傷があるときや4mmより大きい
傷のときは他の方法で車両を移動させてください。

※装備されているタイヤフィットのタイプが、取
扱説明書に記載のものから変更されている車両
があります。そのような車両には、変更後のタ
イヤフィットの使い方に関する補足版が追加さ
れています。本編の当該箇所を補足版に置き換
えて、ご使用の前によくお読みください。補足
版は取扱説明書とともに車の中に保管してくだ
さい。

?警　告

・タイヤフィットによるパンク修理は、応急的な
ものです。修理後は、空気圧が適正であっても、
最寄りの指定サービス工場で必ずタイヤを交換
してください。走行するときの最高速度は
80km/hです。

・空気圧不足で走行したためにタイヤに凹み、亀
裂、ひびなどがある場合、タイヤから空気が完
全に抜けている場合、ホイールに著しい損傷が
ある場合などは、タイヤフィットを使用しない
でください。

・タイヤフィットは、決して身体や衣服に付着さ
せないように注意してください。眼や皮膚に付
着した場合は、ただちに清潔な水でしっかり洗
い流し、医師の診断を受けてください。衣服に
付着した場合は、付着した衣服を着替えてくだ
さい。また、アレルギー症状が出た場合は、医
師の診断を受けてください。

・タイヤフィットは、子供の手が届かない場所に
保管してください。万一、子供がタイヤフィッ
トを飲み込んだ場合は、絶対に吐かせないでく
ださい。ただちに水で口を十分すすぎ、水を大
量に飲ませます。そして、すぐに医師の診断を
受けてください。

・火気は近づけないでください。タバコの火などが
原因となり、火災が発生するおそれがあります。

・タイヤフィットの臭気を吸い込まないでくだ
さい。

パンクしたとき(E 55 AMG )

[6-14]

パンクしたとき(E 55 AMG)

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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パンクしたとき(E 55 AMG)

タイヤフィットの使用方法
タイヤフィットを使用するときは、以下の点に注
意してください。
・パンクの原因と思われる、タイヤに刺さったク
ギまたはネジなどを取り除かないでください。

・外気温度が－20℃以下のときは使用しないでく
ださい。

・タイヤフィットが塗装面に付着した場合は、た
だちに湿らせた布で拭き取ってください。

・損傷したタイヤの中に注入したタイヤフィット
は、乾燥させてタイヤとともに処分してください。

・タイヤフィットを注入したタイヤは必ず交換して
ください。そのまま使用することはできません。

・タイヤフィットには使用期限があります。期限
が過ぎたときは新品に交換してください。
またタイヤフィットの使用期限が過ぎている場
合は使用しないでください。

・タイヤフィットの使用期限は一般的には約3年
間です。

1 安全な場所に停車した後、パーキングブレーキ
を確実に効かせてからセレクターレバーをh
に入れ、エンジンスイッチを0の位置にします。

2 タイヤフィットを取り出し、容器をよく振り
ます。

3 注入ホースを容器にねじ込みます（その際、ア
ルミキャップを突き刺します）。

注入ホース 

タイヤフィット 

注入ホース 

タイヤフィット 

注入ホース 

タイヤフィット 

アルミキャップ アルミキャップ 
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4 バルブキャップを取り外し、バルブレースを反
時計回りにまわして、バルブからバルブコアを
取り外します。

※タイヤフィット、バルブコア、バルブレースな
どの形状や絵柄は、イラストと異なる場合があ
ります。
使用方法がわからないときは、指定サービス工
場におたずねください。

5 注入ホースからプラグを外し、注入ホースの先
端をバルブに差し込みます。

パンクしたとき(E 55 AMG)

注入ホース注入ホース

プラグ

バルブバルブ

注入ホース

プラグプラグプラグ

バルブ

注　意 !
バルブコアを汚したり、損傷しないように注意し
てください。

バルブコアバルブコア

バルブレースバルブレース

バルブコア

バルブレース
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6 容器を逆さにして中身を完全にタイヤの中へ押
し込みます。

7 ホースをバルブから外します。
バルブ、リム、タイヤなどにタイヤフィットが
付着した場合は拭き取ります。

8 バルブレースを使用して、バルブコアを元どお
りに取り付けます。

パンクしたとき(E 55 AMG)

バルブレースバルブレース

バルブコアバルブコアバルブコア

バルブレース

知　識

予備のバルブコアがタイヤリペアキットに付属し
ています。タイヤに装着されていたバルブコアが
汚れたり、損傷しているときは、予備のバルブコ
アと交換してください。
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パンクしたとき(E 55 AMG)

9 電動エアポンプで、1.8バールになるまでタイ
ヤに空気を入れます。

※タイヤフィット、電動エアポンプの形状や絵柄
などは、イラストと異なる場合があります。使
用方法がわからないときは、指定サービス工場
におたずねください。

10 電動エアポンプのホースをパンクしたタイヤ
のバルブに取り付けます。

11 エンジンスイッチを0の位置にして、電動エ
アポンプのプラグをライターのソケット、ま
たはセンターコンソール後部の電源ソケット
に差し込みます。

ライターのソケットを使用する場合

注　意 !
電動エアポンプは作動中に金属部分などが熱くな
ります。必ず手袋をして作業してください。
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12 空気圧調整バルブが完全に閉じていることを確
認して、エンジンスイッチを1の位置にします。

13 電動エアポンプのスイッチをⅠ（ONの位置）
にします。電動エアポンプが作動して、タイヤ
に空気が送り込まれます。

14 1.8バールになるまでタイヤに空気を入れます
(約5分間)。圧力計が1.8バールになったら、
エンジンスイッチを0の位置にして、電動エア
ポンプを停止します。1.8バールを超えたとき
は、空気圧調整バルブをゆるめて空気を抜き、
1.8バールに調整します。

15 ソケットからプラグを抜き、タイヤのバルブ
からホースを取り外します。

パンクしたとき(E 55 AMG)

空気圧調整空気圧調整
バルブバルブ
空気圧調整
バルブ
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スイッチスイッチスイッチ

注　意 !
・エンジンを始動させないでください。
・電動エアポンプは8分以上作動させないでくだ
さい。ポンプが過熱して損傷したり、火傷をす
るおそれがあります。
再度作動させるときは、ポンプが冷えているこ
とを確認してから行なってください。
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パンクしたとき(E 55 AMG)

16 バルブキャップを取り付けます。
17 タイヤフィットがタイヤにまんべんなく行き

渡り、損傷箇所が固まるように、ただちに走
行してください。

18 およそ10分間走行した後、電動エアポンプの
圧力計でタイヤの空気圧を点検します。1.3
バール以下の場合はそれ以上走行せず、指定
サービス工場に連絡してください。
1.3バール以上の場合は、電動エアポンプで規
定値(燃料給油フラップの裏側のタイヤ空気圧
ラベルを参照)になるまでタイヤに空気を入れ
てください。

Aタイヤフィットの廃棄は、指定サービス工場
で行なってください。

10分走行

TI
RE FIT

80
max.

km/h

注　意 !
・安全のため、付属の最高速度のステッカー
（max.80km/h）を運転者の見やすい場所に貼
付してください。

・タイヤフィットが流れた場合は、乾燥させてか
ら拭き取ってください。

?警　告

パンク修理後に走行するときの最高速度は
80km/hです。カーブでは特に慎重に走行して
ください。また、操縦性が変わることがあります。

注　意 !
空気圧が1.8バールに達しない場合は、タイヤの
バルブから電動エアポンプのホースを取り外し、
タイヤフィットがタイヤ内に行き渡るように、低
速で車を約10m前進または後退させます。その
後タイヤに空気を入れ直します。それでも1.8バ
ールに達しない場合は、タイヤがかなり損傷して
います。それ以上走行せず、指定サービス工場に
連絡してください。
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けん引フックの取り付け
1 車載工具からけん引フックとホイールレンチを
取り出します。

2 カバーのマークを押し、カバー全体を手前に引
いて取り外します。

3 内部のネジ穴にけん引フックをねじ込み、止ま
るまで手で締め込みます。さらに、ホイールレ
ンチの柄の部分をけん引フックのリング部分に
差し込み、確実に締め付けます。

けん引

けん引

注　意 !
・けん引はできるだけ避けてください。自走でき
ないときは、専門業者に依頼して車両運搬車で
移送してください。

・やむを得ず、他車にけん引してもらうときは、
以降に記載する説明に従ってください。

カバーカバーカバー

マークマークマーク

けん引フックけん引フックけん引フック

リング部分リング部分リング部分
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・エンジンを始動できるときは、エンジンをかけ
て、セレクターレバーをgに入れます。
・エンジンを始動できないときは、エンジンスイッ
チを2の位置にし、セレクターレバーをgに入
れます。

※E55 AMGおよびスポーツパッケージ装着車は、
リアのけん引フック取り付け部のカバーの形状が
異なります。カバー下部の切り欠きにドライバー
などを差し込んで、カバーを取り外します。

フロントまたはリアをつり上げてのけん引
・エンジンスイッチを2の位置にして、エンジンを
始動せずにセレクターレバーをgに入れます。

・エンジンスイッチを0の位置にします。

けん引

カバーカバーカバー

マークマークマーク けん引フックけん引フックけん引フック

リング部分リング部分リング部分

注　意 !
けん引されるときは、車速感応ドアロックを解除
してください（3-92）。ホイールが回転すると車
が自動的に施錠され、車外に閉め出されるおそれ
があります。

注　意 !
フロントまたはリアをつり上げてけん引するとき
は、エンジンスイッチを0の位置にしてください。
エンジンスイッチが2の位置にあると、ESPが作
動して接地しているタイヤにブレーキがかかり、
タイヤやブレーキを損傷するおそれがあります。
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注　意 !
・SBCホールドを作動させていると、パーキング
ブレーキを効かせていなかったり、ブレーキペ
ダルを踏んでいなくても車にはブレーキがかか
っています。けん引で車を動かすときは、
SBCホールドを解除してください。

・一般道では30km/h以下の速度で、距離は
50km以内に限り、けん引走行することができ
ます。距離が50kmを超えるときは、必ず車両
運搬車を利用してください。トランスミッショ
ンを損傷するおそれがあります。

・トランスミッションを損傷しているときは、専
門業者に作業を依頼し、プロペラシャフトを外
してからけん引を行なってください。

・エンジンを停止した状態でけん引走行するとき
でも、エンジンスイッチからキーを抜かないで
ください。ステアリングロックが作動し、ステ
アリング操作ができなくなります。

・エンジンがかかっていないと、パワーステアリ
ングが作動しません。ステアリングをまわすと
きに非常に大きな力が必要になります。

・けん引ロープを使用してけん引されるときは、
以下の点に注意してください。
◇ワイヤーロープやチェーンを使用しないでく
ださい。車を損傷するおそれがあります。

◇ロープの長さは5m以内とし、ロープの中央
に白布（30cm×30cm以上）を付けて2台
の車がロープでつながれていることを周囲に
明示してください。
◇ロープは両車ともできるだけ同じ側につない
でください。
◇けん引フック以外にはロープをかけないでく
ださい。
◇ロープに無理な力や衝撃がかからないように
してください。
◇走行中、ロープをたるませないように車間
距離と前車のブレーキランプに注意してく
ださい。

・4MATIC車をけん引するときは、駆動装置など
を損傷するおそれがありますので、以下の事項
を守ってください。
◇車両運搬車などを使用し、4輪を持ち上げた
状態で搬送してください。
◇やむを得ず車の前輪または後輪を上げてけん
引するときは、プロペラシャフトを外してく
ださい。また、エンジンスイッチを2の位置
にしないでください。ブレーキが作動します。

・車両運搬車に積載して車両を固定するときは、
固定ロープをけん引フックかホイール、または
ホイールリムにかけてください。サスペンショ
ンなどのメンバー部にかけると車体を損傷する
おそれがあります。
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オーバーヒートしたとき

オーバーヒートしたときは、以下のいずれかの症状
があらわれます
・水温計のゲージが上限に近づいている
・走行中に冷却水量・冷却水温度警告灯が点灯
し、警告音が鳴る

・エンジンルームから蒸気が出ている

オーバーヒートしたときは、以下のように処置して
ください
1 ただちに安全な場所に停車します。
2 エンジンをアイドリング状態で冷却します。
エンジンファンが停止しているとき、冷却水が
吹き出しているときは、エンジンを停止して冷
却してください。

3 エンジンが十分に冷えてから、冷却水量、水漏
れ、エンジンファンなどを点検します。

4 冷却水が不足していたら補給します(7-5)。

?警　告

・エンジンルームから蒸気が出ているときや冷却
水が吹き出しているときは、ただちにエンジン
を停止し、冷えるまで車から離れてください。
エンジンルームの中に漏れた液体が発火して火
災が発生するおそれがあります。

・水温が下がるまで、絶対にボンネットやリザー
ブタンクのキャップを開かないでください。高
温の蒸気や熱湯が吹き出して火傷をするおそれ
があります。

注　意 !
・マルチファンクションディスプレイに、冷却水に
関する故障 / 警告メッセージが表示されたとき
は(9-21)をご覧ください。

・オーバーヒートした状態で走行したり、冷却水が
吹き出している状態でエンジンをかけたままに
すると、エンジンを損傷するおそれがあります。

・オーバーヒートしたときは必ず指定サービス工
場で点検を受けてください。

注　意 !
冷却水は、エンジンが熱いときに補給しないでく
ださい。エンジンを損傷するおそれがあります。

オーバーヒートしたとき
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バッテリーがあがったとき

バッテリーの電圧が低下し、エンジンの始動が困
難なときは、ブースターケーブルを使用して他車
のバッテリーを電源として始動することができま
す。容量の大きい太めのブースターケーブルを使
用してください。

バッテリーの位置
トランクルームにあります。
トランクマット(3-29)、ラゲッジトレイ(3-30)
を取り外します。 ※マルチファンクションディスプレイにバッテリー

に関する故障 / 警告メッセージが表示されたと
きは(9-15、18)をご覧ください。

バッテリーがあがったとき

バッテリーバッテリーバッテリー

バッテリーバッテリーバッテリー

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC / E 500
ラゲッジトレイを取り外した状態

E 55 AMG
ラゲッジトレイを取り外した状態
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知　識

・バッテリーがあがり、リモコン操作で解錠でき
ないときはエマージェンシーキーで運転席ドア
を解錠します（3-23）。

・バッテリーがあがり、セレクターレバーをh
から動かすことができなくなったときは手動で
動かすことができます（4-18）。
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バッテリーがあがったとき

始動の方法
1 バッテリー電圧が同じ(12V)で、バッテリー容
量が同程度の救援車を用意します。

2 救援車のエンジンを停止します。
3 両車の電気装備をすべてオフにします(エンジ
ンスイッチを0の位置にします)。

4 自車のQターミナルカバーを開きます。
5 救援車のバッテリーのQ端子と自車のQ端子を
赤色ブースターケーブルで接続します。
先に救援車のバッテリーのQ端子を接続してく
ださい。

6 救援車のエンジンを始動し、アイドリング状態
にします。

7 救援車のバッテリーのR端子に黒色ブースター
ケーブルの一方を接続し、反対側を自車のR端
子に接続します。

8 自車のエンジンを始動します。

9 取り付けたときと逆の手順でケーブルを外し
ます。

10 必要のない電気装備を停止します。

?警　告

・ブースターケーブルでエンジンを始動すると
き、バッテリーの取り扱いやブースターケーブ
ルの接続を誤ると、バッテリーが爆発してけが
をしたり、車の電装部品を損傷するおそれがあ
ります。

・ブースターケーブルを使用して始動していると
きは、バッテリーをのぞき込まないでください。
爆発したときに、けがをするおそれがあります。

・エンジンルーム内にあるSBC用バッテリーは、
ブースターケーブルによるエンジン始動には使
用できません。SBC用バッテリーには、絶対
にブースターケーブルなどを接続しないでくだ
さい。また、SBC用バッテリーの接続を外さ
ないでください。

注　意 !
・電気回路を守るため、エンジンを始動したら、
ただちにヒーターやデフォッガーなどの電気装
備を作動させてください。ただし、ランプは点
灯させないでください。

・救援車により接続方法が異なる場合がありま
す。接続前に救援車の取扱説明書もよくお読み
ください。
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バッテリーがあがったとき

知　識

・放電したバッテリー液は、約－10℃で凍結し
ます。凍結しているときは、火気を近づけずに
バッテリー全体を暖め(50℃以下)、バッテリー
液を解凍してからエンジンを始動してください。

・バッテリーがあがったり、バッテリーの接続が
一時的に断たれると、次にバッテリーを接続し
てエンジンを始動したときに、マルチファンク
ションディスプレイに故障 / 警告メッセージが
表示されることがあります。このときは、以下
の手順で再設定してください。
1 安全な場所に停車して、エンジンを始動し
ます。

2 ステアリングを左右どちらかに止まるま
でまわし、次に反対側へ止まるまでまわ
します。

また、パワーウインドウやスライディングルーフ
＊のリセット、オーディオなどの記憶（メモリー）
の再設定が必要になります。

注　意 !
・急速充電器などを接続してエンジンを始動しな
いでください。車の電気装備を損傷します。

・触媒装置の損傷を避けるため、以下の点に注意
してください。
◇「押しがけ」や下り勾配を利用してエンジン
を始動しないでください。

◇エンジンが暖まっているときは、ブースター
ケーブルでエンジンを始動しないでください。

◇エンジン始動を2～3回試みても始動できな
いときは、時間をおいてから、再度始動して
ください。それでも始動しないときは指定
サービス工場へ連絡してください。

・ブースターケーブルは、十分な容量（太さ）の
ケーブルを使用してください。
◇ケーブル部分や絶縁部分が損傷しているもの
は使用しないでください。

◇ケーブルがラジエター冷却ファンや回転ベル
トに巻き込まれないようにしてください。
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＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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ヒューズの交換

ランプ類が点灯しないときや電気装備が作動しな
いときはヒューズが切れていることが考えられま
す。ヒューズが切れているときは、ヒューズを交
換してください。

ヒューズを交換する
1 エンジンスイッチからキーを抜くか、エンジン
スイッチを0の位置にします。

2 すべての電気装備を停止します。
3 ヒューズ一覧(8-6)を参考に、点灯しないラン
プ類や作動しない電気装備に該当するヒューズ
を確認します。

4 ヒューズリムーバーを使用して該当ヒューズを
取り外します。

5 ヒューズを点検し、心線部が切れているときは
同じ電流値（色）の予備ヒューズと交換します。

ランプスイッチ横のヒューズボックス
矢印の位置にドライバーなどを差し込み、カバー
を開きます。ヒューズブロック横にヒューズの配
置表（英文）があります。

ヒューズの交換

カバーカバーカバー

左ハンドル車

注　意 !
・規格や容量の異なるヒューズを使用したり、ヒ
ューズを改造しないでください。火災が発生す
るおそれがあります。

・以下のようなときは、ただちに指定サービス工
場で点検を受けてください。
◇ヒューズを交換してもすぐに切れたり、装置
が作動しないとき

◇ヒューズに異常はないが、電気装備が作動し
ないとき
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トランクルームのヒューズボックス
(E280 / E350 / E 500 / E 55 AMG)
ノブを反時計回りにまわしてロックを外し、カバ
ーを取り外します。続いて内部のカバーを取り外
します。

トランクルームのヒューズボックス
(E 350 4MATIC)
カバーを取り外し、続いて内部のカバーを取り外
します。

ヒューズの交換

カバーカバーカバー

E 350 4MATIC

ノブノブ

ノブノブ

ノブ

ノブ

カバーカバーカバー

E 280 / E 350 / E 500 / E 55 AMG
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電球が切れてランプが点灯しないときは、規格に
合った同容量の電球と交換してください。
LEDやキセノンランプは必ず指定サービス工場で
交換作業を行なってください。その他の電球の交
換も、指定サービス工場で行なうことをお勧めし
ます。

※電球一覧は（8-5）をご覧ください。

マルチファンクションディスプレイの故障 / 警告
メッセージ
マルチファンクションディスプレイにランプに関
する故障 / 警告メッセージが表示されたときは
（9-22）をご覧ください。
すみやかに電球を交換してください。

ドアミラー以外の方向指示灯の電球が切れたとき
は、マルチファンクションディスプレイの故障 /
警告メッセージに加えて、メーターパネルの方向
指示灯の点滅と音の間隔が短くなります。

[6-30]

電球の交換

電球の交換

?警　告

・キセノンヘッドランプのバルブソケットや配線
に手を触れないでください。電源が接続された
状態では高電圧が発生しているため、感電する
おそれがあります。

・キセノンヘッドランプのバルブ交換は、必ず指
定サービス工場で行なってください。

知　識

ドアミラーの方向指示灯は、すべてのLEDが切
れたときにマルチファンクションディスプレイの
故障 / 警告メッセージが表示されます。
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スタンバイランプ機能
方向指示灯、ブレーキランプ、車幅灯、テールラ
ンプの電球が切れると、他の電球が代替として点
灯します。

ランプの取り扱い
ランプを交換するときは、以下の点に注意してく
ださい。
・指定以外の電球を使用しないでください。過熱
してレンズを損傷したり、故障の原因になるお
それがあります。

・ランプが熱くなっているときは、電球に触れた
り、電球を取り外さないでください。ランプに
は圧力のかかったガスが封入されているため、
破裂するおそれがあります。

・ランプを交換するときは、手袋などを着用し、
直接手で電球に触れないようにしてください。
ランプは高温になるため、電球の表面に油など
が付着すると切れやすくなります。電球に触れ
たときは、薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい
布で、電球をよく拭いてください。

・落下したり、衝撃が加わった電球を使用しない
でください。破裂するおそれがあります。

電球の交換
安
全
の
た
め
に

運
転
す
る

前
に

運
転
す
る

と
き

快
適
・

室
内
装
備

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

安
全
装
備

こ
ん
な
と
き
は

点
検
と
整
備



[7-1]

安
全
の
た
め
に

運
転
す
る

前
に

運
転
す
る

と
き

快
適
・

室
内
装
備

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

安
全
装
備

こ
ん
な
と
き
は

点
検
と
整
備

メンテナンス 7-  2

エンジンルーム 7-  3

冷却水 7-  4

エンジンオイル 7-  6

ブレーキ液 7- 9

ウォッシャー液 7-11

タイヤとホイール 7-12

バッテリー 7-16

寒冷時の取り扱い 7-17

日常の手入れ 7-21

7. 点検と整備
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車の性能を十分に発揮させ、安全かつ快適に運転
するためには、指定サービス工場で点検整備を受
ける必要があります。指定サービス工場では以下
のような点検を行ないます。
・ダイムラー・クライスラー社指定の点検整備
ダイムラー・クライスラー社の指示による点検整
備項目があります。これらはメンテナンスイン
ジケーターの表示に応じて実施します。

・1年および2年点検整備
1年、2年点検整備は、車検時を含め、法律で定　
められ実施するものです。
次の点検時期を示すステッカーがフロントウイン
ドウに貼付してあります。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

メンテナンスインジケーター
メーカー指定点検整備の時期を知らせる目安とし
て、メンテナンスインジケーターが装備されてい
ます(3-65)。

整備手帳
車には整備手帳が備えてあります。点検整備で実
施された作業は整備手帳で確認してください。

日常点検
長距離走行前や洗車時、燃料補給時など、お客様
が日常、車をご使用される中で、お客様ご自身の
判断で実施していただく点検です。
点検項目は整備手帳に記載されています。
点検を実施したときに異常が発見された場合は、
すみやかに点検を受けてください。

メンテナンス

メンテナンス
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エンジンルーム

エンジンルーム内の各所を点検をするときは以下
の事項を厳守してください。

エンジンルーム内の手入れ
手作業で拭いてください。火傷や感電をしないよ
うに注意してください。
エンジンルームには多くの電気装備があり、水分
や湿気を嫌います。水をかけたり、スチーム洗浄
をしないでください

A
環境保護のため、オイルなどの各種の油脂類
やフルード類の交換および廃棄は、指定サー
ビス工場で行なってください。

Vベルト
自動調整式なので、調整の必要はありません。
亀裂や破損がないか点検してください。

?警　告

・イグニッションシステムおよびキセノンヘッド
ランプのバルブソケットや配線に手を触れない
でください。高電圧が発生しているため、感電
するおそれがあります。

・エンジンスイッチからキーを抜いても、冷却水
の温度が高いときはエンジンファンが自動的に
回転することがあります。エンジンファンの回
転部には身体や物を近づけないでください。

エンジンルーム 注　意 !
・エンジンや補器類の熱や動きに十分注意してく
ださい。火傷やけがをするおそれがあります。

・ラジエターに手を触れないでください。火傷や
けがをするおそれがあります。

・作業は安全な場所で行なってください。
・適切な工具を使用してください。
・部品や工具をエンジンの上など、エンジンルー
ム内に置かないでください。中に落とすおそれ
があります。

・油脂類（オイルなど）やフルード類（ウォッシ
ャー液、ブレーキ液、冷却水など）は、十分注
意して取り扱ってください。万一目に入った場
合は、すぐに清潔な水で十分に洗い流し、医師
の診断を受けてください。

・油脂類やフルード類が皮膚に付着したときは、
すぐに石けんで洗い流してください。放置す
ると皮膚に障害を起こすおそれがあります。

・油脂類やフルード類の容器は、子供の手が届く
ところや火気の近くに保管しないでください。



冷却水はリザーブタンクで点検と補給を行ない
ます。

冷却水の量を点検する
水平な場所に停車します。
冷却水が冷えている状態で、リザーブタンクの白
と黒の境目(矢印)まで液面があれば適量です。
または、冷却水の液面がリザーブタンク内のバー
の上面に達していれば適量です。

※マルチファンクションディスプレイに冷却水に関
する故障 / 警告メッセージが表示されたときは
(9-21)をご覧ください。

?警　告

・水温が高いときは、絶対にリザーブタンクのキ
ャップを開かないでください。高温の蒸気や熱
湯が吹き出して、火傷をするおそれがあります。

・不凍液をエンジンルームにこぼさないでくださ
い。熱くなったエンジンに不凍液が付着する
と、発火して火傷をするおそれがあります。

注　意 !
・冷却水量・冷却水温度警告灯(3-58)が頻繁に
点灯するときは、冷却水が漏れている可能性が
あります。指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

・冷却水が適量でも、冷却水量・冷却水温度警告
灯が点灯しているときは、冷却装置が故障して
います。安全な場所に停車してエンジンを停止
し、冷却水が冷えてから、冷却水量を点検して
ください。ただちに指定サービス工場で点検を
受けてください。

[7-4]

冷却水

冷却水

キャップキャップキャップ

バーバーバー

知　識

水温が高いときは約15mmほど高くなります。
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冷却水

冷却水を補給する
冷却水が不足している場合は、冷却水が冷えてい
るときにリザーブタンクに補給します。
1 リザーブタンクのキャップを反時計回りにゆっ
くりと約1回転までまわして、圧力を抜きます。

2 圧力が抜けたら、キャップをさらに反時計回り
にまわして取り外します。

3 液面の高さに注意して冷却水を補給します。
通常は軟水(水道水)に純正の不凍液を混ぜて
使用します。
車を使用する地域(最低気温)によって濃度を変
えます。

冷却水の交換時期
冷却水は時間の経過とともに劣化しますので、整
備手帳に従い定期的に交換してください。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

凍結温度 不凍液混合率

－37℃ 約50％

約55％－45℃

不凍液の濃度

注　意 !
・冷却水の補給は、冷却水が冷えてから行なって
ください。

・冷却水には必ず不凍液を混ぜてください。不凍
液には防錆の効果もあります。

・不凍液の濃度は50％から55％の間にしてくだ
さい。濃度を55％以上にすると、冷却性能が低
下します。

・指定以外の不凍液や不適切な水を使用しないで
ください。錆や腐食などの原因になります。

・不凍液は塗装面を損傷させます。ボディに付着
したときは、すぐに水で洗い流してください。

・冷却水の減りかたが著しいときは、指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

・マルチファンクションディスプレイに冷却水に
関する故障 / 警告メッセージが表示されたとき
は、オーバーヒートしてエンジンを損傷するおそ
れがあります。ただちに指定サービス工場で点
検を受けてください。
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E 500 / E 55 AMGにはオイルレベルゲージは
ありません。マルチファンクションディスプレイ
のエンジンオイル量点検画面で点検を行なってく
ださい(3-67)。

エンジンオイルの量を点検する
1 水平な場所に停車します。
2 エンジンを始動させ、エンジンオイルを温め
ます。

3 エンジンを停止して、5分ほど待ちます。
4 オイルレベルゲージを抜き取り、きれいに拭い
て差し込みます。

5 再度オイルレベルゲージを抜き取り、付着した
エンジンオイル量と汚れ具合を点検します。オ
イル量はオイルレベルゲージの上限(MAX)と下
限(MIN)の間にあれば正常です。

6 エンジンオイルが下限以下のときは、フィラー
キャップを開いて、指定のエンジンオイルを規
定の量まで補給します。

エンジンオイル

オイルレベル 
ゲージ 
オイルレベル 
ゲージ 

上限 
(MAX)

下限 
(MIN)

上限 
(MAX)

下限 
(MIN)

注　意 !
マルチファンクションディスプレイにエンジンオ
イル量に関する故障 / 警告メッセージが表示され
たときは(9-22、23)をご覧ください。

知　識

・オイルレベルゲージの上限と下限の間は約2リ
ットルです。

・慣らし運転中のエンジンオイル消費量は多少
増加することがあります。また、頻繁にエンジ
ン回転数を上げて走行すると、エンジンオイル
消費量は増加します。

エンジンオイル

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC
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エンジンオイルを補給する
1 フィラーキャップを開きます。
2 指定のエンジンオイルを補給します。
安全に十分注意して、作業を行なってください。

3 フィラーキャップを閉じます。

エンジンオイル

フィラーキャップフィラーキャップフィラーキャップ

?警　告

エンジンオイルをエンジンルーム内にこぼさない
でください。エンジンが熱いときにエンジンオイ
ルが付着すると、発火して火傷をするおそれがあ
ります。

注　意 !
マルチファンクションディスプレイにエンジンオ
イル量に関する故障 / 警告メッセージが表示され
たときは(9-22、23)をご覧ください。

フィラーキャップフィラーキャップフィラーキャップ

E280 / E 350 / E 350 4MATIC E 500
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エンジンオイル交換の時期
エンジンオイルおよびフィルターは定期的に交換
することをお勧めします。交換時期はメンテナン
スインジケーターを目安としてください。ただし、
交換時期は使用状況によって異なりますので、詳
しくは指定サービス工場におたずねください。

使用するエンジンオイル
指定のエンジンオイルを使用してください。詳し
くは指定サービス工場におたずねください。
グレードと粘度は、下図を参考にして、使用する
場所の外気温度に合わせて選択してください。

℃
+ 30
+ 25
+ 20
+ 15
+ 10
+   5
0

－ 5
－ 10
－ 15
－ 20
－ 25

°F
+ 86
+ 77
+ 68
+ 59
+ 50
+ 41
+ 32
+ 23
+ 14
+   5
－ 4
－ 13

外気温度 SAEグレード

20W-40
20W-50

15W-40
15W-50

10W-40
10W-50
10W-60

10W-30

0W-40
5W-40
5W-50

0W-30
5W-30

注　意 !
・必ず指定のエンジンオイルを使用してくださ
い。指定以外のエンジンオイルを使用して故障
が発生した場合は、保証が適用されないことが
あります。

・種類の異なるエンジンオイルを混ぜないでくだ
さい。エンジンオイルの特性が発揮されません。

・エンジンオイルがエンジンルーム内に付着した
ときは完全に拭き取ってください。

・エンジンオイル量が多すぎると故障の原因にな
ることがあります。

・エンジンオイルが著しく減るときは、ただちに指
定サービス工場で点検を受けてください。

・エンジンオイルに添加剤などを使用しないでく
ださい。エンジンを損傷するおそれがあります。

エンジンオイル



ブレーキ液の量を点検する
リザーブタンク上方のカバーを取り外します。
ブレーキ液リザーブタンクのレベルマークで点検
します。
ブレーキ液の液面がレベルインジケーター上限
(MAX)と下限(MIN)の間にあれば正常です。

※マルチファンクションディスプレイにブレーキ液
に関する故障 / 警告メッセージが表示されたと
きは(9-19)をご覧ください。

ブレーキ液の交換
定期的に指定サービス工場で交換をしてください。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

?警　告

・マルチファンクションディスプレイにブレーキに
関する故障 / 警告メッセージが表示されたり、
ブレーキ警告灯(3-56)が点灯したときは、む
やみにブレーキ液を補給しないでください。補
給によって故障が解消することはありません。
安全な場所に停車し、指定サービス工場に連絡
してください。

・必ず指定のブレーキ液を使用してください。指
定以外のブレーキ液を使用したり、他の銘柄を
混ぜると、ブレーキの効き具合やブレーキシス
テムに悪影響を与え、安全なブレーキ操作がで
きなくなるおそれがあります。

・ブレーキ液の補給は、エンジンが冷えてから行
なってください。また、上限(MAX)を超えな
いように補給してください。あふれたブレーキ
液が熱くなったエンジンや排気管などに付着す
ると、発火して火傷をするおそれがあります。

[7-9]
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ブレーキ液

ベーパーロック：長い下り坂や急な下り坂などで
ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキ液が
沸騰してブレーキパイプ内に気泡が発生し、ブレー
キペダルを踏んでも圧力が伝わらず、ブレーキが
効かなくなる現象のことです。

注　意 !
・ブレーキ液の減りかたが著しいときは、指定サ
ービス工場で点検を受けてください。

・ブレーキ液の補給や交換は、指定サービス工場
で行なってください。

・補給のときは、ゴミや水がリザーブタンクの中
に入らないようにしてください。たとえ小さな
ゴミでも、ブレーキが効かなくなるおそれがあ
ります。

・補給はエンジンが冷えてから行なってくださ
い。排気系部品などにブレーキ液が付着すると、
火災が発生するおそれがあります。

・ブレーキ液レベルの上限(MAX)を超えて補給す
ると、走行中に漏れて塗装面を損傷するおそれ
があります。ボディに付着したときは、すみや
かに水で洗い流してください。

・ブレーキ液は使用している間に大気中の湿気を
吸収して劣化します。劣化した状態で使用する
と、苛酷な条件下ではベーパーロックが発生す
るおそれがあります。



ワイパーウォッシャー液のリザーブタンクは、ヘ
ッドランプウォッシャー液と兼用です。

ウォッシャー液を補給する
リザーブタンクのキャップを開いて補給します。

使用するウォッシャー液
純正の専用ウォッシャー液を水に混ぜて使用しま
す(8-8)。

※マルチファンクションディスプレイにウォッシ
ャー液に関する故障 / 警告メッセージが表示さ
れたときは(9-24)をご覧ください。

?警　告

ウォッシャー液は可燃性です。火気を近づけたり、
近くで喫煙をしないでください。また、エンジン
が熱くなっているときには補給しないでください。

注　意 !
・ウォッシャー液は、リザーブタンクに補給する前
に別の容器で適正な混合比に混ぜてください。

・粗悪なウォッシャー液や石けん水を使用する
と、塗装面を損傷するおそれがあります。

・ウォッシャー液が出なくなったときは、ウォッシ
ャーの操作をしないでください。ウォッシャーポ
ンプを損傷するおそれがあります。

・ヘッドランプには樹脂製レンズを使用している
ため、必ず純正の専用ウォッシャー液を使用し
てください。専用以外のウォッシャー液を使用
すると、レンズを損傷するおそれがあります。

知　識

ウォッシャー液には夏用と冬用の2種類がありま
す。夏用には油膜の付着を防ぐ効果があり、冬用
には凍結温度を下げる効果があります。

[7-11]
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タイヤとホイールは必ず純正品および承認されて
いる製品を使用してください。詳しくは指定サー
ビス工場におたずねください。

タイヤの点検
1 タイヤ空気圧ゲージを使用するか、タイヤ接地
部のたわみ状態（別冊「整備手帳」参照）を
見て、空気圧が適切であるか点検します。

2 タイヤに大きな傷がないか、くぎや石などがさ
さったり、かみ込んでいないか点検します。

3 タイヤが偏摩耗を起こしたり極端にすり減って
いないか点検します。スリップサイン（別冊
「整備手帳」参照）が出ているときは、新しい
タイヤに交換します。

タイヤとホイール

タイヤとホイール ?警　告

・タイヤの摩耗には十分に注意し、スリップサイ
ン(別冊「整備手帳」参照)が現われたら、すぐ
に交換してください。タイヤの溝の深さが
3mm以下になると著しく滑りやすくなり、事
故につながるおそれがあります。

・必ず規定の空気圧を守ってください。燃料給油
フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載
したラベルがあります（7-15）。

・空気圧の低いタイヤで走行しないでください。
タイヤが過熱して破裂したり、火災を起こすお
それがあります。

・ホイールボルトはホイールに適合した純正品だ
けを使用してください。純正品以外のホイール
ボルトを使用すると、ホイールが脱落して事故
を起こすおそれがあります。

・再生タイヤを装着した場合、安全性の保証はで
きません。
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タイヤとホイール

注　意 !
・タイヤに空気を入れても、すぐに空気圧が低下
するときは、パンクやホイールの損傷、タイヤ
バルブからの空気漏れなどのおそれがあります。
ただちに指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

・タイヤのトレッドやサイドウォールがひどくす
り減ったり、損傷しているときは交換してくだ
さい。

・ホイールやタイヤの選択を誤ると、車全体のバ
ランスに影響し、安全性に支障をきたすおそれ
があります。

・回転方向が指定されているタイヤは、タイヤの
側面に記された回転方向の矢印などの指示に従
って装着してください。

・路面の段差などを乗り越えるときは、速度を落
とし、注意して走行してください。タイヤやホ
イールを損傷するおそれがあります。

・純正品または指定品以外のタイヤやホイールを
装着すると、道路運送車両法違反になることが
あります。

・装着するタイヤは指定されたサイズ、および4
輪とも同じ銘柄のものにしてください。サイズ
や銘柄が異なるタイヤを組み合わせて装着する
と、操縦性に悪影響をおよぼし、事故を起こす
おそれがあります。

・摩耗具合にかかわらず、6年以上経過したタイ
ヤは新品のタイヤと交換してください。

知　識

新品のタイヤを装着したときは、走行距離が約
100kmを超えるまでは速度を控えて運転するこ
とをお勧めします。
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タイヤとホイール

タイヤローテーション
タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転方法、路面
状況によって大きく異なります。5 ,000～
10,000kmを目安に摩耗具合を点検し、偏摩耗の
兆候がはっきりした時点でタイヤローテーション
を行なってください。

注　意 !
E 350 / E 500のスポーツパッケージ装着車と
E 55 AMGは、前後のタイヤサイズが異なるので、
タイヤローテーションは行なわないでください。

知　識

・タイヤローテーションを適切に実施すると、タ
イヤの摩耗を均一化することができます。この
結果、タイヤの寿命を延ばすことができます。

・タイヤローテーションは、前後の位置を入れ替
えてください。

・タイヤを入れ替えた後に空気圧を調整してくだ
さい。

・指定空気圧は、燃料給油フラップの裏側に貼
付してあるタイヤ空気圧ラベルで確認してく
ださい。
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タイヤ空気圧ラベル
タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラップ裏側に貼付
されています。ラベルはシンボル表記になっていま
す。乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と後輪の空
気圧を調整してください。単位は「bar（≒kg/cm2）
と「psi」で示しています。

※タイヤ空気圧ラベルは車種により異なることが
あります。

A
定期的にタイヤの空気圧を点検してください。
タイヤの空気圧が低いと、燃料を余計に消費
します。

LUFTDRUCK

Geschwindigkeit�
Speed�
Vitesse�
Velocidad

PRESSURE PRESSION PRESIÓN
für kalte Reifen for cold tire des pneus froids de inflado

bar psi bar psi

bis�
up to�
jusqu´à�
hasta

über�
over�
plus de�
más de

2,0

2,2

2,0

2,4

29

32

29

35

2,1

2,8

2,2

3,1

32

41

32

45

210 km/h

130 mph

210 km/h

130 mph

Warme Reifen�
Warm tire up to:

Pneus echauffes jusqu´à�
Neumaticos cálentes hasta+ 0,3 bar + 4 psl

bis�
up to�
jusqu´à�
hasta

über�
over�
plus de�
más de

2,0

2,0

2,0

2,2

29

39

29

32

2,0

2,5

2,0

2,7

29

36

29

39

210 km/h

20
5/

60
 R

16
24

5/
45

R
17

22
5/

55
 R

16

130 mph

210 km/h

130 mph

?警　告
・空気圧の低いタイヤで走行しないでください。
タイヤが過熱して破裂したり、火災を起こすお
それがあります。

・タイヤに空気を入れすぎないでください。空気
を入れすぎたタイヤは、路上の破片や凹みなど
により損傷を受けたりパンクしやすくなります。
また、車両操縦性に影響をおよぼすおそれがあ
ります。

知　識

・日頃からタイヤの空気圧を点検してください。
特に重い荷物を積んで高速走行するときなどは
必ず点検を行なってください。

・走行した直後や炎天下のようにタイヤ自体が高
温になっているときは、約0.3bar(kg/cm2)ほ
ど空気圧が高くなります。空気圧はタイヤが冷
えているときに測定してください。

・応急用スペアタイヤの空気圧については（8-
10）をご覧ください。

タイヤとホイール

知　識

通常はラベルの上側の段（up to 210km/h）の
空気圧に調整してください。
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注　意 !
必ず法定速度を守って走行してください。
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バッテリー取り扱いの一般的な注意
バッテリーを取り扱うときは以下の点に十分注意
してください。

VRLAバッテリー
バッテリーのケースが黒色で、上面に VRLA-
BATTERYのラベルがある場合は、バッテリー液
量の点検や補充はできません。また、危険ですの
で分解は絶対に行なわないでください。点検につ
いては指定サービス工場におたずねください。

A
環境保護のため、使用済みのバッテリーは、新
しいバッテリーをお買い求めになった販売店
に廃棄処分を依頼してください。

?警　告

・バッテリーを取り扱うときは、傾けたり横倒し
にしないでください。バッテリー液が漏れるお
それがあります。

・バッテリーを取り扱うときは静電気に注意して
ください。バッテリーに触れるときは一度車体
に触れて、身体の静電気を放電させてください。

・バッテリー液が目に入ると失明するおそれがあ
ります。バッテリーを取り扱うときは、保護眼
鏡を着用してください。

・バッテリー液が皮膚に付着すると火傷を起こし
ます。ただちに清潔な水で5分以上洗い流した
後、医師の診断を受けてください。

・衣服や塗装面などに付着すると、腐食が起こり
ます。ただちに多量の流水で洗い流してください。

・バッテリーケース側面部の液量表示が「min」
以下のときは、エンジンを始動したりバッテリー
を充電しないでください。液量不足のまま充電
すると、劣化を早めたり爆発するおそれがあり
ます。ただちに点検を受けてください。

・バッテリーの上に金属製の物を載せないでくだ
さい。また、接続するときは、極性（プラスQ、
マイナスR）を間違えないように注意してくだ
さい。バッテリーがショートし、可燃性のガス
に発火して爆発するおそれがあります。

・バッテリーに火気を近づけないでください。

注　意 !
・エンジンがかかっているときは、バッテリーケー
ブルを外したり、ゆるめないでください。

・定期的にバッテリーの点検を行なってください。
バッテリー液が減っているときはバッテリー液
を補給してください。

・車を長期間使用しないときや、短距離、短時間
の走行が多いときは、通常よりも頻繁にバッテ
リー液量などを点検してください。

・バッテリー端子の接続をゆるめたり、外すときは、
エンジンスイッチを0の位置にするかキーを抜
き、すべての電気装置をオフにしてください。

・バッテリーを充電するときは車から取り外して
ください。

・バッテリー端子の取り付けボルトは確実に締め
付けてください。

・車からバッテリーを取り外すと、ラジオのプリ
セットメモリーなど、記憶（メモリー）が消去
されます。

バッテリー

バッテリー



寒冷時には、通常とは異なった取り扱いが必要で
す。必ず以下の注意事項を守ってください。

冷却水 / バッテリー
指定サービス工場で、冷却水の不凍液の濃度が適
正であること、バッテリーの液量や充電状態に不
足がないことを点検してください。

エンジンオイル
車を使用する場所の外気温に合わせたグレードと粘
度のエンジンオイルを使用してください。

ウォッシャー液
ウォッシャー液には、夏用と冬用があります。冬用
の純正ウォッシャー液を使用してください。

ウィンタータイヤ / スノーチェーン
積雪地域では、ウィンタータイヤ、スノーチェー
ンが必要です(7-19､20)。
スノーチェーンは、ダイムラー・クライスラー社
の指定品を使用してください。取り扱いについて
は、スノーチェーンに添付されている取扱説明書
に従ってください。

冬季の手入れ
凍結防止剤がまかれた道路を走行したときは、早め
に下回りの洗車をしてください。凍結防止剤が付着
したまま放置すると、腐食の原因になります。凍結
防止用の塩類をまく地方の場合、1年に一度ボディ
下回りの防錆処理をすることをお勧めします。

積雪
ボディやウインドウに雪が積もったときはすべて
取り除いてください。走行中に雪が落ちて視界を
妨げるおそれがあります。

ドアやトランクの凍結
ドアやトランクが凍結しているときは以下のよう
な方法で走行する前に解凍するか、氷を取り除い
てください。
・氷を取り除くときは、樹脂製のへらなどを使用
して、ボディやウインドウが損傷しないように
注意してください。

・ドアやトランクが凍結して開かないときは、開
口部周囲にぬるま湯をかけ、解凍してから開い
てください。また、ドアやトランクのキーシリ
ンダーにはぬるま湯がかからないようにしてく
ださい。

・再凍結を防止するため、余分な水分はきれいに
拭き取ってください。

・凍結したまま無理にドアやトランクを開こうと
すると、周囲の防水シールを損傷するおそれが
あります。
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寒冷時の取り扱い

寒冷時の取り扱い
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寒冷時の取り扱い

ボディ下側の着氷
・走行前にボディ下部やフェンダーの内側を点検
してください。ブレーキ関連部品やステアリン
グ関連部品、サスペンションなどに雪や氷塊が
付着していたり、凍結していると、ボディを損
傷したり、ステアリング操作ができなくなり事
故を起こすおそれがあります。
また、フェンダーの内側に雪が詰まって固まっ
ていると、ボディを損傷したり、車のコントロ
ールを失って事故を起こすおそれがあります。

・雪や氷塊が付着しているときは、ぬるま湯をかけ
るなどして、部品やボディを損傷しないように注
意しながら、雪や氷塊を取り除いてください。

・走行中にも、はね上げた雪や水しぶきが凍結し、
氷となってボディ下部やフェンダーの内側に付
着し、ステアリング操作ができなくなるおそれ
があります。休憩時もこまめに点検し、雪や氷
塊が付着しているときは、大きくなる前に取り
除いてください。

ワイパーなどの凍結
ワイパーやドアミラー、トランク、ウインドウ、
スライディングルーフ＊などが凍結しているとき
に、無理に動かすとモーターを損傷するおそれが
あります。
周囲にぬるま湯をかけるなどして、必ず解凍して
から操作してください。また、ドアミラーは手で
動かさないでください。

乗車前に
靴底などに付着した雪や氷を落としてから乗車し
てください。ペダルを操作するときに滑ったり、
車内の湿度が高くなってウインドウの内側が曇り
やすくなります。

雪道を走行するとき
雪道や凍結路面ではタイヤが非常に滑りやすく
なっています。十分な車間距離を確保し、いつも
より控えめな速度で慎重に走行してください。
安全な走行と操縦性を確保するため、以下の注意
事項を守ってください。
・ウィンタータイヤまたはスノーチェーンを必ず
使用してください。

・走行モードをCモードに切り替えてください
(4-6、7)。

・急ハンドル、急ブレーキ、急加速などを避けて
ください。

・ブレーキに付着した雪や水滴が凍結し、ブレー
キの効きが悪くなるおそれがあります。前後の
車に十分注意し、ときどきブレーキペダルを操
作してブレーキの効き具合を確認してください。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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寒冷時の取り扱い

雪道で動けないとき
雪道で動けなくなったときは、先にマフラー（排
気ガスの出口）と車の周囲から雪を取り除いてく
ださい。排気ガスが車内に侵入してくるおそれが
あります。

駐車するとき
寒冷時や積雪地での駐車時は以下の点に注意して
ください。
・パーキングブレーキが凍結するおそれがある場
合は、パーキングブレーキを使用せず、セレク
ターレバーをhに入れ、確実に輪止めをしてく
ださい。

・できるだけ風下や建物の壁、日光の当たる方向
にエンジンルームを向けて駐車し、エンジンが
冷えすぎないようにしてください。

・軒下や樹木の陰には駐車しないでください。雪
やつららが落ちてきてボディを損傷するおそれ
があります。

・エンジンを毛布でカバーしたり、フロントグリ
ルの内側にダンボールや新聞紙などを挟まない
でください。放置したままエンジンを始動する
と、火災や故障の原因になります。

ウィンタータイヤ
雪道や凍結路を走行するときは、ウィンタータイ
ヤの装着をお勧めします。
装着するウインタータイヤは、指定されたサイズ
で4輪とも同じ銘柄のものにしてください　(8-
10)。

注　意 !
・回転方向が指定されているウィンタータイヤ
は、タイヤの側面に記された、回転方向の矢印
などの指示に従って装着してください。

・ウィンタータイヤの装着時に、応急用スペアタ
イヤを装着すると、車両安定性や制動性能が大
きく低下するので注意してください。

・スペアタイヤは応急的に使用し、できるだけ早
くウィンタータイヤに戻してください。

・ウィンタータイヤの溝の深さが4mm以下になっ
たときは、必ず新品と交換してください。

・ウィンタータイヤを装着していても、雪道や凍
結路面では、SBCホールドやクルーズコント
ロールは使用しないでください。

・ウィンタータイヤを外した後は、タイヤ / ホイー
ルを乾燥した冷暗所で保管してください。

?警　告

マフラーなどが雪に埋もれた状態でエンジンをかけ
ていると、排気ガスが車内に入り一酸化炭素中毒を
起こしたり、中毒死するおそれがあります。
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寒冷時の取り扱い

＊オプションまたは仕様により装備が異なります

スノーチェーン
ウィンタータイヤでも走行が困難なときは、スノー
チェーンを装着してください。
・スノーチェーンは、ダイムラー・クライスラー
社の指定品を使用してください。取り扱いにつ
いては、スノーチェーンに添付されている取扱
説明書に従ってください。

・スノーチェーンは必ず後輪に装着してください。
・スノーチェーン装着時は約30km/h以下の速度
で走行してください。

・スノーチェーン装着時は、ESPの機能を解除し
たほうが走行しやすい場合があります。

※ウィンタータイヤ、スノーチェーンについて、
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

注　意 !
・スポーツパッケージ装着車とE 55 AMGは、
標準ホイールにスノーチェーンを装着しないで
ください。

・AIRマティックDCサスペンション＊装備車に
スノーチェーンを装着したときは、車高調整ス
イッチで車高を上げて走行してください(4-
42)。標準の車高では、チェーンがボディに接
触し、ボディを損傷するおそれがあります。

・指定品以外のスノーチェーンを装着すると、タ
イヤから外れたり、車体に接触するおそれがあ
ります。

・スノーチェーンの脱着は、周囲の交通を妨げな
い、安全で平坦な場所で行なってください。路
面に雪や凍結がなくなったときは、スノーチェー
ンを外してください。
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日常の手入れ

定期的に手入れをすることで、いつまでも車を美
しく保つことができます。日常の手入れには、ダ
イムラー・クライスラー社が指定する用品のみを
使用してください。詳しくは指定サービス工場に
おたずねください。

外装
・走行後は、ボディに付着したほこりを毛ばたき
などで払い落としてください。

・少なくとも月に1度は洗車してください。
・飛び石により塗装面が損傷すると、錆の原因に
なります。早めに補修を行なってください。

・保管や駐車は、風通しの良い車庫や屋根のある
場所をお勧めします。

・泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、油脂類、お
よびガソリンなどが付着したときは、すみやか
に拭き取ってください。特に、鳥のふんは塗装
面を損傷しやすいので、できるだけ早く水で洗
い流してください。

・凍結防止剤が散布してある道路を走行したとき
は、すみやかに洗車し、ボディ下側やフェンダー
内を洗い流してください。

・直射日光が強く当たる場所や走行した直後でボ
ンネットが熱くなっているときに、塗装面の手
入れをすると、塗装面を損傷するおそれがあり
ます。

・誤って傷を付けたり、誤った手入れにより錆な
どが発生したときは、早めに指定サービス工場
で補修することをお勧めします。

?警　告

・一部の合成クリーナーなどには、揮発性有機溶
剤や可燃性物質が含まれているおそれがありま
す。カーケア用品を使用するときは、必ず添付
の取り扱い上の注意を読み、指示に従ってくだ
さい。

・車内でカーケア用品を使用するときはドアやド
アウインドウを開き、十分に換気してください。
有機溶剤による中毒を起こしたり、静電気が可
燃性ガスに引火して火災を起こすおそれがあり
ます。

・車の手入れをするときに、ガソリンやシンナー
などを使用しないでください。中毒を起こした
り、気化ガスに引火して火災を起こすおそれが
あります。

・カーケア用品は、子供の手が届くところや火気
の近くに置いたり保管しないでください。

日常の手入れ
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日常の手入れ

車内
・ウインドウに、極細の熱線やアンテナ線がプリ
ントされている車種があります。ガラス面の内
側を清掃するときは、柔らかい布を使用して、
熱線やアンテナ線に沿って拭き取り、傷を付け
ないように注意してください。

・遮光フィルムなどを貼り付けるとラジオなどの
電波の受信性能が低下するおそれがあります。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

洗車
1 ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこりなどを洗
い流します。

2 水にカーシャンプーなどを混ぜた洗浄液を用意
し、車全体にかけます。外気取り入れ口付近で
は少量にし、ダクト内に洗浄液が残らないよう
に注意してください。

3 スポンジやセーム皮などを使用して、十分な量
の水で洗い流します。

4 洗車後は、すみやかに水滴を拭き取ります。

洗車時の注意

洗車をするときは、以下の点に注意してください。

・洗車をするときはマフラーに注意してください。
マフラー後端に触れて火傷をしたり、けがをす
るおそれがあります。

・水が凍るような寒いときや直射日光が強く当た
る場所、走行した直後でボンネットが熱くなっ
ているようなときは洗車をしないでください。

・走行した直後は、ブレーキディスクやホイール
に直接水などをかけないでください。ブレーキ
ディスクが熱いときに急激に冷やすと、ディス
クを損傷するおそれがあります。

・ヘッドランプを含むランプ類は樹脂製レンズで
す。流水または水とカーシャンプーを混ぜた洗
浄液で洗い流してください。有機溶剤や強アル
カリ洗剤などを使用したり、強くこすると細か
い傷を付けるおそれがあります。

・虫の死がいなどは、洗車前に取り除いてください。
・コールタールやアスファルトの汚れは、乾いてし
まうと落としにくくなるので、早めに処理してく
ださい。

・パークトロニックセンサー＊を清掃するときは、
乾いた布、目の粗い布、固い布などは使用しな
いでください。また、純正以外の手入れ用品を
使用したり、強い力で乾拭きしないでください。
パークトロニックセンサーを損傷するおそれが
あります。

＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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日常の手入れ

高圧式スプレーガンの使用
・高圧式スプレーガンのノズルは、車から十分離
して使用してください。水圧が高すぎると、塗
装面を損傷するおそれがあります。

・高圧式スプレーガンのノズルをウインドウガラ
ス接合面やボディパネルの継ぎ目部分などに近
づけないでください。水圧が高いため、車内に
水が侵入したり、防水シールや塗装面を損傷す
るおそれがあります。

・高圧式スプレーガンのノズルをタイヤに向けな
いでください。水圧が高いため、タイヤを損傷
するおそれがあります。

・高圧式スプレーガンやスチームクリーナーでパ
ークトロニックセンサー＊を清掃するときは、
センサーから十分に離して使用してください。
水圧が高すぎると、センサーや塗装面を損傷す
るおそれがあります。

自動洗車機の使用

自動洗車機で洗車するときは以下の点に注意して
ください。

・車の汚れがひどいときは、自動洗車機で洗車す
る前に水洗いをしてください。

・自動洗車機が車のサイズに合っていることを確
認してください。

・洗車前にドアミラーを格納してください。
・回転ブラシの硬さによっては、細かな傷が付き、
塗装面の光沢が失われたり、劣化を早めるおそ
れがあります。
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＊オプションまたは仕様により装備が異なります
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純正部品 / 純正アクセサリー

ダイムラー・クライスラー社では、点検や整備に必
要な純正部品を豊富に用意しています。
メルセデス・ベンツ純正部品は厳格な基準により品
質管理されております。点検や整備、修理のときは
必ず純正部品を使用してください。
アクセサリーについても、ダイムラー・クライス
ラー社またはダイムラー・クライスラー日本株式
会社が指定する製品だけを使用してください。

A
ダイムラー・クライスラー社では、資源の有効利
用を促進するため、リサイクル部品を積極的に導
入しています。

純正部品 / 純正アクセサリー

?警　告

どんな場合でも、ブレーキ関連部品などの重要保
安部品や走行系統に使用する部品に、純正部品以
外のものを使用しないでください。事故やけがの
原因になります。

知　識

純正部品以外の部品を代用したときは、該当箇所
だけでなく関連箇所に不具合が生じても、保証を
適用できないことがあります。

注　意 !
・エアバッグ、シートベルトテンショナー、イン
ストルメントパネル、センターコンソール、セ
ンターピラーのフロアパネル付近の周囲には、
エアバッグやシートベルトテンショナーのセン
サー類が取り付けられています。これらの部位
にオーディオなどを追加装備したり、修理や鈑
金作業などを行なうと、エアバッグやシートベ
ルトテンショナーの作動に悪影響を与えること
があります。詳しくは指定サービス工場におた
ずねください。

・車の電子制御部品やソフトウェアを改造しない
でください。事故や故障の原因になります。ま
た、関連する他の装備にも悪影響を与えるおそ
れがあります。

・車載無線機など電装アクセサリーを装着すると
きは、指定サービス工場に相談してください。
装着方法などが適切でないと、車の電子制御部
品に悪影響を与えることがあります。また、電
気配線を間違えると、火災や故障の原因になり
ます。

・ウインドウに透明な吸盤を貼り付けないでくだ
さい。透明吸盤がレンズとして作用し、火災が
発生するおそれがあります。
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ビークルプレート

ニューカープレート
運転席側または助手席側のセンターピラー下部に
車の車台番号およびカラーコードを記載したニュ
ーカープレートが貼付してあります。

エンジン番号
エンジンブロック後部にエンジン番号が打刻して
あります。

ニューカープレート ニューカープレート 

エンジン番号 エンジン番号 

ビークルプレート
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車台番号
右側フロントシート足元のカーペット下に車台番
号が打刻してあります。
シートを後方の位置にして、シートクッションを
上げてから、カーペットを外します。

オプションコード
ボンネットの裏側にオプションコードを示すプレー
トが貼付してあります。

車台番号車台番号車台番号

オプションコードオプションコードオプションコード

ビークルプレート

ボンネットの裏側
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電球一覧

電球(ランプ) ワット数 (規格)

ヘッドランプ

フロントフォグランプ 51W(HB4)または55W(H11)

フロント方向指示灯 21W(黄色)

フロントパーキングランプ /  車幅灯

ライセンスランプ

5W

5W

電球一覧

・電球の交換を行なうときは、車両に装着されている電球の規格を確認してください。
・リアフォグランプは右側のみです。
・ライセンスランプ以外のリアランプ類はユニット交換になるため、必ず指定サービス工場で交換作業
を行なってください。

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。
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35W(キセノンD2S)上向き / 下向き

上向き 55W(H7)

方向指示灯(ドアミラー) LED(発光ダイオード)

ハイマウントブレーキランプ

ブレーキランプ

LED(発光ダイオード)

16W球(HIP)またはLED(発光ダイオード)
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ヒューズ一覧

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

ヒューズボックス1 (トランクルーム内)
ヒューズ番号 / アンペア数 / 装置名

1 30A :運転席シート
2 30A :助手席シート
3 7.5A :ナビゲーションシステム、パークトロニック
4 20A :燃料ポンプ

または

7.5A
5 : 未使用
6 40A :オーディオ
7 : 未使用
8 7.5A :アンテナモジュール、盗難防止警報システム
9 25A :ルーフユニット

10 40A :リアデフォッガー
11 20A :オプション
12 15A : ライター
13 15A : 12V電源ソケット、マルチコントロールシートバック
14 : 未使用
15 10A :燃料給油フラップ
16 20A :オプション
17 : 未使用
18 : 未使用
19 20A :マルチコントロールシートバック
20 7.5A :リアブラインド

ヒューズボックス2 (ランプスイッチ横)
21 30A :右リアドアコントロールユニット
22 30A :助手席ドアコントロールユニット
23 30A :助手席シート調整＆メモリー
24 : 未使用
25 : 未使用
26 7.5A : CDチェンジャー
27 : 未使用
28 5A :ラジオ
29 7.5A :ステアリングロック
30 7.5A :診断ソケット
31 5A :ヒューズ＆リレー
32 30A :左リアドアコントロールユニット
33 30A :運転席ドアコントロールユニット
34 30A :運転席シート調整＆メモリー
35 : 未使用
36 25A :フロントシートヒーター
37 15A : AIRマティックDCサスペンション
38 7.5A :オプション
39 5A :スイッチパネル
40 : 未使用
41 5A :セントラルゲートウェイ
42 7.5A :エンジンコントロールモジュール、ヒューズ＆リレー

(A211 545 04 00 4.10.2004)

ヒューズ一覧

知　識

仕様 / 装備などの違いにより、装備されているヒ
ューズが異なることがあります。

注　意 !
ヒューズボックス1、2以外のヒューズには手を
触れないでください。
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オイル・液類

必ずダイムラー・クライスラー社の純正品または
指定品のみを使用してください。
詳しくは指定サービス工場におたずねください。

オイル・液類
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※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

注　意 !
・オートマチックトランスミッションオイルの交換
については別冊「整備手帳」をご参照ください。

・オートマチックトランスミッションオイルは専
用品のみを使用してください。

・オートマチックトランスミッションオイルの漏
れを見つけたり、トランスミッションの作動に
異常を感じたときは、指定サービス工場で点検を
受けてください。

容　量( )油脂類

エンジンオイル

オートマチック
トランスミッションオイル

パワーステアリングオイル

ディファレンシャルオイル

ブレーキ液

－

－

－

指　定　品　目

承認オイル

承認オイル

純正パワーステアリングオイル

承認オイル

純正ブレーキ液

備　考

オイルフィルター分を
含む

工場出荷時注入量

専用オイル

ハイポイドギアオイル
SAE90、85W90

DOT 4規格

約8.0

車　種

全車

全車

全車

E 280
E 350

E 350 4MATIC

約9.6E 500

約8.7E 55 AMG

約9.0

E 500
E 55 AMG

約8.5

E 280
E 350

E 350 4MATIC
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オイル・液類

注　意 !
・必ず取扱説明書に記載の指定燃料を使用してください。指定燃料は無鉛プレミアムガソリンです。
・指定以外の燃料(高濃度アルコール含有燃料など)を使用すると、燃料系部品の腐食や損傷などによりエ
ンジンが故障したり、火災が発生するおそれがあります。

・指定以外の燃料(高濃度アルコール含有燃料など)を使用して、故障が発生した場合は保証の適用外とな
りますので、ご了承ください。

容　量( )

冷却水

ウォッシャー液

エアコン冷媒 R134a

純正不凍液

純正ウインドウ
ウォッシャー液

冬用、夏用

備　考

水に純正不凍液を混ぜて使用
濃度に注意(7-5)

水と純正ウォッシャー液を混
ぜて使用

R-12を使用しないこと

約10.0

バッテリー 12V / 90Ah､95Ah､100Ah トランクルーム内に装備

車　種 指　定　品　目

全車

全車

燃料 無鉛プレミアムガソリン
警告灯点灯時の残量
約8.0～9.0

E 500 約11.0

約80.0

E 280
E 350

E 350 4MATIC

全車 約7.0

E 55 AMG 約13.5

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

全車
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タイヤとホイール

標準タイヤ

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

軽合金ホイールサイズ オフセットタイヤサイズ

前輪 8J×18
後輪 9J×18

前輪 30mm
後輪 39mm

前輪 245 / 40R18
後輪 265 / 35R18

車　種

E 500 245 / 45R17 8J×17 38mm

スポーツ
パッケージ

前輪 245 / 40R18
後輪 265 / 35R18

前輪 8J×18
後輪 9J×18

前輪 30mm
後輪 39mm

E 350 225 / 55R16 7.5J×16 42mm

スポーツ
パッケージ

E 280 225 / 55R16 8J×16 36mm

前輪 8J×18
後輪 9J×18

前輪 30mm
後輪 39mm

前輪 245 / 40R18
後輪 265 / 35R18

E 55 AMG

注　意 !
・E 350スポーツパッケージとE 500スポーツパッケージ、およびE 55 AMGの標準ホイールにはスノ
ーチェーンを装着しないでください。

・応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください(全車)。

E 350 4MATIC 225 / 55R16 7.5J×16 42mm
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タイヤとホイール / 積載荷物の制限重量

応急用スペアタイヤ

ホイールサイズ オフセット

34mm

タイヤサイズ

T 155 / 70R17

車　種

E 280
E 350

E 350 4MATIC
E 500

※応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。

※スノーチェーンはウィンタータイヤの後輪に装着することができます。
※ウィンタータイヤやスノーチェーンについては、指定サービス工場におたずねください。

4.00B×17 
軽合金もしくはスチール

ホイールサイズ

7.5J×16

オフセット

42mm

タイヤサイズ

225 / 55R16 M+S

車　種

245 / 45R17 M+S
8.5J×17

38mm

E 280
E 350

E 350 4MATIC

E 350スポーツパッケージ
E 500

E 500スポーツパッケージ

E 55 AMG 245 / 40R18 M+S 8J×18 30mm

ウィンタータイヤ

積載荷物の制限重量

車　種

全車

ルーフラック トランク

100kg 100kg

※ルーフラック積載荷物の制限重量には、ルーフラックやアタッチメントの重量も含まれます。

空気圧

4.2bar / 60psi
/ 420kpa

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。

8J×16 36mm

38mm

8J×17
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トラブルの原因と対応

[9-2]

トラブル 考えられる原因および症状 対 応

シートヒータースイッチの表示灯が点滅

している。

多くの電気装備が使用されているために電

力の供給が不足し、シートヒーターが自動

的に停止している。

蜷必要のない電気装備を停止してください。

蜷電力が回復すると、シートヒーターは自動

的に作動を開始します。

リアデフォッガースイッチの表示灯が点滅

している。

リアデフォッガーが短時間で停止し、スイ

ッチを押しても作動しない。

多くの電気装備が使用されているために電

力の供給が不足している。

蜷必要のない電気装備を停止してください。

蜷電力が回復すると、リアデフォッガーは自

動的に作動を開始します。

エアコンディショナーのACスイッチの表

示灯が点灯しなかったり、点滅する。

エアコンディショナーのACスイッチを押

しても冷房 / 除湿されない。

エアコンディショナーの冷媒が不足して

いる。

蜷指定サービス工場でエアコンディショナー

の点検を受けてください。



トラブルの原因と対応

[9-3]
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トラブル 考えられる原因および症状 対 応

盗難防止警報が作動した。 盗難防止警報システムが待機状態のとき

に、ドアをエマージェンシーキーで解錠し

開いた。

蜷キーのlまたはmを押してください。

または、エンジンスイッチにキーを差し込

んでください。

E 55 AMG 以外：

センターコンソールの助手席エアバッグ

オフ表示灯が一時的に点灯する。

チャイルドセーフティシート検知システム

を装備していないため、センサー付き純正

チャイルドシートを装着しても、助手席エ

アバッグが作動する状態になっている。

蜷チャイルドセーフティシートを後席に装

着してください。やむを得ず助手席に装

着するときは、前向きで使用し、助手席

シートの位置をもっとも後ろの位置にし

てください。

助手席にセンサー付き純正チャイルドセー

フティシートが装着されていない場合は、

チャイルドセーフティシート検知システム

が故障している。

蜷助手席のシート座面に以下のものを置いて

いるときは取り除いてください。

・電源の入ったパソコン
・携帯電話
・磁気カードやICカード

電子機器やカードを取り除いても助手席

エアバッグオフ表示灯が点灯するとき

は、指定サービス工場でチャイルドセー

フティシート検知システムの点検を受け

てください。

E 55 AMG：

センターコンソールの助手席エアバッグ

オフ表示灯が点灯している。

助手席にセンサー付き純正チャイルドセー

フティシートが装着されているため、助手

席エアバッグの機能が解除されている。



トラブルの原因と対応

[9-4]

トラブル 考えられる原因および症状 対 応

ガソリンが漏れている。 燃料給油システム、または燃料タンクに問

題がある。

蜷ただちにエンジンを停止し、エンジンスイ

ッチからキーを抜いてください。

蜷状況を問わず、エンジンを始動しないでく

ださい。

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれ

があります。

蜷指定サービス工場に連絡してください。

事故を起こし、以下には損傷がなさそうな

場合

・主要部品

・燃料システム

・エンジンマウント

蜷エンジンスイッチを一度0の位置にしてか

ら、エンジンを始動してください。

警告音が鳴った。 マルチファンクションディスプレイにメッ

セージが表示された。

蜷故障 / 警告メッセージ（9-15～）に従っ

てください。

事故を起こし、損傷の程度が分からない

場合

蜷指定サービス工場に連絡してください。

パーキングブレーキを解除しないで走行し

ている。

蜷パーキングブレーキを解除してください。

ランプを消灯しないで運転席ドアを開いた。 蜷ランプスイッチを0にしてください。

運転席または助手席の乗員がシートベルト

を着用していない。

蜷シートベルトを着用してください。



トラブルの原因と対応

[9-5]
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トラブル 考えられる原因および症状 対 応

エンジンが始動しない。エンジンスイッ

チを3の位置にするとスターターモータ

ーの音がする。

エンジンの電気システム、または燃料供給

に異常がある可能性がある。

蜷エンジンを再始動する前に、エンジンスイ

ッチを0の位置に戻してください。

蜷始動操作を繰り返してください（4-4）。

ただし、エンジン始動を長時間続けると、

バッテリーがあがるおそれがあります。

蜷何度始動を試みてもエンジンが始動しない

場合は、指定サービス工場に連絡してくだ

さい。

エンジンが始動しない。エンジンスイッ

チを3の位置にしてもスターターモータ

ーの音がしない。

バッテリーがあがっている可能性がある。 蜷ブースターケーブルを使用して始動してく

ださい（6-25）。

蜷何度始動を試みてもエンジンが始動しない

場合は、指定サービス工場に連絡してくだ

さい。

ブレーキペダルの踏みしろが通常より少

し大きい。

ブレーキペダルの踏み応えがいつもより

弱い。

SBCが作動している。

または、エンジン始動後、最初にブレーキ

ペダルを踏んだ。

蜷再度ブレーキペダルを踏むと、通常の踏み

しろや踏み応えに戻ります。

運転席と助手席のヘッドレストが前方に

動いている。

追突などの事故により、NECK PROアク

ティブヘッドレストが作動した。

蜷NECK PROアクティブヘッドレストをリ

セットしてください。

燃料給油フラップが開かない。 開閉機構に異常があり、燃料給油フラップ

は解錠されていない。

蜷指定サービス工場に連絡してください。

ブレーキペダルに脈動が伝わってくる。 SBCの油圧ポンプが作動している。

SBCがエマージェンシーモードになって

いる。

蜷ブレーキペダルを通常時より深く（奥に）

強く踏み込んでください。

蜷故障 / 警告メッセージ（9-19）に従って

ください。



トラブルの原因と対応

[9-6]

トラブル 考えられる原因および症状 対 応

トランスミッションが正しく変速しない。 トランスミッションオイルが減っている。 蜷ただちに指定サービス工場でトランスミッ

ションの点検を受けてください。

エンジンの回転が滑らかでなく、ミスフ

ァイアも起きている。

エンジンの電気システム、またはエンジン

制御システムに異常がある。

蜷アクセルペダルを踏みすぎないでくだ

さい。

蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けて

ください。

触媒を損傷するおそれがあります。

冷却水温度が約130℃を超えている。

冷却水量・冷却水温度警告灯が点灯し、

警告音も鳴っている。

リザーブタンクの冷却水量が不足してい

る。冷却水の温度が高すぎて、エンジンが

冷却されていない。

蜷すみやかに停車し、エンジンと冷却水を冷

やしてください。

蜷エンジンと冷却水が冷えてから冷却水量を

点検し、必要であれば冷却水を補給してく

ださい（7-5）。

冷却水量が正常なときは、冷却ファンが故

障している。

冷却水の温度が高すぎて、エンジンが冷却

されていない。

蜷冷却水温度が約130℃以下のときは、最寄

りの指定サービス工場まで走行してくだ

さい。

蜷エンジンなどに大きな負担をかけたり（山

間部の走行など）、停止 / 発進を繰り返さ

ないでください。



トラブルの原因と対応

[9-7]
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トラブル 考えられる原因および症状 対 応

加速性能が悪化している。

トランスミッションが変速しない。

トランスミッションに異常がある。 蜷エマージェンシーモードにして走行できる

場合があります。

蜷停車してセレクターレバーをhに入れ、

エンジンを停止します。

蜷10秒以上待ってから、エンジンを再始動

します。

蜷前進する場合はセレクターレバーをfに

入れます。

後退する場合はセレクターレバーをiに

入れます。

蜷ただちに指定サービス工場でトランスミッ

ションの点検を受けてください。

パークトロニックインジケーターの赤色

の表示灯だけが点灯して警告音が鳴り、

約30秒後にパークトロニックが解除さ

れ、パークトロニックオフスイッチの表

示灯が点灯した。

パークトロニックに異常があり、機能が停

止している。

蜷ただちに指定サービス工場でパークトロニ

ックの点検を受けてください。

パークトロニックインジケーターの赤色

の表示灯だけが点灯し、約20秒後にパー

クトロニックが解除された。

パークトロニックセンサーが汚れている

か、付着物などがある。

蜷パークトロニックセンサーを清掃してくだ

さい（7-22）。

蜷再度、エンジンスイッチを2の位置にして

ください。

外部の電波や超音波の干渉などにより、機

能が停止している。

蜷場所を変えて、パークトロニックの作動を

確認してください（4-58）。



トラブルの原因と対応

[9-8]

トラブル 考えられる原因および症状 対 応

ドアウインドウが自動で全閉しない。 ドアウインドウとドアフレームの間やドア

内部のガイドレールなどに障害になる物が

挟まったり、詰まったりしている。

運転席ドアのドアウインドウを自動で全閉

しているときに、ドアウインドウが自動で

停止して少し開くことがある。

蜷ドアウインドウを開いてください。
蜷障害物を取り除いてください。
蜷ドアウインドウが閉じるまでスイッチを軽
く引きます。
ウインドウに挟まれないように注意してく
ださい。

運転席ドアのドアウインドウが自動で全

閉しない。

蜷ドアウインドウが閉じるまでスイッチを引
きます。

ドアウインドウが少し開くときは、
蜷約5秒以内に、パワーウインドウスイッチ
をいっぱいに引きます。
挟み込み防止機能が働かない状態でウイン
ドウが閉じます。ウインドウに挟まれない
ように注意してください。
約5秒以内に、挟み込み防止機能が働く状態
になります。

ヘッドランプの内側が曇っている。 外気の湿度が高くなっている。 蜷ヘッドランプを点灯して走行してくだ

さい。

しばらくすると、ヘッドランプ内側の曇り

は取れます。

ワイパーの動きが妨害されている。 ウインドウに障害になる物が付着して

いる。

蜷安全のため、エンジンスイッチからキーを

抜いて、障害物を取り除いてください。

ワイパーが作動しない。 ワイパーが故障している。 蜷コンビネーションスイッチをまわして、別
のモードを選択してください（4-25）。

蜷指定サービス工場でワイパーの点検を受け
てください。

ヘッドランプユニットが密閉されていない

ため、水分が侵入している。

蜷指定サービス工場でヘッドランプの点検を

受けてください。



トラブルの原因と対応

[9-9]

トラブル 考えられる原因および症状 対 応

キーのスイッチを押しても表示灯が点灯

しない。

キーの電池が消耗している。 蜷キーの電池を交換してください（3-7）。

電池は指定サービス工場で入手できます。

キーを紛失した。 蜷ただちに指定サービス工場に連絡してくだ

さい。

蜷ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実

を報告してください。

蜷新しいキーの入手については、指定サービ

ス工場におたずねください。

蜷必要であればキーシリンダーも交換してく

ださい。
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リモコン操作で解錠 / 施錠できない。 キーの電池が消耗している。 蜷キーの先端をフロントドアハンドルに向

け、至近距離から再度リモコン操作をして

ください。

蜷リモコン操作ができないときは、エマージ

ェンシーキーで運転席ドアを解錠 / 施錠し

てください。

蜷キーの電池を点検し、必要であれば電池を

交換してください（3-7）。

キーが故障している。 蜷エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠

/ 施錠してください（3-23）。

蜷指定サービス工場でキーの点検を受けてく

ださい。

ドアミラーが無理に前方 / 後方に曲げら

れた。

蜷ドアミラー格納 / 展開スイッチ（3-50）

を、ギアが噛み合う音が聞こえるまで押し

ます。



トラブルの原因と対応

[9-10]

トラブル 考えられる原因および症状 対 応

エンジンスイッチがまわらない。 エンジンスイッチからキーを抜かずに0の

位置で長時間放置していた。

蜷エンジンスイッチからキーを抜き、再度差

してください。

蜷バッテリーを点検し、必要であれば充電し

てください。

蜷エンジンを始動してください。

バッテリーの電圧が低下している。 蜷必要のない電気装備を停止してから再度エン

ジンスイッチをまわしてください。

蜷エンジンスイッチがまわらないときは、バッ

テリーを点検し、必要であれば充電するか、

ブースターケーブルを使用して始動してくだ

さい（6-25）。

蜷指定サービス工場で点検を受けてください。

エマージェンシーキーを紛失した。 蜷ただちに指定サービス工場に連絡してくだ

さい。

蜷ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実

を報告してください。

蜷新しいキーの入手については、指定サービ

ス工場におたずねください。

蜷必要であればキーシリンダーも交換してく

ださい。



警告灯

[9-11]

警告灯 考えられる原因および症状 対 応

エンジンがかかっている

ときに黄色のABS / ESP

表示灯が点灯している。

ESPの機能が解除されている。 蜷ESPを待機状態にしてください（4-39）。

蜷ESPの機能を解除して走行する場合は、必

ず路面と天候の状態に合わせて運転してく

ださい。

走行中に黄色のABS /

ESP表示灯が点滅する。

タイヤがグリップを失っているか車が横滑

りをしているため、ABSまたはESPが作

動している。

蜷発進するときにアクセルペダルを必要以上

に踏み込まないでください。

蜷走行中はアクセルペダルをゆるめてくだ

さい。

蜷路面と天候の状態に合わせて運転してくだ

さい。

蜷ESPの機能を解除しないでください（雪道

などでの走行を除く）。

エンジンがかかっている

ときに黄色のABS警告灯

が点灯する。

故障のためABSの機能が解除されている。

ABSとともにBASとESPの機能も解除さ

れている。

ABS、BAS、ESPを除き、SBCは機能する。

蜷十分注意して走行してください。

蜷マルチファンクションディスプレイの表示

に従ってください（9-15）。

蜷すみやかに指定サービス工場で点検を受け

てください。

エンジンがかかっていると

きに赤色のエアバッグシス

テム警告灯が点灯する。

乗員保護システムに異常がある。エアバッ

グやシートベルトテンショナーが不意に作

動したり、事故のときに作動しない可能性

がある。

蜷ただちに指定サービス工場でエアバッグシ

ステムの点検を受けてください。
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警告灯

[9-12]

警告灯 考えられる原因および症状 対 応

走行中に赤色のブレーキ

警告灯が点灯し、警告音

も鳴っている。

パーキングブレーキを解除せずに走行して

いる。

蜷パーキングブレーキを解除してください。

P
エンジンがかかっている

ときに赤色のブレーキ警

告灯が点灯し、警告音も

鳴っている。

リザーブタンクのブレーキ液量が不足して

いる。

または、SBCに異常がある。

蜷ブレーキ液を補給しないでください。ブレ

ーキ液を補給しても問題は解消しません。

蜷走行しないでください。

蜷ただちに指定サービス工場に連絡してくだ

さい。

蜷マルチファンクションディスプレイの表示

（9-19、20）に従ってください。

エンジンがかかっている

ときに赤色の冷却水量・

冷却水温度警告灯が点灯

する。

リザーブタンクの冷却水量が不足してい

る。冷却水の温度が高すぎて、エンジンが

冷却されていない。

蜷すみやかに安全な場所に停車してください。

蜷エンジンと冷却水を冷やしてください。

蜷冷却水量を点検し、不足している場合は冷

却水を補給してください。

蜷通常よりも頻繁に冷却水を補給している場

合は、指定サービス工場で点検を受けてく

ださい。

冷却水量が正常なときは、冷却ファンが故

障している。冷却水の温度が高すぎて、エ

ンジンが冷却されていない。

蜷冷却水温度が約130℃以下のときは、最

寄りの指定サービス工場まで走行してくだ

さい。

蜷エンジンなどに大きな負担をかけたり（山

間部の走行など）、停止 / 発進を繰り返さ

ないでください。

P



警告灯

[9-13]

警告灯 考えられる原因および症状 対 応

エンジンがかかっている

ときに赤色の冷却水量・

冷却水温度警告灯が点灯

し、警告音も鳴っている。

リザーブタンクの冷却水量が不足し、冷却

水温度が約130℃を超えている。

エンジンが冷却されないため、エンジンを

損傷するおそれがある。

蜷すみやかに安全な場所に停車してください。

蜷エンジンと冷却水を冷やしてください。

蜷冷却水量を点検し、不足している場合は冷

却水を補給してください。

蜷通常よりも頻繁に冷却水を補給している場

合は、指定サービス工場で点検を受けてく

ださい。

エンジンがかかっている

ときに黄色のエンジン警

告灯が点灯する。

燃料タンクが空になっている。 蜷燃料の補給後、エンジン始動操作を3～4

回繰り返してください。

エマージェンシーモードが解除されます。

車の点検を受ける必要はありません。

以下に異常があるため、エンジンがエマー

ジェンシーモードになっている。

・インジェクションシステム
・排気システム
・イグニッションシステム
排出ガスの成分が基準値を超えたために、

エンジンがエマージェンシーモードになっ

ている可能性もある。

蜷すみやかに指定サービス工場で点検を受け

てください。

冷却水量が正常なときは、冷却ファンが故

障している。また、冷却水温度が約130℃

を超えている。
エンジンが冷却されないため、エンジンを

損傷するおそれがある。

蜷走行しないでください。

蜷指定サービス工場に連絡してください。
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警告灯

[9-14]

警告灯 考えられる原因および症状 対 応

ドアを閉じてエンジンを

始動すると、赤色のシー

トベルト警告灯が点灯す

る。また、約25km/hを

超えると点滅し警告音も

鳴る。

運転席または助手席の乗員がシートベルト

を着用していない。

蜷シートベルトを着用してください。

エンジンがかかっている

ときに黄色の燃料残量警

告灯が点灯する。

燃料の残量が少なくなっている。 蜷最寄りのガソリンスタンドで給油してくだ

さい。

助手席シートの上に荷物を置いている。 蜷荷物をシートから降ろし、確実に固定して

ください。

S

7



故障 / 警告メッセージ

[9-15]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

故障のためABSとBASが解除されている。

ABSを除き、SBCは機能する。

蜷十分注意して走行してください。

蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けて

ください。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

ABSとBAS、またはABS表示が故障して

いる。

蜷十分注意して走行してください。

蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けて

ください。

ABS

ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

故障のためESPの機能が解除されている。

ESPを除き、SBCは機能する。

蜷十分注意して走行してください。

蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けて

ください。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

ESPまたはESP表示が故障している。 蜷十分注意して走行してください。

蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けて

ください。

ESP

ｺﾝﾌｫｰﾄ ｷﾉｳ
ｦ ｼﾖｳ ﾃﾞｷﾏｾﾝ

電力の供給が不足し、リアデフォッガーな

どの電気装備に電力の供給ができない。

蜷電力が回復すると、自動的に作動を開始し

ます。

ｺﾝﾌｫｰﾄ ｷﾉｳ
ｦ ｼﾖｳ ﾃﾞｷﾏｽ

バッテリーの電力が回復し、電気装備のス

イッチがオンになっている。

バッテリー
ホゴ
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故障 / 警告メッセージ

[9-16]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ｾﾚｸﾀﾚﾊﾞｰ P ﾆ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ SBCホールドが作動しているときに運転席

のシートベルトを外して、エンジンスイッチ

を0か1の位置にしたか、運転席ドアを開い

た。またはボンネットのロックを解除した。

蜷セレクターレバーをhに入れてください。

必要であれば、パーキングブレーキを効か

せて車を確実に停止させてください。

P

ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞﾃﾝｹﾝ！ クルーズコントロールまたは可変スピード

リミッターが故障している。

蜷指定サービス工場で点検を受けてください。スピード
リミッター

― ― ― 速度が記憶されていない状態でクルーズコ

ントロールを設定しようとしている。

蜷速度を設定してください。

約30km/h以下の速度で走行していると

き、またはESPの機能を解除しているとき

にクルーズコントロールを設定しようとし

ている。

蜷約30km/h以上の速度で設定してください。

または

蜷ESPを待機状態にしてください。

クルーズコ
ントロール

SRSｼｽﾃﾑ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ！

乗員保護システムが故障している。 蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けてく

ださい。
SRS

ｻｰﾋﾞｽ ﾒﾓﾘ ﾌﾙ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｻﾝｼｮｳ

メンテナンスインジケーターのデータ量が

容量を超えた。

蜷指定サービス工場でメンテナンスインジケ

ーターの点検を受けてください。r

SBC H
ｻﾄﾞｳ ﾃﾞｷﾏｾﾝ
ﾏﾆｭｱﾙｦ ｻﾝｼｮｳ

SBCホールドを作動させることができ

ない。

蜷パーキングブレーキを解除してください。

蜷SBCホールドの作動条件を確認してくださ

い（4-36）。

SBC H
ｼﾖｳ ﾃﾞｷﾏｾﾝ
ﾄﾘｱﾂｶｲｾﾂﾒｲｼｮ ｻﾝｼｮｳ

SBCホールドに異常が発生している。 蜷指定サービス工場でSBCホールドの点検を

受けてください。

SBC■H



故障 / 警告メッセージ

[9-17]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ｼｬｺｳ ｶﾞ ｱｶﾞﾘﾏｽ 車高が選択したレベルに上昇している。

ｼｬｺｳｶﾞ ｱｶﾞﾘﾏｽ
ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ

停車時の車高が低すぎる。 蜷走行しないでください。

蜷車高が調整されるまで待ってください。

車高が走行に適したレベルになるとメッセ

ージが消えます。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

ディスプレイまたは車高調整システムが故

障している。

蜷80km/hを超えないように走行してくだ

さい。

蜷指定サービス工場で点検を受けてください。

ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ! 車高調整システムの一部が制限されている。蜷80km/hを超えないように走行してくだ

さい。

蜷指定サービス工場で点検を受けてください。

ﾃｲｼｬ､ｼｬｺｳｶﾞ ﾋｸｽｷﾞﾏｽ! 車高調整システムが故障している。 ステアリングをまわしすぎないでください。

フロントのフェンダーやタイヤを損傷するお

それがあります。擦れる音がしないかチェッ

クしてください。

蜷80km/hを超えないように走行してくだ

さい。

蜷路肩まで走行し、より高い車高レベルを選

択してください。故障内容によっては、こ

れにより車高が上がることがあります。

蜷ただちに指定サービス工場で点検を受けて

ください。
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故障 / 警告メッセージ

[9-18]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

いくつかのシステム表示が故障している。

システム全体が故障しているおそれが

ある。

蜷十分注意して走行してください。

蜷ただちに指定サービス工場に連絡してくだ

さい。
0

ﾊﾞｯﾃﾘｰ / ｵﾙﾀﾈｰﾀ
ﾃｲｼｬ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ!

バッテリー、オルタネーター、コントロー

ルユニットなどが故障している。

蜷ただちに安全な場所に停車してください。

蜷走行しないでください。

蜷すみやかに指定サービス工場に連絡してく

ださい。

電力が不足するとSBCの機能が制限されま

す。ブレーキペダルを踏むのにかなりの力

が要求され、制動距離が通常よりも長くな

ります。

ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ! 以下の原因により、バッテリーが充電され

ていない。

・オルタネーターの故障

・Ｖベルトの損傷

・電力システムの故障

蜷ただちに停車して、Ｖベルトを点検してく

ださい。

Ｖベルトが切れているとき：

・走行しないでください。
・最寄りの指定サービス工場に連絡してく
ださい。

Ｖベルトが切れていないとき：

・すみやかに指定サービス工場で点検を受
けてください。

蜷マルチファンクションディスプレイの表示

に従ってください。

電力が不足するとSBCの機能が制限されま

す。ブレーキペダルを踏むのにかなりの力

が要求され、制動距離が通常よりも長くな

ります。

G

ﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞ ﾏﾓｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

ブレーキパッドの摩耗が限界に達して

いる。

蜷すみやかに指定サービス工場でブレーキパ

ッドを交換してください。O



故障 / 警告メッセージ

[9-19]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ｾｲﾄﾞｳﾘｮｸ ｹﾞﾝｼｮｳ!
ﾌﾞﾚｰｷｦ ｼﾞｭｳﾌﾞﾝﾆ
ﾌﾝﾃﾞｸﾀﾞｻｲ!

SBCがエマージェンシーモードになってい

る。ブレーキを踏むのにかなりの力が要求

され、制動距離が通常よりも長くなる。最

高速度が約90km/hに制限される。

蜷ただちに安全な場所に停車してください。

蜷走行しないでください。

蜷指定サービス工場に連絡してください。
'

ｾｲﾄﾞｳﾘｮｸ ｶﾞ ｹﾞﾝｼｮｳ!
ｴﾝｼﾞﾝ ｽﾀｰﾄ!

バッテリーの電圧が低下しているため、

SBCに十分な電力供給ができなくなって

いる。

蜷エンジンを始動してください。

エンジンが始動するとメッセージが消え

ます。

ｾｲﾄﾞｳﾘｮｸｶﾞ ｹﾞﾝｼｮｳ!
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

SBCがエマージェンシーモードになってい

る。ブレーキシステムの能力が完全には発

揮されない。

蜷十分注意して走行してください。

蜷指定サービス工場で点検を受けてください。

ﾌﾞﾚｰｷｵｲﾙ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

リザーブタンクのブレーキ液量が不足して

いる。

蜷すみやかに安全な場所に停車してください。
蜷走行しないでください。
蜷最寄りの指定サービス工場に連絡してくだ
さい。
蜷ブレーキ液を補給しないでください。ブレ
ーキ液を補給しても問題は解決しません。

ﾌﾞﾚｰｷ ｶﾈﾂ ｼﾃｲﾏｽ!
ﾁｭｳｲｼﾃ ｿｳｺｳ!

過度の負荷によりブレーキシステムが非常

に高温になっている。

蜷ブレーキシステムへの負荷を軽減してくだ
さい。
蜷十分注意して走行してください。
蜷下り坂では、より低いギアを選択して、エ
ンジンブレーキを効かせてください。
蜷走行風でブレーキが冷却されるように注意
しながら走行してください。

P

ｽｸﾞﾆ ﾌﾞﾚｰｷ ｦ
ﾌﾝﾃﾞｸﾀﾞｻｲ!

SBCホールドの作動中に異常が発生して

いる。

蜷マルチファンクションディスプレイの表示
が消えるまで、ただちにブレーキペダルを
踏んでください。
蜷車から離れるときは、輪止めを使用するな
ど、車が動かないように十分注意してくだ
さい。
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故障 / 警告メッセージ

[9-20]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

P
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ
ｶｲｼﾞｮ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ!

パーキングブレーキを解除せずに走行して

いる。

蜷パーキングブレーキを解除してください。

3
ﾘｱ ﾐｷﾞ ﾊﾞｯｸﾚｽﾄ
ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

後席右側バックレストがロックされていない。 蜷バックレストを確実にロックしてください。

ﾘｱ ﾋﾀﾞﾘ ﾊﾞｯｸﾚｽﾄ
ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

後席左側バックレストがロックされていない。 蜷バックレストを確実にロックしてください。

#

ﾈﾝﾘｮｳﾆ
ﾐｽﾞｶﾞ ｺﾝﾆｭｳ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

蜷指定サービス工場で点検を受けてくだ

さい。

ﾌｭｰｴﾙ ﾌｨﾙﾀ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ!

蜷指定サービス工場で点検を受けてくだ

さい。

ｻｰﾋﾞｽ ﾌﾞﾚｰｷ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

故障があるが、SBCは通常通り作動する。 蜷指定サービス工場で点検を受けてくだ

さい。

ﾄﾗﾝｸｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ トランクが開いたまま走行している。 蜷トランクを閉じてください。



故障 / 警告メッセージ

[9-21]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ﾚｲｷｬｸｽｲ ﾃｲｼｬｼﾃ､
ｴﾝｼﾞﾝ ｦ ﾃｲｼ!

冷却水の温度が高すぎる。 蜷すみやかに安全な場所に停車してください。

蜷エンジンを停止してください。

蜷メッセージが消えない場合はエンジンを始

動しないでください。エンジンを損傷する

おそれがあります。

蜷冷却水温度を点検してください。

蜷冷却水温度が下がったときは、ただちに最

寄りの指定サービス工場で点検を受けてく

ださい。

ﾚｲｷｬｸｽｲ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

ラジエターの冷却ファンが故障している。 蜷冷却水温度を点検してください。

蜷すみやかに指定サービス工場で冷却ファン

を交換してください。

Ｖベルトが切れている可能性がある。 蜷すみやかに安全な場所に停車してください。

蜷エンジンを停止してください。

蜷Ｖベルトを点検してください。

Ｖベルトが切れていないとき：

・メッセージが消えない場合はエンジンを
始動しないでください。エンジンを損傷

するおそれがあります。

Ｖベルトが切れているとき：

・走行しないでください。
・最寄りの指定サービス工場に連絡してく
ださい。

4

ﾚｲｷｬｸｽｲ
ﾚﾍﾞﾙ ｦ ﾃﾝｹﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ!

冷却水量が不足している。 蜷冷却水を補給してください（7-5）。

蜷通常よりも頻繁に冷却水を補給している場

合は、指定サービス工場で冷却システムの

点検を受けてください。

I
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故障 / 警告メッセージ

[9-22]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ﾎﾞﾝﾈｯﾄｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ ボンネットが開いたまま走行している。 蜷ボンネットを閉じてください。

ｵｲﾙ ﾚﾍﾞﾙ
ﾃｲｼｬ ｼﾃ、 ｴﾝｼﾞﾝ ｦ ﾃｲｼ

E 500 / E 55 AMG：

エンジンオイル量が不足している。エンジ

ンを損傷するおそれがある。

蜷すみやかに安全な場所に停車してください。

蜷エンジンを停止してください。

蜷エンジンオイルを補給し、エンジンオイル

量を点検してください。

ｷｭｳﾕ ﾉ ｻｲﾆ
1ﾘｯﾀｰ ｵｲﾙ ｦ ﾂｲｶ!

E 500 / E 55 AMG：
エンジンオイル量が不足している。

蜷エンジンオイル量を点検し、必要であれば

補給してください（7-6、7）。

蜷通常より頻繁にエンジンオイルを補給して

いる場合は、指定サービス工場で、エンジ

ンからオイルが漏れていないか点検を受け

てください。

ｷｭｳﾕ ﾉ ｻｲﾆ
ｵｲﾙ ﾚﾍﾞﾙ ﾃﾝｹﾝ

E 280 / E 350 / E 350 4MATIC：

エンジンオイル量が減っている。

蜷エンジンオイル量を点検し、必要であれば

補給してください（7-6、7）。

蜷通常より頻繁にエンジンオイルを補給して

いる場合は、指定サービス工場で、エンジ

ンからオイルが漏れていないか点検を受け

てください。

s

ﾋﾀﾞﾘ ﾛｰ ﾋﾞｰﾑ 11） 左ヘッドランプ（ロービーム）が切れている。蜷すみやかに指定サービス工場でランプを交

換してください。

ﾗﾝﾌﾟ ｾﾝｻ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

ランプセンサーが故障している。自動的に

ランプが点灯する。

蜷各種設定のﾗﾝﾌﾟのﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ ｽｲｯﾁ画面で、ﾏﾆ

ｭｱﾙに切り替えてください（3-86）。

蜷ランプスイッチでランプを点灯 / 消灯して

ください。

K

1） この例以外のメッセージが表示されることがあります。車外ランプいずれかに異常が発生すると、その箇所と対応が表示されます。



故障 / 警告メッセージ

[9-23]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ
ｼﾃｲﾉｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ｺｳｶﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

E 500 / E 55 AMG：

エンジンオイルに水が混じっている。

蜷エンジンオイルと冷却システムを点検して

ください。

ｵｲﾙｾﾝｻ
ｺｼｮｳ

E 500 / E 55 AMG：
エンジンオイル量計測システムが故障して
いる。

蜷指定サービス工場で点検を受けてくだ

さい。

s

ｴﾝｼﾞﾝ ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ 以下が故障している可能性がある。

・インジェクションシステム

・排気システム

・イグニッションシステム

蜷すみやかに指定サービス工場で点検を受け

てください。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

1つ以上のエレクトロニックシステムが情報

を伝達できない状態で、以下のシステムが故

障している可能性がある。

・冷却水温度計

・タコメーター

・クルーズコントロールまたは可変スピ

ードリミッターのインジケーター

蜷指定サービス工場で点検を受けてくだ

さい。

ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ
ﾚﾍﾞﾙ
ｵｲﾙ ｦ ﾇｲﾃｸﾀﾞｻｲ

E 500 / E 55 AMG：
エンジンオイル量が多すぎる。エンジンや三
元触媒コンバーターを損傷するおそれが
ある。

蜷エンジンオイルを抜いてください。エンジ

ンオイルを廃棄するときは規則に従ってく

ださい。

ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ ﾚﾍﾞﾙ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

E 500 / E 55 AMG：

エンジンオイル量が限界まで下がって

いる。

蜷エンジンオイル量を点検し、必要であれば

補給してください（7-6、7）。

蜷通常より頻繁にエンジンオイルを補給して

いる場合は、指定サービス工場で、エンジ

ンからオイルが漏れていないか点検を受け

てください。
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故障 / 警告メッセージ

[9-24]

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対 応

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ ﾙｰﾌ
ﾄｼﾞﾃ ｸﾀﾞｻｲ!

スライディングルーフを開いた状態でエン

ジンスイッチからキーを抜いた。

蜷スライディングルーフを閉じてください

（3-42）。

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ ﾙｰﾌ
ﾄｼﾞﾃ ｸﾀﾞｻｲ!

スライディングルーフをチルトアップした

状態でエンジンスイッチからキーを抜

いた。

蜷スライディングルーフを閉じてください

（3-42）。

ﾈﾝﾘｮｳ ﾘｻﾞｰﾌﾞ
ｷｭｳﾕ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 1）

燃料の残量が非常に少なくなっている。 蜷最寄りのガソリンスタンドで燃料補給して

ください。7
ﾄﾞｱ ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ ドアが完全に閉じていない状態で走行して

いる。

蜷ドアを閉じてください。

!

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ ｼｽﾃﾑ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ!

シートベルトシステムが故障している。 蜷ただちに指定サービス工場に連絡してくだ

さい。S

ｳｫｯｼｬｴｷ
ﾚﾍﾞﾙ ｦ ﾃﾝｹﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ!

ウォッシャー液量が不足している。 蜷ウォッシャー液を補給してください（7-

11）。H
1） 車種や仕様により、このメッセージは表示されません。
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アクティブライトシステム ･･･････････････････4-22
アームレスト ･･･････････････････････････････5-34
アンビエントランプ ･････････････････････････5-27
ウィンタータイヤ･････････････････････7-19､8-10
ウインドウ ･････････････････････････････････3-40
ウインドウウォッシャー ･････････････････････4-26
ウインドウバッグ･････････････････････････････2-8
ウォッシャー液 ････････････････････････7-11､8-8
運転席 / 助手席エアバッグ ････････････････････2-8
エアコンディショナー ･･････････････････5-2､5-13
エアバッグ（SRSエアバッグ） ････････････････2-8
エマージェンシーキー･････････････････････････3-5
エンジンオイル･･･････････････････････････････7-6
エンジンオイル量点検画面 ･･･････････････････3-67
エンジンスイッチ･････････････････････････････4-2
エンジンの始動と停止･････････････････････････4-4
エンジンルーム･･･････････････････････････････7-3
エンジンを始動できないとき･･･････････････････4-4
イージーエントリー機能 ･････････････････････3-22
オイル・液類･････････････････････････････････8-7
応急用スペアタイヤ ････････････････････6-7､8-10
オーディオ･････････････････････････････････(別冊)
オートマチック車の運転 ･････････････････････4-14
オートマチックトランスミッション･････････････4-5
オートマチックトランスミッションオイル･･･････8-7
オドメーター ･･･････････････････････････････3-54
オーバーヒートしたとき ･････････････････････6-24

外気温度 / 走行速度表示･････････････････････3-63
懐中電灯（非常信号用具）･････････････････････6-3
カップホルダー ･････････････････････････････5-36
可変スピードリミッター ･････････････････････4-50
寒冷時の取り扱い ･･･････････････････････････7-17
キー･････････････････････････････････････････3-2
救急セット･･･････････････････････････････････6-3
クルーズコントロール ･･･････････････････････4-45
グローブボックス ･･･････････････････････････5-37
警告灯･･･････････････････････････････3-55､9-11
携帯電話の接続 ･････････････････････････････5-35
けん引 ･････････････････････････････････････6-21
けん引防止警報機能 ･････････････････････････3-39
後退時の助手席側ドアミラーの自動調整 ･･･････3-49
故障 / 警告メッセージ･･･････････････････････9-15
故障のとき･･･････････････････････････････････6-2
子供を乗せるとき･････････････････････････････1-4
小物入れ ･･･････････････････････････････････5-38

ア カ
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サイドバッグ･････････････････････････････････2-8
サスペンションモード選択スイッチ ･･･････････4-43
サンシェード ･･･････････････････････････････3-44
サンバイザー ･･･････････････････････････････5-30
事故・故障のとき･････････････････････････････6-2
シート位置の記憶 ･･･････････････････････････3-12
シートの調整･････････････････････････････････3-9
シートヒーター ･････････････････････････････3-15
シートベルト･････････････････････････････････2-3
シートベルトテンショナー･････････････････････2-6
シートポケット ･････････････････････････････5-39
車外ランプ消灯遅延機能 ･････････････････････4-22
車高調整スイッチ ･･･････････････････････････4-44
車載工具･････････････････････････････････････6-6
車速感応ドアロック ･････････････････････････3-25
ジャッキ･････････････････････････････････････6-6
純正部品 / 純正アクセサリー ･･････････････････8-2
助手席エアバッグ･････････････････････････････2-8
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